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強引に気づかせて







　





「父ちゃん！　タイヘン！　起きてよ！」


　いつもより三十分も遅おそく目を覚ました榎えの本もと崇たかしは、慌あわてて父恭きよう平へいの寝しん室しつに入ると大声で叫さけびながら父の体を揺ゆさぶった。


「んぁ？」


　乱暴に叩たたき起こされた恭平は、寝ね惚ぼけたような声を出しながらムクリと起きあがる。


「急いで支度しないと遅ち刻こくしちゃうよ！」


　崇は寝起きでボーッとしている恭平にそう言って目覚ましを指さすと、慌てたようにキッチンに向かった。


　朝の忙いそがしい時間に三十分のロスは痛い。


　いつもなら父の方が先に起きて崇を起こしてくれるのだが、どうやら昨晩は午前様で目覚ましをセットし忘れたようだ。


　それでも育ち盛りの彼はしっかり朝食をとろうと、キッチンの棚たなを開けて食べ物を物色した。


　榎本家は崇がほとんど記き憶おくもないくらい幼い頃ころに、母が浮うわ気きをして出ていって以来父子家庭だった。


　働き者でソコソコ家事もこなす父のおかげで、崇は母がいないことをそれほど負担に感じることもなく父と二人仲良く暮らしている。


　崇も高校二年生になり既すでに母が恋こいしい歳としでもないし、近頃は恭平も仕事なのかそれとも別のつきあいなのか、家に帰ってくるのが遅くなることもしばしばあった。


「もー、昨日帰ってくるときパン買ってきてって頼たのんだじゃん！　食べ物カップラーメンしかないよ？」


　それはかまわないのだが、生活に支障が出るのはいただけない。崇は寝ね癖ぐせ頭をかきながら起きてきた恭平にブツブツ文句を言った。


　当然今からご飯を炊たいている時間などないので、崇はしかめっ面をしながらカップラーメンを二つ取りだす。


「ワリー、昨晩遅くなっちゃったからさぁ」


「最近遅くなるコト多くない？　だいたいパンってコンビニでも売ってるだろ？」


　崇はバツが悪そうに言い訳をする父に嫌いや味みを言いながらポットのお湯を容器に注いだ。


　カップラーメンは嫌きらいじゃないが、朝から食べるのには少々胃にもたれる気がする。


「あー、ウン…」


　恭平はそんな崇の問いに曖あい昧まいな返事を返しながら、なにかを考えるように押おし黙だまってしまった。


「なに？」


　いつもならポンポン物を言う父のらしくない態度に、崇は首を傾かしげて先を促うながす。


「いや、崇、今度お前に会って欲しい人がいるんだ」


　すると恭平は少し緊きん張ちようしたような声色で、崇が全く予想だにしてなかったようなことを言い出した。


「なにそれ？　どういう意味？」


　直感的に父の恋人を紹しよう介かいされるに違ちがいないと思ったが、突とつ然ぜんの出来事に崇は思わず聞き返してしまう。


　どうりで最近帰りが遅いと思ったが、まさか息むす子この自分に紹介するほど深い関係になってる相手がいるとは思ってもいなかった。


「一いつ緒しよに暮らしたいと思ってる人がいる」


「はぁ!?　マジで!?」


　紹介どころか一足飛びに同居を申し出られてしまった崇は、驚おどろきのあまり大きく目を見開いた。


　正直言って崇は素直にそれを賛成できそうにない。


　幼い頃母に捨てられた崇は、どこかで女性に不信感をもっている。


　高校に進学するとき男子校を選んだのもそれが原因といってもよかった。


　もちろん男手ひとつで自分を育ててくれた父には幸せになってほしいし、交際に反対するつもりもないが、一緒に暮らすとなれば話は別である。


「お前も来年受験だし、いろいろ世話をやいてくれる人がいた方がいいよな？」


　そんな崇の心中を知らない恭平は、年頃の息子を気き遣づかうようにそう言った。


　崇に母親がいないということで不自由な思いをさせないように努力をしてきたが、今日のようなことがあるとやはり自分の不ふ甲が斐いなさを感じる。


「そんなの、今までずっと二人でやってきたじゃん」


「そりゃそうだけどな…」


　困こん惑わくの表情を浮うかべる崇に、恭平もどう答えていいのかわからずに口ごもった。


「父ちゃん再さい婚こんするの？」


　崇は不安な気持ちをこらえきれず恭平に問いかける。


「再婚するつもりはない。とりあえずお前が反対じゃなかったら一緒に暮らしたいと思ってるだけだ」


「そんなの、わかんないよ…」


　聞き分けのない子供みたいで情けないとは思うが、崇は思わずうつむいて恭平から視線を逸そらすと口を尖とがらせた。


　いくら再婚するつもりがないっていっても、一緒に暮らすつもりなら大差ないような気がする。


「とにかく、今晩お前も一緒に食事をすることになってるから。七時に新宿の『ＢＵＯＮＯ』ってイタメシ屋な」


　そんな崇に恭平はちょっと困ったような顔をしながらも、有無を言わせないような口調で待ち合わせ場所を告げた。


「な、そんな急に!?」


　あまりにも突然の展開に、崇は思いっきり動どう揺ようして大きな声を出す。


　とてもじゃないが夜までに心の準備をするなんてできそうにない。


「お、三分経たったぞ」


　パニクっている崇には気づかないフリをして、恭平はカップラーメンのふたをペリペリはがしながら席に着いた。


　崇は不服そうな顔をして恭平をにらむと、やけくそ気味にラーメンを食べはじめた。











　突然父の恋人と対面させられることになった崇は、学校にいる間もいろんなことを考えてソワソワ過ごした。


　容姿や年ねん齢れい、父がどんな好みをしているのかは知らないけど、父と自分を捨てて出ていった母に似てなければいいなと思う。


　かくいう崇自身は母親似で、よく覚えていないけど写真を見るかぎり気の強そうな猫ねこ目めも、童顔で小こ柄がらなところもソックリだった。


　母を快く思っていない崇は自分のルックスも好きではない。母に似てしまったせいで崇は百六十五センチのチビだし、男っぽくてたくましくてオマケに身長が百八十四センチもある父に似たかった。


　崇は逃にげた母にそっくりな自分を疎うとましがることもなく、なに不自由なく育ててくれた父に感謝してるし尊敬している。


　息子に公認してもらいたいと思うくらい惚ほれた相手がいるなんて、父を取られてしまうみたいでちょっとおもしろくないけど、それが父の幸せならちゃんと祝福してあげなくちゃとも思う。


　そんなふうに自分に言い聞かせた崇は、放課後いったん家に帰ってから待ち合わせ場所のレストランに一人で向かった。


　榎本家は男所帯なので、食事の支度をするのがめんどくさくなってしまったときなど外食をすることもある。


　しかしその店はいつも親子二人で行くような店より明らかにシャレてて品がよかった。


　ちょっと高級そうな店構えに、崇はハーフパンツにパーカーというラフな格好で出かけてきたことを後こう悔かいする。


　気後れしつつ店の中に入った崇がカウンターで父の名前を出すと、黒服のウェイターが店の奥おくの個室に案内してくれた。


　こぢんまりとした個室にまだ父たちの姿はなく、崇はイスに座って所在なげにキョロキョロしていた。


　室内は少し暗めの照明で、センスのいい落ち着いた印象の絵画が飾かざられている。


　こういう雰ふん囲い気きが似合う女性が父の恋人なのかもしれないと考えながら、崇は四人掛がけの空席を見つめた。


　正直父がつきあってる女性を快く思える自信はないけど、崇ももう子供じゃないし、父の名めい誉よのためにもそれを態度に出してはイケナイと自分自身に言い聞かせる。


　一人で納得して頷うなずいていると、個室の扉とびらが開いて恭平が中に入ってきた。　


「待たせたな、崇」


　にこやかに声をかけながら入ってきた恭平の後ろには、スーツを着た若い青年と崇と同じ学校の制服を着た背の高い少年がいる。


「あれ？」


　てっきり父が恋人と二人でやってくると思っていた崇は、不思議そうに首を傾げた。


「紹介するよ。俺おれの息子の崇だ」


「こんばんは、はじめまして」


　恭平に崇を紹介された青年は、優しそうな顔でふわっと笑って頭を下げる。


「あ、え、コンバンハ…」


　崇は困惑しながらも挨あい拶さつを返した。


　青年は二十代半ばくらいで、柔やわらかい雰囲気の笑顔が似合う美形だった。おまけにスッとした鼻は知的で、色素の薄うすい彼にとてもよく似合っている。　


　その横にいる学生服の少年は、おそらく兄弟だろうとわかるくらいには青年と似ていたが、頭半分大柄でキリッと整った眉まゆが男っぽくてクールな印象を与あたえている。


　どちらにしろ二人ともかなりの美形で、彼らが父の恋こい人びとの息子だとしたら、その女性はかなりの美人に違いないと崇は思った。


「そんで、彼が小お沢ざわ友とも之ゆき。そっちの大きい方が弟の尚なお之ゆきくん」


　崇がそんなふうに思ってボケッとしていると、続いて恭平は崇に彼らを紹介する。


「はぁ…」


　崇は思わずマヌケな相づちをうった。


「尚之くんは崇のこと知ってるんだよな？」


「ハイ、直接面識はないですけど」


　美人兄弟の弟の方が、父の問いにコクンと頷いて答えた。ニコニコと愛想のいい兄に比べて弟の方は表情がほとんど変わらない。


「え？　俺シラネーよ？」


　自分を知っているという尚之に、崇は驚おどろいたような声を出す。


　制服を見れば同じ高校に通っているのは一目瞭りよう然ぜんだが、崇の記き憶おくのどこにも尚之は存在しなかった。尚之くらい美形なら顔をあわせていれば記憶に残っているはずだ。


「どうしてだ？　同じ学校で学年も一いつ緒しよなのに」


　首を傾かしげている崇に、恭平も不思議そうに聞いてくる。


　だが、どうしてと聞かれても崇にだってわからない。むしろどうして尚之とやらが自分のことを知っているのか聞きたいくらいだった。


「科が違ちがうから、こうやって顔をあわせるのもはじめてだし…」


「あぁ、崇はフツー科で尚之くんは進学科だもんな」


　尚之の説明に恭平は納得したように頷いた。


　なるほどたしかに進学科に在ざい籍せきしているのなら、普通科の崇とは接点がないだろう。


　どうして尚之が崇のことを知っていたのかはわからないが、それよりも尚之に頭の出来が違うと言われているような気がしてムッとした。


「それより父ちゃんが一緒に暮らしたい人は？」


　崇はムカムカする気持ちを抑おさえながら、肝かん心じんの人物が来ていないことを疑問に思って口を開く。


「崇、彼らがそうなんだ」


　すると恭平は神しん妙みような顔をしてそう答えた。


「え？」


　彼らの母親と一緒に暮らすつもりなら、息むす子こである彼らも当然一緒に暮らすことになるだろうけど、崇が聞きたいのはそういうことじゃない。


「お前もウスウス感づいてると思うが、友之は俺の恋人なんだよ」


　首を傾げている崇に、恭平は怖こわいくらい真しん剣けんな顔をしてそう告げた。


　ウスウスもなにも、崇はこれっぽっちもそんなこと感づいちゃいなかった。


「こ、恋人ってこの人男じゃん!?」


　素すっ頓とん狂きような声を出して見ればわかることを確認してしまう。


　恭平が冗じよう談だんで言ってるんじゃないということは表情を見ただけでわかるが、もしそれが本当なら父親がホモだったということになる。いや、恭平は以前女性と結婚して子供までもうけているのだから、ホモというよりは男も女もどっちもイケる口なのかもしれない。


　崇は女性不信ぽいところがあるけれど、だからといって父の恋人が男だとわかって素直に喜ぶことはできなかった。


　しかも相手はどう見積もっても父より自分に歳としが近いんじゃないかと思われる。


　歳の離はなれた若くてキレイな男が父の恋人だという事実に、崇は大いに動どう揺ようした。


「崇くん、お父さんを僕ぼくにください！」


　友之は驚きよう愕がくに目を見開いている崇の前にやってきてガバッと土下座をすると、花はな嫁よめの父に挨拶をしに来た男よろしく真剣な声でそう言った。


「え、ちょっ、待ってよ。父ちゃんは俺の父ちゃんだよっ」


　突とつ然ぜんの出来事にパニックに陥おちいった崇は、あわててブンブンと首を振ふりながら答える。


　くださいと言われても、崇は父を他人にくれてやるつもりはなかった。


「兄貴はそういう意味で言ってるんじゃない。お前の親おや父じとのつきあいを認めて欲しいと言ってるんだ」


　そんな状じよう況きようを見かねた尚之が、誤解するなというように口を挟はさんでくる。


「あ、なんだ…」


　尚之の言葉に崇は心からホッとした。


　たった一人の肉親である父は、ファザコン気味の崇にとってかけがえのない存在なのだ。


「お願いします。僕、恭平さんのことが誰だれよりも好きなんです」


「そんなこと言われても…」


　さらに言葉を続ける友之に、崇はなんと答えていいのかわからずにオロオロする。


　男同士であるというリスクを背負ってまで一緒に暮らしたいというくらいだから、本人たちがすっごく真剣なのは崇にもわかる。


　けれどいきなり父の恋人が男だと聞かされても、すぐに容認するのは非常に困難だ。


「俺達は男同士だから結婚はできない。けれどこれからは家族のように四人で一緒に暮らしたいと思っている」


「あぅ…」


　追い打ちをかけるように恭平に言われて、崇は反論の言葉を失った。


　おそらくこんな状況になるのを察して、父はわざわざ個室を予約したのだろう。


　そんなふうに考えると、いかに父と友之が覚かく悟ごを決めて崇にカミングアウトしたのかわかって胸が痛かった。


「と、とにかく、頭あげてよ。俺、今は混乱しちゃってよくわかんないけど、父ちゃんが真剣なら別に反対しないからさぁ」


　年上の男が自分に頭を下げているのも忍しのびなくて、崇は思わずそんなふうに言ってしまう。


　父親の恋人が男だったのはやっぱりショックだけれど、崇が反対したところで恭平と友之の関係がなくなる訳じゃないし、だったら家族の自分は父の味方でいてあげたいと咄とつ嗟さに思った。


「それじゃあ認めてくれるんだな」


　崇の言葉を聞いた恭平は、普ふ段だんちょっと見たことがないような嬉うれしそうな顔をして崇の顔を覗のぞき込んだ。


「う、うん…」


　父ではない、男の顔をしている恭平に戸と惑まどいながらも崇はコクンと頷うなずく。


「ありがとう…！」


　すると友之は顔を上げて目に涙なみだを浮うかべて笑いながら、崇に感謝の言葉を口にした。


　その顔は本当に幸せそうでキレイで、ほんの少しだけ父が友之に惚ほれてしまった気持ちが崇にも理解できたような気がする。


「よし、そんじゃ今日はお祝いに奮発して高いワインでもあけるか！」


　恭平は明るい声でそう言いながら、友之と尚之をテーブルに着かせた。


　なりゆきで認めちゃったけど本当にこれでよかったのかと崇が考えていると、向かいの席に座っている尚之とふと目が合った。茶色の瞳ひとみにまっすぐジッと見つめられて、なんだか居心地の悪いような気分になる。


　学年も一緒だと言っていたけど、尚之はずいぶん大人おとなっぽいような印象を受けた。


　背が高いからなのか、それとも無表情だからなのかはわからないけど、尚之が気になる崇はチラチラと視線を送りながら食事をすることになった。しかもそのたびに目が合うので変に意識してしまう。


「とにかく俺は、気がついたら友之のことが気になって気になって仕方がなくてな」


　いつの間にかワインを一本あけて饒じよう舌ぜつになった恭平は、友之との馴なれ初そめを崇に聞かせたくて仕方がないというように語っている。


　父親のコイバナなんて聞いても楽しくないけど、恭平は崇が友之のことを反対しなかったのがよほど嬉しいようだ。同性の恋人がいることを息子になかなか言い出せなくて、一年半もこっそり逢おう瀬せを重ねてきたのだ。


　それが今日からは同じ屋根の下で堂々と暮らせると思うと、めちゃくちゃ嬉しくて年とし甲が斐いもなく浮かれてもしまう。


「しかも早くに両親を亡くして、弟と二人苦労して生活してるっていうじゃないか！　なんかしてやりたいっちゅーか、単にヤリたかったっちゅーか、気がついたら押おし倒たおしてたっちゅーか…」


　取引先の営業担当だった友之は、若くてイマイチ頼たよりなくて恭平の庇ひ護ご欲よくを大いにそそったらしい。


　自分の恋愛感情を自覚した恭平は、キレイでモテるくせに弟を支えることに精せい一いつ杯ぱいで、ウブで不器用で恋愛に疎うとい友之を懸けん命めいに口説いてオトした。


　恭平自身も妻に裏切られて以来息子の崇を育てることだけを生き甲斐にしていたが、友之に出会って青くさい恋心を思い出してしまったのだ。


「ちょ、恭平さんなに言い出すの!?」


いくら酔よっぱらっているとはいえ、自分が恭平に押し倒されてしまったことを弟の前で話されてしまった友之は、顔を真まっ赤かにして抗議する。


　尚之には一カ月以上前に恭平を紹しよう介かいしていたし、子供じゃないんだからそれがどういう関係なのかは理解しているはずだが、やっぱり直接その事実を聞かされたくはないはずだ。


「父ちゃん言ってること全然わかんねーよ」


　恥はずかしそうに頰ほおを染める友之がまたキレイで、崇は感心しながらも友之に同情するように肩かたをすくめた。


　向かいに座る尚之を窺うかがい見ると思いっきり眉み間けんにしわを寄せている。


「なにぃ？」


　息子に呆あきれたような声をだされた恭平は、不満そうに口を尖とがらせた。


「いいか崇、惚れたら性別とか年ねん齢れいとかカンケーないんだぞっ！　常識とかモラルにとらわれて大切な物を失うんじゃないぞ！」


「もー、わかったよ」


　熱く語る恭平に、崇はおざなりに形だけの相づちをうってやる。


　けれどまだ本気の恋れん愛あいをしたことがない崇には、恭平の言葉を実として理解することはできていなかった。











　食事を終えて小沢兄弟と一いつ緒しよに家に帰ってきた崇は、すっかり酔っぱらって友之に介かい抱ほうされている恭平を後しり目めに、二階にある空き部べ屋やに尚之を案内することになった。


　今まで酔っぱらって帰宅した父の面めん倒どうを見るのは崇の役目だったが、これからはそれも友之がしてくれると思うと不思議な気分だった。


　父の介抱をするのが嫌いやだったわけじゃないけど、他ほかに頼れる人が家にいてくれるというのはなんだか嬉しい気もする。


　一緒に食事をした限り友之はイイヤツっぽいし、同居人としては悪くないと思う。


　問題はその弟の方だった。


「こっちの部屋、空いてるから使えよ」


　崇は自分より十五センチは上にある仏頂面に少し威い圧あつ感を感じながら、空き部屋の扉とびらを開けて中に入る。


　榎本家は二階建てで、一階にリビングやバスルーム、そして父の寝しん室しつがあり、二階には崇の部屋と父の書しよ斎さいともうひとつ使われていない部屋があった。


　もともと二人で住むには広すぎたし、下宿人が増える分にはかまわないと思う。この場合下宿人というより居候と言った方が正しいのかもしれないが、その辺は扶ふ養よう家族の崇ではなく大黒柱の恭平が決めることだ。


「あぁ」


　尚之は物がないガランとした八畳じようほどの洋間を見て、感心したような声を出した。


　小沢家は尚之が小学校三年生の時に両親を事故でなくして以来、当時高校を卒業したばかりだった友之が、大学進学をあきらめて懸命に働きながら尚之を育ててくれている。


　生活は決して裕ゆう福ふくではなく、今も狭せまい２ＤＫのアパートに住んでいた。尚之の部屋も薄うす汚よごれた畳たたみの四畳半だし、いくら使ってない部屋とはいえ赤の他人に広い部屋を提供できる榎本家がとても裕福に思える。


　ついでに言うなら尚之が進学科に通っているのも、成績優ゆう秀しゆう者しやは奨しよう学がく金きん制度で授業料が半額になるからだった。尚之は毎日アルバイトをしながらきちんと勉強もして、好成績を保っているのだ。


「お前、いつから知ってたんだ？　自分の兄貴と俺の父ちゃんがデキてたって…」


　そんな尚之の苦労など知らない崇は、なんとか尚之とコミュニケーションをとろうと語りかけた。


「一カ月以上前だな」


「ぶっちゃけた話どう思った？」


　シレッと答える尚之に、崇は声をひそめて尋たずねる。


　恭平や友之の前ではさすがにぶっちゃけトークはできない。けれど尚之と崇は似たような境きよう遇ぐうだし、本音をさらせば仲良くなれるんじゃないかと思った。


「どうって…、兄貴は高校を卒業してすぐ両親を亡くして、まだ小学校低学年のガキだった俺を苦労して育ててくれたんだ。相手が兄貴より十四歳も年上のコブつき男でも、そんな兄貴がやっと見つけた幸せを俺が反対できるワケないだろ？」


　しかし崇の予想を裏切って、尚之の本音はあまり恭平を歓かん迎げいしていないようだ。


「テメー、人ンちに居候するくせにそういう言いぐさかよ」


　父を悪く言われた崇は、ちょっとムッとしたような声で嫌味を言う。


　崇だってひとつ屋根の下で暮らす相手とはなるべく仲良くしたいが、これでは仲良くなるどころかますますお互たがいに険悪な雰ふん囲い気きになりかねない。


　確かに友之は苦労人でイイヤツかもしれないが、恭平だって崇にとってはカッコよくて頼りになる自じ慢まんの父親だった。その父親を悪く言われたら崇だって黙だまっていられない。


「尚之」


　大きな目で精一杯睨にらみをきかせている崇に、尚之は唐とう突とつに自分の名前を口にした。


「あ？」


「テメーじゃなくて名前で呼べ。お前こそ本当は反対なのか？」


　尚之の意図がわからなくて首を傾かしげた崇に、尚之は自分の要求を突つきつけると反対に聞いてくる。


「尚之こそ、お前じゃなくて名前で呼べよ」


　自分のことは棚たな上あげする尚之に、崇はここぞとばかりに揚あげ足をとった。


「崇は反対なのか？」


　自分の言ったことの矛む盾じゆんに気づいた尚之は、素直に言葉を訂てい正せいして聞き直してくる。


　意外に素直な尚之の反応に、崇は目をパチクリさせた。


　しかもその聞き方はまるで反対してほしくないと言ってるみたいで、先ほどの恭平に対する辛しん辣らつな言葉と矛盾を感じる。それも兄を思う故だとしたら、尚之はぶっきらぼうで言葉は悪いけど案外イイヤツなのかもしれない。


「別に、反対ってワケじゃねーけど…」


　崇は自分が父や小沢兄弟を悲しませるようなことを聞いてしまったような気がして、ゴニョゴニョと言い訳のような言葉を口にした。


　本気で反対するならとっくにしてるし、むしろ崇の今の正直な気持ちは突とつ然ぜんのことに戸と惑まどってると言った方が正しいだろう。


　崇だって尚之に負けないくらい、男手ひとつで自分を育ててくれている父の幸せを心から願っている。


「けどなんだよ？　ガキじゃあるまいし、親おや離ばなれしろよな」


　口ごもる崇に、尚之は呆れたように言った。


「なっ!?　大きなお世話だ！」


　ガキ扱あつかいされた崇は、思わずムキになって言い返す。


　確かに崇はファザコンの気があるけど、それを初対面のヤツにバカにするように言われたくない。


　崇がなにをそんなにムカついてるのかわからないという涼すずしいツラをしている尚之を見て、やっぱりコイツとは仲良くなれないかもしれないと崇は思った。











　結局本格的な引ひっ越こしは週末ということで小沢兄弟はアパートに帰ったが、崇はずっと尚之に腹をたてていた。


　自分だってかなりブラコンっぽいくせに、崇のことばかりガキ扱いするのがとっても気に入らない。


　父親の交際相手が男だったというだけでかなりショッキングなのに、そいつと同居しなければならない上に、自分と同い年のコブとは早くも対立関係になりそうなのだ。


　かなりヘビーな気分で朝を迎むかえた崇は、重い足どりで登校した。


「オハヨー、崇！」


　崇が教室に入るとさっそく数人のクラスメイトが声をかけてくる。


「オッス、崇っ」


「おっはよー、タカちゃん」


「おはよー」


　崇はそんなクラスメイトたちに抑よく揚ようのない声で挨あい拶さつを返した。


「なんだよ、元気ないな？」


　いつも明るく元気でみんなのアイドル崇の異常なテンションの低さに、クラスメイトたちが心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。


「んなことねーよ」


　崇は軽く肩かたをすくめて友人を一いつ蹴しゆうすると、自分の席に座って机に顔を伏ふせた。


　本人にはあまり自覚はないが、チビで童顔でやたら可愛かわいらしい顔をしている崇は、潤うるおいのない男子校でマスコットのように可愛がられている。他のムサい男ならともかく、崇くらい可愛けりゃ一回くらいヤッちゃってもいいかなぁなんて思ってる輩やからも少なくない。


　もちろん気性の荒あらい崇に直接そんなことは言えないし、クラスの中で抜ぬけ駆がけ厳禁という協定があるので実行に移すヤツもいなかった。


「オッス、崇。なにシケたツラしてんだ？」


　みんなが不ふ機き嫌げんそうな崇を遠巻きに眺ながめているなか、派手でナンパそうなルックスをしている一人のクラスメイトが声をかけてきた。


「和かず彦ひこ…オハヨー」


　崇はその人物の声に反応して顔を上げると、片方の肘ひじを立てて頰ほお杖づえをつきながら挨拶の言葉を口にする。


　安あ達だち和彦は崇の親友で、一番気楽につきあえる相手だった。


　崇は知らないが、崇に対して抜け駆け禁止という協定を作ったのも実は和彦である。


　なにしろ崇は、自分がクラスメイトたちにどんな目で見られているのかイマイチわかっていない。そういうニブチンなところがまた可愛くもあるのだが、友達としては危なっかしくて気が気でならなかった。


　逆に崇が和彦と気楽につきあえるのは、和彦は遊び相手に不自由してないので崇をどうこうしようという気がないからだった。


　唯ゆい一いつ遠えん慮りよなく物が言い合える親友が、実は裏で自分の身を守ってくれているとは思ってもいない崇である。


「なんだよ、なんかあったのか？」


　らしくない様子の崇に、和彦は不思議そうに聞いた。


「あったっていうか、昨日、父ちゃんの恋こい人びとってヤツと対面させられた…」


　崇は目を据すわらせて口を尖とがらせると、昨日の自分の身にふりかかった信じられない出来事を話しはじめる。


「恋人？」


「ウン。この頃ごろやけに帰りが遅おそいなーと思ったら、一いつ緒しよに暮らしたい人がいるとか言いだしてさー」


「それが気に入らないってか？」


　ブツブツ文句を言う崇に、和彦は納得したように頷うなずいた。


「だって今までずっと二人で仲良くやってきたのに、ワケわかんないヤツらが一緒に暮らすなんてイヤじゃん！」


　頭では父に幸せになってもらいたいと思っていても、やっぱり本音の部分では不満もある。


　他ほかの誰だれにも言えない不満を崇は和彦にぶちまけた。


「お前ファザコンだもんな」


「んなことねーよ！」


　苦笑いする和彦に、昨日尚之にガキ扱いされたことを思いだした崇は、ムキになってそれを否定する。


「だってパパが他人に取られちゃうのがイヤなんだろ？」


　そんな事情を知らない和彦は、ムキになって否定する崇に首を傾げて聞いた。


「そんなの当たり前だろ？」


　崇にとって恭平はたった一人の肉親なのだ。その恭平に自分より大切な相手ができてしまったんじゃないかと思うと不安にもなる。


「ガキじゃねーんだし、父親だって男なんだから恋れん愛あいの一つや二つさせてやれよ」


　すっかり拗すねている崇の額を指でツンとつつきながら、和彦は説得するように言った。


「けどさぁ、いきなり一緒に暮らしたいとか言われても困るよ」


　和彦に言われるまでもなく、崇は父の恋愛を反対しようとか思ってない。


　今のご時世片親の家庭は少なくないし、当然親が新しい人生のパートナーを見つければ再さい婚こんだってするだろう。


　けれどやはり再婚云うん々ぬんは子供にとってデリケートな問題だし、あまり他人に吹ふい聴ちようする話題でもなかった。崇だってこんな話親友の和彦以外にしたいと思わない。


　ましてや父の場合再婚できないような特とく殊しゆ事情があるのだ。


「しかも父ちゃんの相手って男だし…」


　崇は神しん妙みような顔をすると、声をひそめてそう言った。


「男!?」


　さすがに思いもしなかった展開に、和彦も目を見開く。


　崇は男子校においてアイドル的な存在だが、あくまでそれはまわりに女の子がいないからであって、ここがもし共学だったらいくら崇が可愛くてもアイドル扱いはされないはずだ。


「オマケにコブつきだぜ？」


「たしかにそりゃショッキングだなぁ」


　父親にコブつきの男が恋人だと紹介されたら、崇でなくともショックを受けるだろう。


「だろぉ？」


　神妙な顔をして頷く和彦に、崇は大げさな相づちをうった。


　母親がいなくなったときもショックだったけど、あまりにも幼い頃だったので当時のことはよく覚えていない。けれど今回のことは、ジャスト思春期の崇にとっては衝しよう撃げき的すぎた。


　ただし崇は父親がホモだったということや相手の恋人よりも、その弟の方が気になるというか問題ありというふうに感じている。


「そうだ、進学科の小沢尚之ってヤツ知ってるか？」


　尚之が同じ高校の同級生だと言っていたことを思い出して、崇は和彦にそう尋たずねた。


「あぁ、いつも学年トップのヤツだろ？」


　すると和彦はあっさりと頷いて、崇の知らない尚之の正体を教えてくれた。


「マジ!?　学年トップ!?」


　進学科に通っているとは聞いていたが、まさかそこまでの秀しゆう才さいだとは思っていなかった崇は驚おどろいたような声をだす。


　赤点を取るほどではないが、どちらかといえば成績のよろしくない崇はますます尚之が嫌いや味みなヤツに思えた。


「入学式のトキ、代表で挨拶もしてたじゃん」


　自分で話を振ふっておきながら驚いたような顔をしている崇に、和彦は首を傾かしげながら説明する。入学式で新入生代表の挨拶をするのは、入試でトップをとったという証あかしなのだ。


　それにテストの度に職員室の前に張りだされる成績上位者のランキングでも、いつもトップに輝かがやいている尚之はかなりの有名人だが、そんなランキングに興味がない崇が知らなくても当然といえば当然だった。


「で、小沢がどうしたよ？」


「父ちゃんの恋人ってソイツの兄貴なんだ」


　和彦の問いに気を取りなおした崇は、自分と尚之の関係を眉み間けんにしわを寄せて説明する。


「しかもソイツんち両親がいなくって、これから二人してウチで暮らすことになってさぁ」


「男四人、ひとつ屋根の下に暮らすってワケか。そりゃたしかにヘビーだわな」


　ナンパで女好きの和彦は、男だらけの家の中を想像して本気で嫌そうな顔をした。


「女が家に押おし掛かけてくるよりはマシだけどな」


「崇、お前それ本気で言ってんのか？」


　肩をすくめて言う崇に、和彦は信じられないというような口調で聞く。


　父親の恋人が男だったことにショックを受けているくせに、女よりマシとはかなり矛む盾じゆんしている。


「なんで？」


　けれど崇はそんな自分の矛盾には気づかず、和彦に不ふ審しんそうな顔をされてる意味がわからないというような顔をする。


「父親が女つくるより、ホモだった方がマシなのか？」


　トコトン鈍にぶい崇に和彦はわかりやすい質問をしてやった。


「そういうワケじゃないけど…、家に女のニオイとかすんのヤダし…」


　和彦の問いに、崇は少し口ごもりながらも正直に思ったことを答える。


　父の恋人だということを意識しなければ、同居人は男の方が断然いい。


「崇ぃ、いくら父子家庭育ちでもそれってちょっと異常だって。お前の女嫌ぎらいってマザコンの裏返しじゃねーの？　案外つきあってみれば女の良さがわかるかもよ？　なんなら俺おれが紹しよう介かいしてやろうか？」


　崇はちょっと女性不信っぽいというか苦手意識を持っているようだが、それは本当の女性のよさを知らないからだと遊び人の和彦は思っている。


　ここはひとつ、親友として自分が一ひと肌はだ脱ぬいでやろうと提案する。


「うぇー、イラネーって」


　しかし崇は心底嫌そうな顔をして和彦の提案を断った。


「オイオイ、もしかしてお前女より男にチヤホヤされてた方がいいとか言うんじゃねーだろな？」


　健康な高校男児とは思えない崇の発言に、和彦は片方の眉まゆをヒョイッとあげて聞いた。


　崇がゲイだと思ったことはないが、女嫌いもここまでくるとちょっと異常だ。


　和彦は飢うえたクラスメイトたちから崇を庇ひ護ごしてやっていたが、崇は案外こういう環かん境きようが心ここ地ちいいのかもしれない。


「なんだよ、チヤホヤって」


　けれど自分がクラスメイトたちにチヤホヤされているという自覚のない崇は、ムッとしたように眉をひそめた。


「ま、そういうニブチンなトコが可愛いんだけどな」


　そんな崇に和彦は苦笑いをしながら頭をクシャッと撫なでてやった。


「はぁ？」


　崇はますますワケがわからないという顔をして首を傾げる。


「そんで、小沢弟の方は納得してんのか？　自分も兄貴の恋人と同居することに」


　少々ご機嫌斜ななめになってきた崇に、和彦は話題を変えてそう聞いた。


「あんまオモシロクないみたいだけど、苦労した兄貴が幸せになるならって思ってるみてー」


　昨日の尚之の様子を思い出しながら、崇はそんなふうに答える。


　恭平のことはあまりよく思ってないみたいだった割に、自分たちと一緒に暮らすこと自体には嫌がってる様子はなかった。


「ふーん、泣かせる話だねぇ」


「兄貴の友之はけっこうイイヤツっぽいんだけどさぁ、尚之の方はかなりクセがありそうなんだよな」


　兄想おもいの尚之に感心している和彦に、崇は小さく首を左右に振ってそうとも言い切れないということを訴うつたえる。


「どんなふうに？」


　学年主席でルックスもよくて、共学だったら絶対自分と同じくらいモテたに違ちがいない尚之に興味を持った和彦は、少しおもしろそうに聞いた。


「なんか俺のことガキ扱あつかいするし、頭いいからって小こ馬ば鹿かにされてるみたいでイヤなんだよ」


　親おや離ばなれできていないことを尚之に指し摘てきされたことを思い出して、崇は口を尖とがらせて不満そうに言った。


　もちろん尚之は自分の頭がいいことを鼻にかけているつもりはないが、劣れつ等とう感のある崇が勝手にそう思っているのである。


　片親がいないのと両親ともいないのでは苦労の度合いはダンチかもしれないが、それにしたって尚之はやけに大人おとなびている。


「オイ、崇」


　崇が尚之のことを考えて眉間にしわを寄せていると、本物の尚之が崇のクラスまでやってきた。


「わっ、尚之!?」


　突とつ然ぜん声をかけられた崇は、驚いたような声をだす。


　学校が同じだということは聞いて知っていたが、普通科と進学科の教室は離れているし、こうして学校で顔を合わすのははじめてのことだ。


「おぉ、噂うわさをすればってヤツだな」


　和彦はちょうどいいタイミングで現れた尚之に、小さな声でつぶやいた。


　背が高い美形というだけではなく独特の存在感のある尚之の出現に、教室の視線が集まっている。


　しかも尚之が声をかけたのは、クラスのマスコット的存在の崇だ。


　およそ接点のなさそうな二人がどんな関係なのか、みんな興味津しん々しんだった。


「放課後、夕飯の買い物をしてきて欲しいんだが」


　崇自身も尚之が自分にどんな用があるのかと首を傾げていると、尚之はおもむろにそんなことを言い出した。


「えー、なんで俺が？」


　おつかいを命じられるとは思っていなかった崇は、思いっきりめんどくさそうな声をだす。


「なんでって、お前が一番ヒマだろーが。それに一いつ緒しよに食べた方が食費も浮うくし、一石二鳥じゃないか」


　文句を言う崇に、尚之は有無を言わせない口調で言い切った。


「勝手に決めんなよ！　俺だって予定あるかもしんねーじゃん！」


　暇ひま人じん扱いされた崇はちょっとムッとしたような口調で反論する。


　一言の相談もなしに決めつけられては、いくらそれが事実でもおもしろくない。


「あるのか？」


　憤ふん慨がいする崇に尚之は不思議そうに聞き返した。


「う…」


　今のところなんの予定もない崇は思わず言葉に詰つまる。


　放課後はいつも和彦に予定がなければ一緒に遊んだりもするが、それも崇が帰宅部で基本的にヒマだからだった。


「お、お前だって別に忙いそがしくないだろ？」


　不利な状じよう況きようを感じた崇は、話の矛ほこ先さきを尚之に移した。


　尚之が運動部に所属しているという話は聞いてないし、それなら立場は同じはずだ。それなのに自分だけに用事を押おしつけられたらたまらない。


「あいにく俺は、今日はバイトがあるんでな」


　しかし尚之には歴とした用事があった。


「バイト？」


　アルバイトの経験などない崇は、驚おどろいたように目をパチクリした。


　けれどすぐに小沢家には両親がいないことを思い出して、バイトをせざるを得ない状況を察する。


　父親からおこづかいを貰もらってノウノウと暮らしている自分と違い、尚之は少しでも兄の負担を減らそうと自らも働いているのだ。


　そうとわかってしまっては、買い物ぐらいで駄だ々だをこねることはできなくなってしまった。


「これ、兄貴に頼たのまれた買い物リストだ」


「…わかったよ」


　尚之に差し出されたメモ用紙を、崇は複雑な思いで受け取った。


　そこには父の大好物の肉じゃがとぶりの照り焼きの食材が書いてある。


「じゃあ、頼んだぞ」


　ジッとメモを見つめている崇にそれだけ言うと、尚之は教室を出ていってしまった。


「なんつーか、容よう赦しやないっていうか、言葉の足りないヤツなのかもな…」


　そんな尚之の後ろ姿を見ながら、和彦はポツリとつぶやく。


「だろぉ？」


　崇も軽くため息をついて相づちをうった。


　たぶん根は悪いヤツじゃないと思うのだが、いかんせん尚之はぶっきらぼうというかちょっと冷たい感じがする。


「タカちゃん！　進学科の小沢とどういう関係!?」


　尚之に思いを馳はせる崇のところに、クラスメイトたちが群がってきてそう詰め寄る。


　登校してきたときはなにやら沈しずんでいたのに、元気に尚之と言い合いをしている崇を見て黙だまっていられなくなったようだ。


「ど、どうって…」


　どういう関係かと聞かれても非常に説明しにくい関係なので、崇は言葉に詰まってしまう。


「まさかつきあってるんじゃないよね!?」


「チゲーよ！」


　とんでもない勘かん違ちがいをしているクラスメイトの言葉を、崇ははじかれたように否定した。


　つきあっているのは崇と尚之ではなく、その父と兄なのだ。もちろんそんなことクラスメイトに言えっこない。


「じゃあなんで小沢が崇の家に行くんだよ？」


　けれどクラスメイトたちは納得がいかないというように聞いてくる。


「それは…」


　尚之は家に来るとかなんとかではなく、これから一緒に暮らすことになるのだ。


　けどそんなことを言ったらよけいな詮せん索さくをされるのは目に見えている。


「なんだよ、俺に進学科の友達がいたっていいだろ！　仲良しなんだよ、一緒に勉強する約束してんだよ！」


　追いつめられた崇は、家で教科書を開いたことすらないくせに、思いつくままテキトーなことを捲まくしたてた。はっきり言って逆ギレ状態である。


　もちろんそれで崇を慕したうクラスメイトたちが納得できるはずもない。


　けっきょくこの一件から、崇の知らないところで尚之とさもデキているかのような噂が流れてしまうのであった。











　その週末、小沢兄弟も無事引ひっ越こしを終えて四人での生活がはじまった。


　そんな榎本家に、恭平の会社の後こう輩はいで友之とも友人だという吉よし沢ざわ修おさむが遊びにきた。


　以前からたまに榎本家を訪れることがあった修とは崇も面識があったが、今日の今日まで修がゲイだということも、父と友之の仲をとりもってくれちゃった張本人だということも知らなかった。


　ゲイの修はいち早く恭平の気持ちを察して、同い年で友之と話しやすい自分が仲をとりもってやろうと画策したのだ。


　まんまと修の思いどおり二人は恋仲に陥おちいり現在に至る。


　とは言ってもきっかけを作ったのは修だが、実際友之を絆ほだしたのは恭平の情熱的でストレートな行動だった。


「えー、じゃあ修さんが父ちゃんたちの仲とりもったの!?」


　けれど修の話を聞いた崇は、驚おどろいたようにそう聞いた。


「そうそう、キューピッド修と呼んでくれ」


「お前がキューピッドってガラじゃないだろ」


　得意げに笑う修に、恭平は呆あきれたようにツッコんだ。


　修は仕事もできるしよく気がつく可愛かわいい部下だが、お調子者で軽い性格をしている。


　もちろん多少は感謝している部分もあるが、おしゃべりな修が息むす子こに変なことを吹き込むんじゃないかと眉まゆをひそめた。


「いやー、でもお子さんを大事にしてる榎本課長が、小沢との同居に踏ふみきるとは思ってませんでしたよ」


　独り身の自分と違って家庭を持っている恭平が男の恋人とひとつ屋根の下で暮らすのは、想像以上のリスクを背負うことになるはずだ。


　それでも世間の荒あら波なみに立ち向かっていこうだなんて、大だい胆たんである意味感心してしまう。


「小沢もゆくゆくは課長の籍せきに入るのか？」


「え!?　どーやって？」


　男同士で結けつ婚こんなんかできるはずはないのに不思議なことを言う修に、崇は頭をはてなマークでいっぱいにしながら聞いた。


「男同士の場合はな、養子縁えん組ぐみって形を取るんだよ」


　修はフッと笑いながら男同士で同じ籍に入る方法を教えてやる。結婚をしたことにはならないが、戸籍の上で家族になることは可能なのだ。


「全然そんなこと考えてないって。もー、崇君が困った顔してるよっ」


　いきなりそんな話題を振ふられて戸と惑まどった友之は、慌あわててそれを否定した。


　一緒に暮らすぐらいだから、それに憧あこがれがないといえばウソになるが、恭平には崇がいるんだしそこまで欲張ってはイケナイと友之は思っている。


　それに今はこれから一緒に暮らせるというだけですごく幸せだった。


　恭平もゆくゆくは友之を自分の籍に入れたいと思っているが、せっかく崇のことを気き遣づかって本音を言わない友之の気持ちを汲くんであえて口を噤つぐんだ。


　崇だっていきなりそんなことを言われても動どう揺ようするだろうし、友之には今晩ベッドの中で気持ちは一緒だと教えてやればいい。


「それにしても、新婚家庭に二人も年とし頃ごろの男の子がいたら夜の生活は気を遣つかうでしょ？」


　恭平がベッドの中の友之を思いだしてニヤついていると、今度はさらに際どいことを修が聞いてきた。


「アホ、余計な心配するな」


　スケベなことを考えていたせいでドキッとした恭平は、思わず修の頭をペシッと叩たたいてしまう。


　子供部屋は二階で自分の寝室は一階だから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、やっぱりひとつ屋根の下で暮らすからには細心の注意を払はらわねばならないだろう。


「崇、父ちゃんたちのことオカズに使ったりするか？」


　すると修は、今度は崇にとんでもないことを聞いた。


「なんのオカズ？」


　大いに焦あせった恭平の心配には及およばず、崇はなにを言ってるのかわからないというように首を傾かしげている。


　我が息子ながら少し奥おく手てすぎやしないかとは思うが、とりあえず今はホォッと安あん堵どのため息をついた。


「なんのって…なぁ？」


　まさかそういう反応をされるとは思っていなかった修は、困ったような顔をして尚之に相づちを求める。


「ヤメロよ、修さん。崇はまだガキなんだから」


　もちろん尚之は修の言うことの意味を理解できていたが、あまり質たちのいい冗じよう談だんではないので崇には説明したくなかった。


「尚之、テメー、タメのくせに人をガキ扱あつかいすんじゃねーよ！」


　尚之は気を遣ってやったのだが、言い方が崇の気に障さわったようだ。


「ガキだろ？　下ネタも理解できねーくせに」


　そんな崇に尚之はシレッとそんなふうに言う。


　これも尚之に悪気はないのだが、如何いかんせん言い方に容よう赦しやがなさすぎた。


「なに～!!」


「二人とも、ケンカしないの！」


　いきりたつ崇との間に入って、友之は慌てて二人の言い争いを止める。


　自分と恭平の都合でいきなり赤の他人と一緒に暮らすことになって、崇と尚之にはいろいろ複雑な胸の内があるだろうけど、友之はなるべく二人に仲良くやって欲しかった。


「いいって、やらせろよ。ケンカするほど仲がいいっていうだろ？」


　しかし恭平は止めるどころかノンキなコトを言っている。


　二人が言い争ってる内容が内容だけに、大した心配はないような気がした。


　むしろどんどんケンカでもなんでもしてコミュニケーションをとって、お互たがいのことをよく知った方がいいんじゃないかと思う。


「ホント崇はカワイーなぁ」


　口を尖とがらせて尚之をにらんでいる崇の頭を、修は笑いながらクシャッとかき混ぜた。


　自分の品のない冗談が原因でこういう状じよう況きように陥ったとは思っていないようだ。


「オイ、ちょっと来い」


「なんだよぉ！」


　修の笑い方になにかを感じ取った尚之は、崇の手首をつかむと有無を言わせずリビングから連れだした。











　わけのわからないまま尚之の部へ屋やまで引っ張っていかれた崇は、眉み間けんにしわを寄せて自分を見ている尚之に文句を言わずにはいられなかった。


「なに怖こわい顔してんだよ！」


　雑誌やＣＤが散らばってて小こ汚ぎたない自分の部屋と違ちがって、物が少なくてすっきり片づいている尚之の部屋は、そのまま尚之の性格を表しているようで崇は落ち着かない。


「修さんには気をつけろよ」


　すると尚之はおもむろにそんなことを言い出した。


「は？　なにが？」


　尚之の言わんとする意味がわからない崇は、思いっきり怪け訝げんな顔をして聞く。


「なにがじゃない。修さんは手が早いからな、なにかあってからじゃ遅おそいんだぞ？」


　トコトン鈍にぶい崇に尚之はチッと舌打ちをすると、修という男がいかに危険な存在なのかを教えてやった。


　さっきの修の表情は、なにかよからぬコトを企たくらんでいるように尚之には思えた。


「なにかってなんだよ？　それじゃまるで俺が修さんに手ぇ出されるみたいな言い方じゃねーか！」


　しかし自分がそういう対象になるなんて思っていない崇は、心底ムッとしたように尚之に突つっかかる。


「いつ出されてもおかしくないだろ？」


「ふっざけんな！　そんなことありえねーよ！」


　シレッと答えた尚之に、崇はさらに怒いかりを倍増させて文句を言う。


　性の知識のない崇は、自分がそういう対象としてみられることが屈くつ辱じよくだった。


「そうか？」


　まったく自分の魅み力りよくに気づいてない崇に呆あきれた尚之は、崇の腰こしに手を回してグイッと引き寄せると、アッという間に唇くちびるを奪うばってしまった。


「んぅ…ッ!?」


　突とつ然ぜんのことにパニックに陥おちいった崇は、目をパチクリさせたまま固まってしまう。


　その柔やわらかくて暖かい感かん触しよくから自分が尚之にキスをされているのはわかったが、なぜ尚之が突然そんなことをしたのかわからない。


　抵てい抗こうを示すどころか驚きすぎて固まっている崇の初うぶな反応に満足した尚之は、ペロッと舌を出して崇の唇を舐なめてから唇を離はなしてやった。


「な…にすんだよぉ」


　腰を抱だき寄せられたまま至近距きよ離りにある尚之の顔を呆ぼう然ぜんと見ながら、崇は情けなくも掠かすれた声でつぶやいた。


「こんなに隙すきだらけで、なんにも大丈夫じゃないだろ？」


　尚之は自分の口のまわりを舌で舐めながら、先ほどの崇の言葉を否定してやる。


　その言葉よりも尚之の舌の動きに思いっきり性を意識した崇は、カァーッと赤くなってうつむいた。


「だからってフツーいきなりキスするか!?」


　論より証しよう拠こで示されてしまっては反論の余地はないが、はじめてのキスを目の前にいるやたらキレイな顔をした気にくわない男に奪われてしまった崇は、今頃になって早はや鐘がねのように脈を打ちだした心臓を意識しながら弱々しく反論する。


「もしかして、はじめてだったのか？」


　先ほどの反応を考えてもそうに違いないと確信したが、一応確認するように尚之はそう聞いた。


「ウッセー！」


　崇は否定も肯こう定ていもしなかったが、悔くやしそうな表情がそのとおりだと白状している。


「真まっ赤かになって、可愛かわいいな」


　そんな崇に胸を躍おどらせながら、尚之はニッと笑って感じたままの言葉を口にした。


　男子校のアイドル的存在の崇が、こんなにウブで奥手だとは思ってもいなかった。それは尚之にとって嬉うれしい誤算である。


「お、お前に可愛いっていわれるとホントムカツク！」


　しかしまた尚之にガキっぽいことをバカにされたと勘かん違いした崇は、動揺を必死で隠かくして尚之を睨にらむと文句を言った。


「可愛いモンは可愛いんだから仕方ない。それと、人を呼ぶときはお前じゃなくて名前で呼べといっただろ？　何回も言わせるな」


　その様子がまたやたら可愛くて、尚之はわざと顔を近づけながら以前にもした忠告を再び口にする。


「悪かったな！」


　迫せまってくる尚之の顔を意識しながらも、逸そらしたら負けみたいな気がして、崇は気き丈じように尚之を睨み続けた。


　あくまで強気な態度を崩くずさない崇に、尚之はまたキスをしてやりたくなった。


「悪いと思ってるなら、今度また名前以外で呼んだときはキスさせろ」


　けれどタダでさせてくれそうにはないので、そんな条件をつけてみる。


「はぁ!?」


　突然の申し出に崇は大きな瞳ひとみをますます大きく見開いて怪訝そうな顔をする。


「間違えなきゃいいんだから、問題ないだろ？」


「わかった、その条件受けてたってやる！」


　売り言葉に買い言葉ではないが、尚之の言葉に引き下がるのはシャクだと思った崇はついその条件を呑のんでしまう。


　冷静に考えればそんな尚之にだけオイシイ条件を崇が呑んでやる必要などないのだが、このときの崇にそんな冷静な判断力があるはずもなかった。


　オマケに崇は、尚之が自分とキスしたがってるなんてこれっぽっちも思ってないから質たちが悪い。


「楽しみだな」


　それがこの後どんな展開になるのかも考えず、単純に変な条件を了承した崇に尚之は内心ほくそ笑んだ。











　尚之のもくろみどおり、それからも崇は何度となくうっかり尚之をお前呼ばわりして、その度にキスの報復を受けていた。


「崇って、本当に学習能力がないんだな」


　尚之はキスの合間に楽しそうに囁ささやく。


　はじめの頃は軽い触れるだけのキスで許してやっていたが、回を重ねるごとにキスは深く激しくなっていった。


「んっ…ウッセ…ぅ」


　下唇を軽く甘あま嚙がみされる感触にビクッと反応しながらも、崇はなんとか憎まれ口をたたく。


「それとも、本当は俺にキスしてほしくてわざと間違えてるのか？」


「う…ぬぼれんな…」


　咄とつ嗟さに尚之の言葉を否定したが、実際は耳元で囁かれる意地悪い言葉にさえ体は反応を示していた。


　変な条件を呑んでしまったために尚之と毎日のようにキスする羽目に陥っているが、崇は決してそれを望んでいるわけではない。


「でも、ココは期待してると言ってるぞ？」


　可愛くないことを言う崇にムッとした尚之は、部屋着のジャージの上から崇の股こ間かんをいやらしい手つきで撫なでた。


　崇のソコは布越ごしでもハッキリとわかるくらいカタくなっている。


「あっ…ヤメ…ッ」


　キスをされたときの脳味み噌そがとろけるような感じとは違う直接的な快感に、崇はキュッと身をすくませて尚之にしがみついた。


「やめてもいいのか？」


　あからさまな反応を示す崇に、尚之はクスッと笑いながらそう聞いた。


「な…んで、そんな意地悪すんだよぉ？」


　崇は羞しゆう恥ちからにじむ涙なみだで濡ぬれた情けない目で尚之を見る。


　自分でもどうして尚之にキスをされただけでこんな反応をしてしまうのかわからない。


「泣くなよ。俺は意地悪をしてるんじゃない。ただ素直になれと言ってるだけだ」


　可愛い顔で自分を見上げる崇が愛いとおしくなった尚之は、崇の頰ほおを優しく撫でてやりながら甘い声で促うながした。


　尚之だって崇があんまり可愛いからつい意地悪してしまうだけで、それが目的ではない。


　崇が自分のキスに感じているならそれは嬉しい限りだ。


「だって、お前にキスされるとエッチな気分になるんだもん」


　素直になれと言われても他ほかに言いようのない崇は、言い訳をするようにつぶやいた。


「またお前って言ったな？」


　知らず知らずのウチに再びキーワードを口にする崇に、尚之はヒョイッと片方の眉まゆをつりあげて崇を咎とがめる。


「あぅ…」


　自分の失敗に気づいた崇は思わず言葉に詰つまった。


　さっきの今でまたやってしまうとは、尚之に学習能力がないと言われてもまったく否定できない。


「唇にキスしても効き目ないようだし、こっちにキスしてやろうか？」


　布越しに性器を摑つかまれた崇は、動どう揺ようして大きく目を見開いた。


「え、な…？」


　崇がなにをするつもりなのかと聞く前に、尚之は崇のジャージとパンツを一いつ緒しよくたに膝ひざの方まで下ろしてしまった。


「ギャー」


　突とつ然ぜん下半身を裸はだかに剝むかれた崇は、慌あわててしゃがみ込んで大事な部分を隠そうとする。


　しかし尚之はそれを許さず、崇の体を床ゆかに押おし倒たおした。


　そのまま強引に膝を割り開くと、中心で震ふるえてる小こ振ぶりなソレにチュッとキスをしてやる。


「アッ…やぁっ…！」


　恥はずかしい部分を尚之の目の前に晒さらしていることにとてつもない羞恥を覚えた崇は、なんとかその体勢から逃のがれようとジタバタと暴れた。


　尚之は崇の抵てい抗こうを封ふうじ込めるようにグッと腰こしを押さえ込むと、再び崇の中心で立ち上がっているモノに唇くちびるを這はわせた。


「あぅっ…ヤダ…って！」


　柔やわらかい唇とぬめった舌の感かん触しよくに言いしれぬ快感を覚えた崇は、頭をフルフルと横に振りながらやめて欲しいと訴うつたえる。


　自分の手でするのとはまったく違ちがう、こんな快感は生まれてはじめてで、なんだかおかしくなってしまいそうだった。


「ウソをつくんじゃない。こんなにカタくなってヌルヌルさせてるじゃないか」


　イヤだという言葉に反して反応を示す崇の分身に気をよくした尚之は、責めるような口調で言いながら先せん端たんからあふれてくる先走りをソレに塗ぬりつけた。


「だって…アンッ」


　敏びん感かんな先端部分を指で撫でられた崇は、ビクッと体を揺ゆらして甘い声をあげてしまう。


　自分の意思とは関係なくあふれた声に、崇はカァッと赤くなった。


「ココがいいのか？」


　崇のあからさまな反応をみた尚之は、舌を出して先端の窪くぼみを集中的にチロチロと舐めてやる。すると崇のソレはあとからあとから濃こい液体をあふれさせた。


　さらに竿さおの方も指で扱しごくようにしてやると、ビクビクと痙けい攣れんをはじめてしまう。


「んっ…も、ヤバ…ッ」


　アッという間に追い上げられた崇は、なんとかその快感をこらえようと体に力を入れた。


　けれど尚之にソレをパクッと銜くわえられてしまうと、我が慢まんするどころかさらなる快感が崇を襲おそった。


「ヤッ…あんっ」


　舌で裏筋を刺し激げきされながら吸いつかれると、たまらない絶頂感がこみ上げる。


「アッ…イキそ…！」


　このままでは尚之の口の中に漏もらしてしまいかねないと思った崇は、慌てたように限界を訴えた。


　すると尚之は絶頂を促すように、崇のペニスを舌と唇でいっそう激しく扱く。


「うっ…あ―――ッ！」


　鋭するどい刺激を与あたえられた崇のソレは、ひときわ大きく膨ぼう張ちようして先端から熱い飛沫しぶきをぶちまけた。それは今まで感じたことがないくらい高い絶頂感だった。


　口の中に流れ込んでくる濃くて少し苦い液体を、尚之は喉のどを鳴らして飲み込んでしまう。


「早いな…」


　最後の一滴まで飲み込んだ尚之は、指でスッと唇のまわりを拭ぬぐいながらそんな感想を漏らした。


　はじめてのフェラチオだから仕方がないかもしれないが、ロクに弄いじらないウチにあっけなく達してしまったことが不満だった。


「な…んで？」


　自分の出したモノを飲み込んでしまった尚之に、崇はひどく動揺して泣きそうになりながら問いかける。


「なにがだ？」


　なにがと聞かれても、まさかどうしてあんなモノを飲んでしまったかなんて聞けっこない。


　崇は自分で放出したバッチィモノを始末するのもイヤなくらいなのだ。


「それにしても、ずいぶん溜ためてたようだな」


　泣きそうな複雑な顔をしているだけでなにも言ってこない崇に、尚之は少しおかしそうに言った。


「え？」


　崇はなにを言われたのか理解できないというように首を傾かしげる。


「苦みもあったし、量も多かっただろ？」


　尚之はフッと笑いながら、崇が放出したモノの感想を述べた。とたんに崇はカァーッと茹ゆで蛸だこのように真まっ赤かになる。


「な…バッ！　変態！」


　そういうことを口にする神経も信じられないし、崇自身には自分が放出したモノの味なんかわかるはずもなかった。


「ふーん、それじゃあ崇は変態に弄られて気持ちよくイッた淫いん乱らんだな」


　変態呼ばわりをされてしまった尚之は、仕返しをするように意地悪く言い返す。


「誰だれがだよ！」


「違うのか？」


　ムッとしたような声をだす崇に、尚之は肩かたをすくめて説明を求めるように聞いた。


「だって、フツー誰だってあんなコトされりゃ気持ちよくなっちゃうよ…」


　とたんに自信をなくした崇は、ゴニョゴニョと言い訳のような言葉を口にする。


　ハッキリ言って尚之にアソコを舐なめてもらうのはメチャクチャ気持ちよかった。それだけは紛まぎれもない事実だ。


「本当にイヤだったら反応しないさ。体は正直だからな」


　戸と惑まどいの表情を浮うかべる崇に、尚之は少なくとも崇が心底イヤがってなかったはずだと断言する。


「けど…」


　たしかに崇は尚之にキスされるのも、アソコを弄られるのもイヤだと思っていなかった。


　恥ずかしいし、イケナイコトをしてるみたいでドキドキするけど、嫌けん悪おや拒きよ絶ぜつ感はほとんどない。


「お、ま、尚之はどうなんだよっ？」


　またお前と言ってしまいそうになって、慌てて崇は言い直しながら聞いた。


「どうして俺おれとキスとかしたがるんだ？」


　自分自身の感情を持て余している崇は、答えを求めるように尚之に問いかける。


「そんなの、したいからに決まってるだろ？」


　しかし尚之は理由や理り屈くつではなく、本能のままにそう答えた。


「理由になってねーよ」


「理由が聞きたいのか？　だったら教えてやる。崇は俺が今まで出会った人間の中で、一番可愛くて夢中になってるからだ」


　そんな答えじゃ納得いかなくてムッとしたように口を尖とがらせる崇に、尚之は不敵に笑いながら今まで内ない緒しよにしていた自分の気持ちを伝える。


「う、うそつけ！」


　まったく予想外の尚之の答えに、崇は信じられないというように否定した。


「どうしてウソを言わなくてはならんのだ？」


　真しん剣けんな気持ちをソッコーで否定されてしまった尚之は、不快感を露あらわにして問いかける。


「だって、俺、男だし可愛くもなんともないし…」


　たしかに尚之がそんなウソをつく必要はないかもしれないが、自分のことを可愛いなんてとても思えない崇には納得のいく理由ではなかったのだ。


「たしかに俺に憎にくまれ口ばかりたたくし、すごく生意気だし…」


　そんな崇に便乗するように、尚之は崇の可愛くない部分を付け加える。


「テメ、やっぱりウソじゃねーか！」


　本心から出た尚之の言葉に、やっぱり自分がからかわれていたのだと思った崇はキーッと怒ど鳴なった。


「また言ったな？」


　しかしその言葉にはまたもやキーワードが含ふくまれていて、崇は性しよう懲こりもなく自分を追いつめてしまう。


「え？　んっ…はぁ…ッ」


　嚙かみつくような勢いでキスをされた崇は、とっさに尚之の背中に手を回して抱だきついた。


　何度されてもやっぱり尚之のキスはドキドキする。


「それから、人の話は最後まで聞け。可愛い顔で可愛くないことを言う崇が俺は気に入ってるんだよ」


　さらに唇を離はなした尚之がそんなことを言うから、崇の心臓は壊こわれてしまいそうなくらい早く大きく脈を打ちはじめた。


「な、なんだよソレ…？」


「愛の告白に聞こえなかったか？」


　崇の問いに尚之はいつものようにシレッと答える。


「ウソ…」


　あまりにもなんでもないように告げられて、崇は思わず絶句してしまう。


　愛の告白って、どう考えても尚之が自分にってコトだよな、なんて自問自答してしまう。


「俺は好きでもない相手にキスをしたいとは思わないし、ましてやこんなモノ銜くわえてやろうとも思わないぞ」


　信じられないという顔をしている崇にそう言って、尚之は剝むきだしのままになってる崇の萎なえた下半身を指でピンッとはじいた。


「それってつまり…」


　崇はとたんにキュッと身を縮めて、確認するように尚之の顔を見る。


「崇のことが好きだと言ってるんだ」


　尚之はまっすぐに崇の瞳ひとみを見つめて、揺ゆらぎない口調でそれを告げた。


　ストレートな告白がズドンと崇の胸に響ひびく。けれどやっぱりどうして尚之が自分みたいな男を好きなのかわからない。


「なんで？」


「さっきも言っただろ？　何度も同じことを言わせるんじゃない」


　質問をふりだしに戻もどす崇に、尚之は呆あきれたように首を横に振ふる。


「でもまぁ、そういう頭の悪いところも可愛かわいいけどな」


　そして今度は今まで見たことがないくらい優しい表情で笑うと、崇の頰ほおを撫なでながらそう言った。


　キレイな顔に優しい表情がマッチしてて、崇は不覚にもキュンと胸を高鳴らせた。


「ほ、本気なのか？」


　それでも崇は往生際悪く尚之の本気を確認してしまう。


「当たり前だ。俺がこんな冗じよう談だんを言うように見えるか？」


　尚之の問いに崇は首をブンブンと左右に振った。


　たしかに尚之は冗談でこういうことをするタイプではない。つきあいの浅い崇でもそれくらいはわかる。


「どうして俺が兄貴の恋こい人びとの家に同居することを了りよう承しようしたと思う？　赤の他人の男同士で同居するなんて、世間にどんな偏へん見けんの目で見られるかわからないのに、そのリスクを背負うことを覚かく悟ごして…」


「そんなのわかんないよ…」


　さらに真剣な顔で聞いてくる尚之に、崇は困ったようにつぶやいた。


「兄貴の惚ほれた相手が崇の父親だってわかったからさ」


「え？」


　あまりにも意外な尚之の答えに、崇は不思議そうに首を傾げる。


　初対面のトキ尚之は崇のことを知っていたが、崇自身は記き憶おくのどこにも尚之は存在しなかった。


　それなのに尚之は一緒に暮らしたいと思うほど自分が好きだったということだ。


「じゃあ、尚之は俺と一緒に暮らしたかったってコト？　でも俺、尚之のこと全然知らなかったんだぜ？」


「だからだ。俺は学校で崇を見かける度に心臓を高鳴らせてたっていうのに、接点もないし話しかけるきっかけもつかめなかったからな」


　疑問を口にする崇に、尚之はだからこそ一緒に暮らせるならと思って決意したコトを教えてやる。


　学園の人気者でアイドル的存在の崇に、話をしたことすらない尚之が真っ向から告白しても玉ぎよく砕さいするのは目に見えている。


　兄が中年親おや父じとラブラブなのはおもしろくないが、崇とひとつ屋根の下で暮らせるのなら我が慢まんできないこともなかった。


　はじめはそれだけだったのに、ひょんなコトから崇にキスできるようになり、今日なんか口でイかせてやったりもできた。しかも崇はそれをイヤがってる様子もない。


　だったら自分にも脈があるんじゃないかと思ってしまうのが人情ってモンだろう。


「なにをそんなに驚おどろいた顔をしてるんだ？　少しくらい俺の気持ちに勘かんづいたりしてなかったのか？」


　呆ぼう然ぜんとしている崇に尚之は苦笑しながら聞いた。


「全然…」


「呆れるくらい鈍どん感かんだな」


　本気でまったく気づいていなかった様子の崇に、尚之はもはや呆れを通り越こして感心してしまう。


「それでどうする？」


「どうって？」


　なにをどうするのかわからない崇は、頭の中にたくさんのはてなマークを浮うかべながら聞いた。


「俺の気持ちを知ったんだ。これから崇がどうしたいのか、答えを聞かせてくれよ」


　本当にトコトン鈍にぶい崇に、尚之は自分が崇になにを求めているのか教えてやる。


「そんなこと急に言われても…」


　崇はすごく困ってしまった。返事をしようにも急すぎてなんと答えていいのかわからない。


「すぐに拒きよ絶ぜつしないってことは、イヤじゃないんだろ？」


　考え込んでいる崇に、尚之は有無を言わせないような口調でそう聞いた。


「うーん…」


　崇は唸うなっているだけでＹＥＳともＮＯとも答えない。


　イヤではないが、だからといって自分が尚之と同じ気持ちだとも崇には思えなかった。


「そうだよな、イヤだったらキスさせるはずがないよな」


「お前、俺を丸め込もうとしてないか？」


　勝手に話を進めようとする尚之に、崇は複雑な表情を浮かべて抗こう議ぎする。


　しかし焦あせっていたせいか、ついまた尚之をお前呼ばわりしてしまった。


「また言った。ホントはキスして欲しいんだろ？」


　気づいたときにはもう遅おそい。尚之に勝ち誇ほこったような顔をされて、崇は思わず叫さけび声をあげたい気分になった。


「だーかーら、もっと考える時間くれってば！」


　崇はなんとか尚之のペースにはまらないように、ちゃんと考える時間が欲しいと懇こん願がんする。


「…わかった。でも今のキスは有効だぞ？」


　尚之は少し考えてから、崇の要求を呑のむ代わりにそんな条件をつけることにした。


「うん…」


「ほら…」


　コクンと頷うなずいた崇にキスを催さい促そくするように、尚之はスッと目を閉じてその感かん触しよくを待つ。


　崇は今まで何度も尚之とキスをしたが、強引に奪うばわれていたようなモノだし一度も自分からしたことはなかった。


　自分の意思でするそれはすごく勇気がいって、また違ちがうドキドキが崇を襲おそってくる。


　それに自分のことが好きだという尚之を、今まで以上にすごく意識してしまう。


　なんとか覚悟を決めた崇は、ゆっくりと尚之の唇くちびるに自分のそれを近づけた。


　オズオズと尚之にキスをした崇は、やっぱり尚之とするキスはイヤじゃないと心の中で思った。











　次の日の放課後、崇は駅前のファーストフードショップに和彦と入り浸びたって、昨日自分の身に起こった衝しよう撃げき的なことを話して聞かせた。


　生まれてはじめて男に好きだと告白されたのだ。


　しかも相手はどちらかというといけ好かないと思っていた尚之である。


　いけ好かない相手のはずなのに、好きって言われたのがイヤじゃなくて、すっごくドキドキしてしまった。


　尚之とは今まで何度もキスしたし、昨日なんて大事なトコロにまでキスされて気持ちよくイかせてもらっちゃったりもした。


「あちゃー、そうきたか…」


「ビックリだろ？　兄貴だけじゃなくて尚之のヤツもホモだったんだよ」


　気の毒そうな顔をする和彦に、崇はハァーッと深いため息をつきながらそう言った。


　よく考えてみれば、はじめにキスをされたときに疑ってかかるべきだったのかもしれない。


　けれど変な条件を呑んで、コトあるごとに尚之とキスをしていたのは崇自身だ。


「そんで、お前はどうしたいんだ？」


　眉み間けんにしわを寄せて考え込んでいる崇に、和彦は肝かん心じんなことを聞いた。


　どうしてもイヤだったらすぐに拒絶するはずなのに、少なくとも崇には悩なやんだり考えたりする余地があるらしい。


「俺はさぁ、男が好きだって思ったことは一度もないんだけど、尚之にキスされてもイヤじゃないって変くないか？」


　尚之は崇のことが好きだからキスとかしたくなると言っていた。


　崇は尚之のことを好きだと思ったこともキスしたいと思ったこともないが、キスされてもイヤだとは思わなかった。


　普ふ通つうの男は男にキスされたらイヤだって思ってもおかしくないはずだ。


　それがイヤじゃない自分は、気づいてないだけでその気があるんじゃないかと思う。


「うーん、変っちゃ変だけど、小沢って超ちよう美形だからなぁ」


　自分の性せい癖へきを疑うたぐる崇に、和彦は尚之の顔を思い浮かべながら曖あい昧まいに答えた。


「そうなんだよ…！」


　崇は和彦の答えに大きく頷いた。


　尚之のキレイな顔で迫せまられると崇はなぜか抵てい抗こうできなくなってしまう。さらにいつもは仏頂面の尚之がたまにフッと優しい表情をしたりすると、どうしようもなく胸がトキメクのだ。


「俺だってヘタな女とキスするより、男でも美人の方がいいって思うぜ？」


　尚之は決して中性的ではないが、その辺の諸男子とは一線を画す美形である。


　他ほかのヤツならともかく、尚之となら崇がまちがいを犯おかしても仕方がない気がする。


「だよなぁ!?　やっぱり俺はフツーだ！」


　和彦の言葉を聞いた崇は、心底ホッとしたように大きく頷いた。


「あー、けど舐なめたり扱しごかれたりしてもイヤじゃないってのはちょっとアレかもな…」


　しかし和彦は、ホッとしている崇を再び突つき落とすような言葉を口にした。


　キスくらいならともかく、それ以上の行こう為いはいくら相手が美形でも勘弁被こうむりたい。


「やっぱ変か!?」


「わかんねーよ。実際そういう状じよう況きようになってみねーと」


　焦ったように問いかけてくる崇に、和彦は肩かたをすくめて答えた。


　冷静に考えている今の状況と、そういう雰ふん囲い気きになって体が反応している場合では選せん択たく肢しも変わってくるかもしれない。


「なんだよー、どっちなんだよー」


　ハッキリ答えない和彦に、崇はテーブルをバンバン叩たたきながら不満そうな声をあげた。


「お前が試しに舐めてくれりゃわかるかも」


　そんな崇に和彦はふと思いついたようにそう言った。


　尚之はたしかに美形だが、ガタイもいいし男っぽいしその手の対象として考えにくい。


　けれど崇は男子校のアイドルだけあってちっちゃくて可愛かわいいし、決して女顔ではないが案外イケるかもしれないと思う。


「げー、ヤダよ！」


　しかし崇はそんな和彦の提案をソッコーで拒絶した。


「お前矛む盾じゆんしてるぞ。男に舐められてもいいけど舐めるのはイヤなのか？」


　それこそ考える余地もなく嫌いやがる崇に、プライドを傷つけられた和彦はムッとしたように聞く。


「それはだって、相手が尚之だから…」


　たしかに矛盾してるかもしれないが、崇は尚之以外の相手とどうこうなるなんて考えたこともなかったのだ。


　ましてや親友の和彦相手にとてもそんなことをする気になれなかった。


「はぁ？」


「え？」


　不審そうな声をだす和彦に、崇はなにか変なことを言ってしまったのかと首を傾かしげる。


「その言い方だと小沢は特別だって聞こえんぞ？」


　和彦にはけっきょく崇の中では尚之以外の男などはじめから恋れん愛あい対象外と言ってるように聞こえた。


　つまり崇は自分がホモなんじゃないかと悩んでいるのではなく、尚之を素直に恋愛対象として認められなくて悩んでいるだけなのだ。


「違う！　だって、尚之とは名前で呼ばなかったらキスしてもいいって約束してるから…」


「わかんねーなぁ」


　この期に及およんで往生際悪く言い訳をする崇に、和彦はイスの背もたれにふんぞり返って座りながら呆あきれたように首を振ふった。


「俺もわかんない…」


　崇はガクッと頭を下げると弱々しい声でつぶやいた。


　尚之のことを好きなのかと聞かれてもよくわからないし、どうして尚之とキスをするのがイヤじゃないのかと聞かれてもわからない。


「いいじゃねーか、小沢のこと好きなら別にホモでも」


　しょげる崇に和彦は軽い口調で言ってやる。


　少なくとも和彦は崇がホモだろうと、尚之と両想おもいになろうと、それで崇への見方が変わるわけではないしなんの問題もなかった。


「他ひ人と事ごとだからって軽く言うなよ」


　そんな和彦に崇は不満そうに口を尖とがらせて反論する。


「バーカ、あんまり深く考えんなよ。恋愛なんて所しよ詮せん好きか嫌きらいか、ヤりたいかヤりたくないかくらいしか判断基準がねーんだから」


　恋愛感情なんていくら考えてもそうそう答えが変わるものではない。


　いろいろグチャグチャ考えてないで開き直って自分の気持ちに正直になれば、答えはすぐに見つかるはずだ。


「やりたいってなにを？」


　しかし崇は和彦の言ってる肝心な判断基準がわからなくて、瞬まばたきをしながらそう聞いた。


「なにって、気持ちいいことに決まってんだろ？　今いま更さらカマトトぶんなよなー」


　こういうニブチンなところが非常に可愛いと思うが、実際に口でしてもらっておきながらそれに思い当たらない崇の頭を、和彦は呆れたように指で小突く。


　ようやく和彦の言わんとすることの意味がわかった崇は、とたんにカァッと赤くなった。


「ってコトは、もし俺が尚之とつきあうようになったら、俺も尚之にあーゆーことしてやらなくちゃならないんだよな…？」


　さらに先のことまで考えた崇は、とんでもないことに思い当たってしまって眉まゆをひそめた。


「ま、そーだろな」


　当然というように頷うなずいた和彦に、崇は再び迷宮に迷い込んでしまう。


　昨日尚之にされたようなことを自分もするなんて、とてもじゃないができそうにない。


「うーん…」


　なぜか再び悩みだしてしまった崇に、和彦は不思議そうに首を傾げた。











　家に帰ってからも崇はずっと尚之のことを考えていた。


　けれど答えはもう決まっている。


　自分からキスをすることはできたけど、それ以上の行為はどうがんばってもできそうになかった。


　それはつまり、崇が尚之のことを恋愛対象として見ていないからのような気がした。


　だったらどうしてキスがイヤじゃないんだろうって疑問も残る。


　恭平や友之も一いつ緒しよに四人で夕飯を食べているとき、崇はそんなことを考えながら目の前に座る尚之の唇くちびるをジッと眺ながめていた。


　少し薄うすめで形のいい唇が食事を口に運ぶ度に動く。


「崇くん、ゴハンこぼしてるよ？」


　ボーッとしていた崇は、友之のそんな声でハッと我にかえった。


「高校生にもなってだらしないなぁ」


　我が息むす子こながらお世辞にもお行ぎよう儀ぎのいいとは言えない崇の頭を、隣となりの席に座っている恭平は呆れたように小突く。


　崇は服に張りついたゴハン粒つぶを指で拾いながら、チラッと尚之の表情を窺うかがい見た。


　すると尚之は苦笑いの表情を浮うかべて崇を見ている。


「あ、ゴチソーサマッ！」


　尚之の唇を見つめていたコトがバレてしまったのではないかと焦あせった崇は、慌あわてて席を立つと食器をシンクに下げにいった。


　自分でもちょっと意識しすぎているとは思うけど、変にドキドキしてしまって平静を保っていられない。


「どうした？」


　蛇じや口ぐちをひねって食器を水に浸ひたしていると、同じように食事を終えて食器を下げにきた尚之が背後から声をかけてきた。


「えっ!?　なに!?」


　崇は思いっきりうわずった声をだしてしまう。


「変に意識するんじゃない。ちゃんと崇が答えを出すまで待ってるから」


　そんな崇の頭を大きな手でポンポンと撫なでながら、尚之は静かな声でそう言った。


　なにもかもお見通しという感じの尚之の言葉に、崇はますます心臓がドキドキしてくる。


　尚之が本当に自分のことを好きだと思っていてくれてるんだと思うと、切ないような嬉うれしいような不思議な気分だった。


　それなのに崇は尚之のことをそういう対象としてみれないのだ。


　尚之は待つと言ってくれてるけど、断るのなら変に待たせて期待を持たせるより早いほうがいいはずだ。


「そのことなんだけど、さ」


　決意をかためた崇は、緊きん張ちようしながらオズオズと口を開いた。


「あぁ」


「えっと、ここじゃなんだから俺の部屋で…いいか？」


　崇は食事を続けている恭平と友之の方にチラッと目をやると、場所を変えてきちんと話をしたい旨むねを伝える。


「わかった」


　眉み間けんにしわを寄せて言葉を紡つむぐ崇に、よくない結末を察しながらも尚之は冷静さを装ってコクンと頷いた。











　崇の部屋の洒落しやれたガラス製のテーブルを挟はさんで座った二人の間に気まずい沈ちん黙もくが流れる。


　早く言わなくちゃって思うのに、いざとなると崇はどんなふうに断れば尚之を傷つけずにすむのかわからなくて、言葉に詰つまってしまう。


「早く口にした方が楽になるぞ」


　先に口を開いたのは尚之の方だった。


「え？」


「覚かく悟ごは決まってる」


　意味がわからなくて首を傾げる崇に、尚之はすでに結末が予想できていることを告げた。


　悲ひ哀あいの色を瞳ひとみににじませて笑う尚之に、よくない返事をしようとしていることが悟さとられていると察した崇は、信じられないというように目を見開く。


「どうして…？」


　昨日はあんなに強引で自信ありげだったのに、今の尚之はなんだかすごく寂さびしそうで頼たよりなげに見えた。


「いい返事だったら、そんなにつらそうな顔をしてわざわざ部屋に呼んだりしないだろ？　兄貴や親おや父じさんに勘かんづかれて、俺が気まずい思いをしなくてもすむようにって、気を遣つかってくれたんだよな」


　戸と惑まどいの表情を浮かべている崇に、尚之は小さく肩かたをすくめて説明する。


　尚之はそんなに鈍どん感かんではないし、はじめから崇とのことも自信があったわけではなかった。


　ただ、単純な崇をその気にするために少し強気に迫せまっていただけで、初対面の時から崇が自分のことをよく思っていなかったこともわかっていた。


　もちろん今はあのときほど疎うとましがられていないだろうけど、だからといって簡単に振ふり向いてくれるほど甘あまくないと思っている。


「尚之…」


　崇は言葉に詰まってしまった。


　尚之の方こそ崇の負担にならないように、先回りして気を遣ってくれている。


「無神経なようでちゃんと考えてる。崇のそういうとこ…」


　崇のそういうところを知ってもっと好きになったと続くはずの言葉を尚之はあえて噤つぐんだ。


　言わなくても伝わるだろうし、今更口にしても崇をよけいに困らせるだけだと思った。


「ゴメン」


　黙だまり込んでしまった尚之に崇はバッと頭を下げる。


「俺、お前のこと嫌きらいじゃねーけど、そういう対象としてみれないや…」


　だったらどうして尚之にキスされるのはイヤじゃなかったのか、崇自身もよくわからないまま結論を出した。


　自分で出した結論なのに、なぜだか少しだけ胸が苦しいような気がする。


「そうか」


「うん、ゴメン」


　気き丈じように頷く尚之に、崇は再び謝罪の言葉を口にした。


　尚之の表情を確認するのがつらくて、崇は下げた頭をなかなか上げることができない。


「謝るのは俺の方さ。崇の性格を利用して、その、いろいろして悪かったな…」


　そんな崇に尚之は小さく首を振って、崇が罪悪感を感じる必要はないのだと教えてやる。


　むしろ罪悪感は尚之の方が強かった。


　ウブで鈍感な崇の純じゆん粋すいさを利用して、キスをしたり体を弄いじったりしてしまったが、本来ならそういうことは崇の気持ちを確認してからするべきコトだ。


「けど、それは別にイヤじゃなかったから…」


　反対に謝罪してきた尚之に、崇は慌ててそう言った。


　崇は本当に尚之にキスをされるのがイヤではなかったし、口でしてもらったときも恥はずかしくてドキドキしたけどめちゃくちゃ気持ちよかった。


　それはウソじゃないし、そのことで尚之に罪悪感を持たせるわけにはいかない。


「気を遣わなくていい。もう条件を盾たてにとってキスしたりしないから」


「ウン…」


　決して気を遣って言ったワケじゃないけど、これ以上どうやって自分の気持ちを説明したらいいのかわからない崇は複雑な表情で頷いた。


　されるのはいいけど、自分から積極的にアンナコトやコンナコトできそうにないなんて、そんな理由でつきあえないと判断したなんて言うのは、真しん剣けんに自分を想ってくれている尚之に失礼な気がする。


　けれど尚之とつきあうようになったら、恥ずかしいとか気持ちいいとかだけじゃすまないのだ。


　崇は胸にこみあげてきた苦いものを必死で押おし殺した。











　自分からつきあえないと言ったくせに、あの日から崇の心はぽっかり穴があいたような変な気分だった。


　それからも崇は何度も尚之のことをお前呼ばわりしてしまったが、尚之は苦笑いするだけで崇にキスを迫ってくることはない。


　それが物足りないってワケじゃないけど、今思えばイヤじゃなかったから性しよう懲こりもなく何度も呼び間ま違ちがえていたような気がする。


　もっと言えば心のどこかでキスを期待してたのかもしれない。


　あんなに胸がドキドキして不思議な気持ちになる行こう為いを崇は他ほかに知らなかった。


　相手が尚之でなくとも同じような気持ちになるのか、それとも尚之だったからなのかはわからない。


　もし後者だったら、尚之のことを好きってコトになるのではないかとさえ思う。


　そんなふうに思っても確かめようもないし、すでに尚之をフッてしまった今になって考えても仕方がないことだった。


　仕方がないってわかっているくせに、いつまでもウダウダ尚之のことを考えている自分に呆あきれてしまいそうになる。


「ヤベー、ドキドキしてきた…」


　風ふ呂ろに入っていた崇はそんなふうにつぶやいて、ブクブクと浴よく槽そうの中に沈しずんだ。


　目の前にいない尚之のことを考えてドキドキしている自分は、絶対に普ふ通つうじゃないという自覚は崇にもあった。


　もうひとつ問題なのは、尚之に口で奉ほう仕ししてもらって以来、崇のオカズは尚之オンリーになってしまっているコトである。


　それまで崇は一人でするとき特別なにかを思い浮うかべることもなく、溜たまったから出すくらいの味気ないやり方をしていた。


　それが今は一人エッチをしようとすると勝手に尚之がしてくれたことを思い出してしまう。


「わ、マジー」


　尚之の舌や指使いを思い出して反応する股こ間かんに、崇は慌あわてて湯船からでた。


　バイトを終えて帰ってきた尚之が後でこの風呂に入るのに、ここでその行為にふけるわけにはいかない。


　熱を持ったままの体で風呂から出た崇は、急いでパジャマに着き替がえて、自室に戻もどるのになぜかコソコソと薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩いていた。


　こんな状態で家族と顔をあわせるのはかなり気マズイ。


「ん…ぁ…」


　リビングの前にさしかかったとき、少しだけ開いた扉とびらの向こうからなにやら苦しそうな声が聞こえたような気がして、崇はピタッと立ち止まった。


　それは普ふ段だんなら聞き逃のがしてしまいかねない微かすかな声だったが、音を立てないように歩いていたのが災いしたようだ。


　明かりの漏もれる隙すき間まから中を覗のぞき込んだ崇は、父と友之の信じられないような痴ち態たいを目もく撃げきしてしまう。


「ほら、自分で入れられないならずっとツライまんまだぞ？」


　ソファの背もたれに体をあずけて座った恭平が、下半身丸出しの友之を正面から向き合うような形で膝ひざに乗せて、いやらしい手つきで尻しりを揉もみながら楽しそうに囁ささやいている。


　そこにいる恭平は崇の知っている父ではなく、オスの匂においをプンプン漂ただよわせていた。


「で…も、こんなトコで…」


　崇の位置からでは友之の表情は見えなかったが、恭平の首にしがみついて震ふるえながら口にした言葉には困こん惑わくがありありと浮かんでいる。


　下半身を剝むきだしにさせられている自分とちがって、恭平は上着を脱ぬいだスーツ姿のままズボンの前をはだけて局部を出しているだけだ。


　明るいリビングで、いつ弟や崇が入ってくるかわからないという状じよう況きようが、友之の羞しゆう恥ちを極限まで煽あおっている。


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、崇も尚之もそんなに野や暮ぼじゃないさ」


　恭平はなんの根こん拠きよもなくノンキに言い聞かせているが、現場を思いっきり目撃してしまった崇は、全然大丈夫じゃないよ！　父ちゃんのバカ！　っと、心の中で叫さけんでいた。


　父親の濡ぬれ場なんて見たくもなかったが、あまりの動どう揺ように凍こおりついてしまった崇は目を見開いて呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。


「ヤッ…あ…」


　そんな崇の動揺など知らない恭平は、Ｔシャツの裾すそを持ちあげるように屹きつ立りつしている友之自身に指を絡からめて甘い声をあげさせる。


「もうこんなになってるクセに、恥ずかしいのか？　可愛かわいいな、トモは」


「恭平さん…」


　さらに恥ずかしい言葉で煽られて、友之はたまらないというように涙なみだ目めで恭平を見つめた。


　羞恥より恭平が与あたえてくれる快楽への欲求が友之を支配する。


「ゆっくりでいいから…」


　そんな友之に満足したようにニッと笑うと、恭平はカタく立ち上がった自身のソレを友之の入り口に押し当てた。


　友之は小さくコクンと頷うなずくと、ゆっくり恭平のモノを飲み込むように体を沈めていく。


「ん…はぁ…」


　少し苦しそうな、けれどとびきり艶つやっぽい吐と息いきを漏らす友之の唇くちびるに、恭平は愛いとおしそうに口づけた。


「……ッ！」


　崇は自分のモノより数段大きい父のソレを銜くわえて、不自然なほど広がっている友之の後こう孔こうに驚きよう愕がくして、その場にペタンと尻しり餅もちをついた。


　エッチな気分になるどころか、異様なモノを見てしまったという恐きよう怖ふに近い驚おどろきで全身に鳥とり肌はだが立つ。


「ただいま…」


　そこへちょうどタイミングよくというか悪くというか、バイトを終えた尚之が家に帰ってきた。


「どうした？」


　玄げん関かんからつながっている廊下に座り込んで、自分が帰ってきたのも気づかないように固まっている崇を不ふ審しんに思った尚之は、崇の側までやってくると扉の隙間からヒョイッとリビングを覗き込んだ。


　あられもない姿で喘あえいでいる兄に尚之も眉まゆをひそめたが、それよりもあまりの驚きで凍とう結けつしてしまっている崇が気にかかった。


「大丈夫か？」


　尚之は崇の視界を塞ふさぐように目の前で手を振ふりながら、ヒソヒソ声で話しかける。


　すると崇はハッと我にかえったように尚之の方を見た。


「大っ…！」


　大声で大丈夫じゃないと言おうとした崇の口を、尚之はとっさに手で覆おおって塞ぐ。


「んっ…ぅむっ！」


「バカッ！　大声を出すんじゃない！」


　口を塞がれたまま喚わめこうとする崇を小声で戒いましめて、尚之は舌打ちをすると廊下を引きずるようにバスルームの方に移動した。


「ン～ッ！　ンゥッ！」


　尚之にズルズル引きずられながらも、崇はバタバタと暴れて抵てい抗こうを示す。


「っにすんだよ！」


　力で尚之にかなうはずもなく、バスルームに逆戻りしてしまった崇は塞がれていた口が自由になったとたん、怒いかり狂くるったように文句を言った。


「なにじゃないだろ、あんなところで大声出したら覗いてたのがバレるだろーが！」


　まるで状況が飲み込めてなさそうな崇に、尚之は呆れたように言い返す。


　いくらなんでも兄や恭平が崇にワザとあんな場面を見せていたとは思えない。それに見られていたことがわかったらお互たがい気まずくなるのは目に見えている。


　誰だれより友之が居たたまれない思いをするはずだ。


「覗いてたんじゃない！　風呂から出てきたらたまたま声が聞こえて…」


　自分がイケナイコトをしているかのように言われた崇は、ムキになって否定すると状況を説明しはじめた。


　けれど尚之にとってそんなことは問題ではなく、むしろどういう対処をとるかという方が重要だった。


「そういうときは聞こえないフリをしてやれよ…」


　尚之はハァーッと深いため息をつきながら、呆あきれたように言い聞かせる。


　肉親の濡れ場を目撃してしまった崇が動揺する気持ちもわからなくはないが、気づかないフリをするのが最善だということくらいちょっと考えればわかりそうなモノだ。


「できないよ！　あんな……」


　しかし崇には知識も経験もほとんどなく、尚之のようにその後のことを考えて冷静に対処できるはずもない。


　そりゃ男と女がどうやってエッチをするのかはなんとなく知ってたけれど、男同士があんなところを使ってするなんて考えたこともなかった。


「変だよ！　父ちゃんもお前の兄ちゃんも気持ち悪いよ！」


　先ほどの光景を思いだした崇は、嫌けん悪おに顔をゆがませながら罵ば詈り雑言を口走ってしまう。


「そういう言い方はないだろ？」


　感情にまかせて二人を罵ののしる崇を、尚之は顔をしかめて戒める。


　たしかに他人が見たらグロテスクかもしれないが、本人たちにとってみれば愛を確かめる神聖な行こう為いでもあるのだ。


「崇だって俺おれに舐なめられてイッたことがあるじゃねーか」


「アレは…、お前が勝手に…」


　痛いところを突つかれた崇は、小さな声でゴニョゴニョと言い訳を口にする。


「イヤじゃないって言ったよな？」


　尚之のせいにして自分の非を認めようとしない崇に、尚之はちょっとムッとしたように聞いた。


　強引なやり方に流されたとはいえ、崇はソレを嫌いやがっていなかった。


　自らそのことを認めておきながら、今さら兄や恭平のことを変態扱あつかいする崇が尚之はどうしても許せない。


　いや、自分が惚ほれている相手が見せる男同士への嫌悪感が、尚之にやるせない怒りと悲しみの感情を植えつけていた。


「ましてや兄貴と恭平さんは好きあってるんだし。ガキじゃないんだから、当然二人がああいうことしてるってわかってただろ？」


「そんなこと、俺は考えたこともなかった！」


　努めて冷静に言葉を紡つむぐ尚之を、崇は真っ向から否定する。


　自分が尚之のモノを弄いじることすら抵抗のある崇が、男同士のセックスでドコにナニを入れるかなんて想像したことあるはずもなかった。


　それはむしろ男同士云うん々ぬんというよりも、同年代の少年に比べて性的なことに対する想像力が崇には欠けていたのだ。


「ガキだな…」


　あまりにも無む垢くで無神経な崇にイラついた尚之は、吐はき捨てるようにつぶやいた。


「好きな相手に触ふれたい、快楽を共有したいと思うのはごく自然なことだ」


　尚之は正論を述べるが、崇だって頭ではちゃんとわかっている。けれどそんなふうに誰かを想ったことがない崇には、実感として理解することができない。


「俺だって、崇に触れたいと思ってる…」


「ヤダッ！　そんな気持ち悪いコト聞きたくないッ！」


　さらに言葉を続ける尚之に、崇は怯おびえたように大きく頭を振った。


　尚之にキスされたり性器を弄られるのはイヤじゃなかったけれど、先ほど父と友之がしていたようなことはとてもじゃないが受け入れられそうにない。


「気持ち悪い…？」


　とっさに口にしてしまった崇の言葉を復唱して、尚之は口元をゆがめた。


「あ……」


　傷ついた目をする尚之に崇は絶句する。


　決して尚之を傷つけるつもりはなかったが、正直な気持ちから出た言葉を今さら取り消すことはできなかった。


「俺の気持ちを知ってるクセに、そういうこと言うか？」


　崇のことが好きだからこそ、自分の気持ちを踏ふみにじられたみたいで許せない。やるせない怒りが尚之を支配する。


「それにな、セックスは気持ち悪いんじゃなくて、好きな相手と一いつ緒しよに気持ちよくなりたいだけだぜ？」


　尚之は沸わき上がる怒りを押おし殺してスッと手を伸のばすと、崇の頰ほおを撫なでながら猫ねこなで声で囁ささやいた。


「わかんねーよ！　そんなのオカシイよ！」


　優しい指先に性的なニュアンスを感じ取った崇は、大げさにビクッと反応すると尚之の手を払はらいのけてしまう。


　その行動が尚之の理性を崩ほう壊かいさせた。


「だったらわからせてやるよ…」


「な…に…？」


　恐おそろしく低い声でつぶやいた尚之に、崇は怯えたようなまなざしを向ける。


　尚之はいつも強引で大だい胆たんだったが、それをこんなふうに怖こわいと思ったことはなかった。


　心臓が押しつぶされそうなほどの緊きん張ちよう感に耐たえられなくなった崇は、フイッと尚之から視線を逸そらすとその場を後にしようとした。


「待てよ！」


　しかし尚之にパジャマの襟えり首くびを摑つかまれて、グイッと引き戻されてしまう。


「は…なせっ！」


　尚之の腕うでの中に抱かかえ込まれた崇はジタバタと暴れて逃のがれようとするが、身動きできないほど強く抱だきしめられて強引に唇くちびるを奪うばわれた。


「んぐぅッ…！」


　嚙かみつくような激しいキスに、崇は眉み間けんにしわを寄せて苦しそうな声をだす。


　ふわふわとエッチな気分になるような甘あまいキスではなく、なにもかも奪われてしまいそうな激しいキスは、言葉より尚之の本気を物語っているような気がする。


「んっ…やぁ…ッ」


　口内を犯おかすように舌を絡からめられると、ゾクッという快感が背筋を伝った。


　色っぽいキスではないのに、崇の体は久しぶりに感じる尚之に反応して熱を帯びてくる。


　大きな波に飲み込まれてしまう恐きよう怖ふを感じた崇は、キスの合間に弱々しく首を振ふって抵抗した。


「キスされただけでこんな反応してちゃ、さっきのセリフも全然説得力ないぞ？」


　涙なみだ目めでイヤイヤをする崇の股こ間かんをパジャマの上から握にぎって、尚之は意地悪く耳元に囁いた。


「やだぁ、触さわんなよぉ…」


　崇のソコは先ほど風ふ呂ろに入っていたときから熱を蓄たくわえていたのだ。


　すでにカタくなっているモノは、言葉とは裏腹に直接的な刺し激げきを待ち望んでピクピク反応する。


「本当に触って欲しくないのか？」


　明らかに感じているクセに可愛かわいくないことを言う崇に、尚之は緩ゆるく刺激を与あたえながらワザと確認するように聞いた。


「うぅ…ないもんっ」


　崇は快感に負けそうになりながらも、歯を食いしばって首を左右に振る。


　ここで誘ゆう惑わくに負けてしまったら、言ってることとやってることが完全に矛む盾じゆんしてしまう。


「じゃあヤメよう」


　あくまで意固地な態度をとる崇の股間から、尚之はスッと手を引いた。


　甘い刺激がやんだことに安あん堵どしつつも、心の中で尚之がもっと強引にしてくれるのではないかと期待していた崇は、中ちゆう途と半はん端ぱな状態に疼うずく体をもてあまして足をモジモジさせながら自己嫌悪に陥おちいった。


「そのかわり…」


　そんな崇の心中などお見通しの尚之は、崇の上半身を洗面台にあずけるようにうつ伏ぶせて押さえ込むと、パジャマのズボンをパンツと一緒くたに膝ひざのあたりまで下ろしてしまう。


「わっ…、やめるって言ったじゃんかぁ！」


　剝むきだしになった下半身を突き出すような格好に動どう揺ようした崇は、慌あわてて首をひねると尚之に抗こう議ぎした。


「前には触らない。コッチだけでイかせてやるよ」


　尚之は冷たい目をして崇を見下ろすと、小さな尻しりの割れ目に沿って指をスーッと這はわせながらそんなふうに囁く。


「ひぅっ」


　尻の穴の中心でピタッと止まった指に、崇は言いようのない恐怖を感じて声にならない悲鳴を上げた。


　先ほど父が友之にしていたようなことを尚之がするつもりなんだと思うと、触られたソコから全身に鳥とり肌はだが立つ。


　尚之は小刻みに震ふるえている崇の腰こしを片手で抱え込むと、洗面台に立ててあった歯は磨みがき粉の入ったチューブを手に取った。片手で器用に蓋ふたを開けると、チューブの中身を崇の尻の割れ目に垂らすように搾しぼった。


「あっ…な？」


　崇は一いつ瞬しゆん冷たい感かん触しよくに身をすくめたが、粘ねん膜まくに触れたソレは堪えきれないくらいヒリヒリと染みるような感覚に変わる。


「やっあーっ！　アツッ！」


　腰を抱えられているせいでなにをされたのかわからないが、指一本触れられていないのに襲おそう強い刺激に崇は泣きそうになった。


「ヤッ…なにっ、したんだよ!?」


「安心しろ。歯磨き粉だ、害はない」


　必死で体を捩よじりながら聞いてくる崇に、尚之はシレッとした口調で答える。


「あるよッ！　メチャメチャ熱いし痛いじゃんか！」


　たしかに人体に害はないかもしれないが、本来塗ぬるべき場所ではないところに塗られたソレは、想像を絶する強い刺激で崇を苦しめている。


　しかも榎本家で使用している歯磨き粉には温熱パウダーが配合されていて、ジワジワと熱を持ってくるのだ。


「スゴイな、ヒクヒクして誘さそってるみたいだぞ？」


　少しでも楽になろうと収縮を繰くり返す後こう孔こうを見て、尚之は少し興奮したように舌で唇のまわりを舐なめながら言った。


「違ちがう！」


　からかうような尚之の言葉に、崇はカァッと赤くなって否定した。


　けれどジンジンと熱を持ったソコは自分の意思とは関係なく蠢うごめいてしまう。


「だったらどうして先せん端たんから先走りをにじませてるんだ？」


「……ッ！」


　こんな状じよう況きようでも萎なえるどころかますます反応して大きくなっている分身を指し摘てきされると、崇には反論の言葉が見つからなかった。


「ココが疼いてるんだろ？」


　尚之は熱で柔やわらかくなった歯磨き粉を塗りつけるように崇の入り口を人差し指で撫でる。


「あっ…はぁッ！」


　その瞬間痺しびれるような快感が体を突つき抜ぬけて、崇は思わず切ない声をあげてしまった。


「ヘ…ンな言い方すんなッ！　お前が歯磨き粉なんか塗るから悪いのに…ッ！」


　けれど崇は必死になって首を振ると、それを尚之のせいにする。


　素直に降参すればいいのに、意固地な態度が尚之の苛か虐ぎやく心を煽あおる。


「歯磨き粉なんかに感じてる崇が悪いんだろ？」


　そんな崇の羞しゆう恥ちをさらに煽ってやろうと、尚之はバカにしたような口調で言い捨てた。


「感じてなんかない！」


　その疼きを快感だと認めたくない崇は、目に涙を浮うかべながら必死で尚之の言葉を否定する。


　実際その感覚は気持ちいいというより、熱くて辛つらくて苦痛の方が大きかった。それなのに反応してしまう自分の体が恨うらめしい。


「だったらもう少し塗ってやろう」


　あくまで頑かたくなな崇に、尚之は無む慈じ悲ひに言うと人差し指に歯磨き粉を搾り出して、その指を崇の尻の穴にグッとねじ込んだ。


「ヤッ…ダメだってぇ…ッ！」


　崇は異物感に入り口をキュッと窄すぼめたが、歯磨き粉と後孔から滲にじみだした粘液で潤うるおっているソコは尚之の指を難なく飲み込んでしまった。


「やぁ―――っ！」


　たまらない異物感と、体の奥おくが焼けつくような熱に、崇はたまらず大声で悲鳴を上げる。


　入り口付近は痛いようなヒリヒリした感触だが、奥に感じるソレはもっと性感を煽るような疼きと熱さだった。


「どうした？　そんなにシメつけたら指が抜けないぞ？」


　無意識に尚之の指をしめつける崇に、尚之は背中に覆おおい被かぶさると耳元でいやらしく囁ささやく。


「えっ…ぅ…中…が熱いよぉ…」


　体中のすべての感覚が集中してしまったような疼きに耐たえきれなくなった崇は、情けない声で尚之に苦痛を訴うつたえた。


　ジッとしているのがすごくツラくて、恥はじも外聞も気にしている余よ裕ゆうもなく尚之の指の感触に縋すがるようにゆらゆらと尻を振ふる。


「中を擦こすってほしい？　それともこのままほっとこうか？」


　切羽詰つまったような痴ち態たいを見せる崇に、尚之はわざと優しい口調で問いかけた。


「…ッめ…、助け…ふぅ…ッ」


　すると崇は言葉にならない声で、自分をこんな目に遭あわせた相手に必死で助けを求める。


　それ以外にこの苦痛から逃のがれる方法がわからなかった。


「崇…」


　身体的な苦痛からとはいえようやく素直になった崇に、尚之は複雑な気分になる。


　自分は崇に苦痛を与あたえたいわけでも、ムリヤリこんなことがしたかったわけでもなかったはずだ。けれど今さら崇をこんな状態でほっぽりだすこともできない。


「尚之ぃ…」


　縋るように自分の名前を呼んだ崇の体から指を抜くと、尚之は洗面台にうつ伏ぶせていた崇の体を抱だき起こして自分の方に向けた。


　涙なみだに濡ぬれた表情が崇の幼さに拍はく車しやをかけている。


「すまない…」


　尚之は思わず謝罪の言葉を口にすると、慰なぐさめるような優しいキスを崇に与えた。


「ふっ…ぅ…ッ」


　すると崇は嗚お咽えつを漏もらしながら尚之にしがみついてくる。


　突とつ然ぜんの優しい仕草に戸と惑まどうより、今はただ早く体の疼うずきを慰めて欲しかった。


「早く…中ぁ…」


　喘あえぐような声で訴えられた尚之は、崇の体を洗面台の上にちょこんと座らせて、片足も台の上にかけるようにして開かせると、熱を持ってヒクヒクしているソコに再び右手の人差し指を挿そう入にゆうさせた。


「くぅ…あっ…」


　中を擦られる感かん触しよくに、崇はビクンッと背をのけぞらせながら喘ぐ。


　そんな崇の背中に手を回して支えてやりながら、尚之はさらに内ない壁へきを擦るように指を優しく動かした。


「んっ…はぁ…」


　中を搔かき回すように指を動かされると、やっぱり異物感はあるけれど少しは熱いのがマシになったような気もする。


「は…ぁ…もっとぉ」


　むしろもっと強い刺し激げきでメチャクチャにして欲しくて、崇は尚之の体に足を絡からませながらそうねだった。


「こうか？」


　尚之は崇の要求に応こたえてやろうと、指を二本に増やしてグリグリと円を描えがくように中を刺激する。


「あっ…あんっ…」


　苦痛を凌りよう駕がする刺激に、崇はあられもない声をあげた。耐えられない熱い疼きが、気がつけば心地よい快感に変わっている。


　崇はその感覚に縋るように、懸けん命めいに快感を追いかけた。


「ひぁっ…！」


　さらに尚之の指が内壁のある一点を擦ると、崇の体に電流が流れるような強い快感が走り抜けた。


「やんっ！　あぁっ！」


　あからさまな反応を示したソコを集中的に擦ってやると、崇は甘あまい声をあげながらモジモジと腰こしを動かしている。


　まったく触ふれられてもいないのに、カタく立ち上がったペニスの先端からは快感の証あかしがポタポタと零こぼれていた。


「うぁっ…あっ…！」


　完全に勃ぼつ起きした崇のソレは、直接的な刺激が欲しくてピクピクと痙けい攣れんしている。


「あっ…前も…ッ」


　たまらなくなった崇は尚之にしがみつきながら切ない声で快感を求めた。


　このままでは後ろを弄いじられただけでイッてしまいかねない。考えたこともなかった事態に崇は自分の体がどうにかなってしまいそうで怖こわかった。


「ん？」


「前も弄って…くれよぉッ」


　小首を傾かしげる尚之に崇はハッキリと性器への愛あい撫ぶをネダる。


「触さわってほしくないんじゃなかったのか？」


　必死になる崇が可愛かわいくて、尚之はウルウルになっている目元にキスをしてやりながら意地悪くそう聞いた。


「んな…意地悪…ッ」


　わかっているクセにあえて焦じらす尚之に、崇はブンブンと首を振って違ちがうと訴える。


　触るなと言ってしまったときと今とでは明らかに状じよう況きようが違う。


「安心しろよ、こっちだけでイかせてやるって言っただろ？」


　けれど尚之はあくまでソレにこだわって、二本の指で崇の入り口を広げるように大きく搔き回した。


「やだぁ…」


　なにをどう安心すればいいのかまったくわからない崇は、それだけは避さけたくてイヤイヤと首を振る。


「ほら、ココたまんないだろ…？」


　尚之は先ほどから崇が過か剰じように反応を示すポイントを指先でグリグリとつついてやった。


「あっ…あぅっ…や…！」


　すると崇は股こ間かんを尚之に擦りつけるように揺ゆらしながら、堪こらえきれない快感に大きく喘いだ。


　尚之の指に中を突つかれる度、背筋を痺しびれるような快感が突き抜ぬける。それは後こう孔こうの疼きと相まって、崇の性器は大きく脈打って爆ばく発はつしそうになっていた。


「も…れちゃうよぉ…ッ」


　直接擦られる感覚とは違い体の内から沸わき上がる射精の欲求に、崇は限界が近いことを訴える。


「いいぞ、出せよ…」


　尚之はそう言うと、射精を促うながすように激しく中を搔き回した。


「ひぁっ…やっあ―――――ッ!!」


　途と端たんに崇は大きな悲鳴を上げながら、白はく濁だくした液体を放出した。勢いよく飛んだソレは崇自身のパジャマと尚之のシャツを白く汚よごしてしまう。


　指や口でイかされたときとはまた違うめまいがするほどの絶頂感に、崇はクテッと尚之にもたれかかった。


　もたれかかった尚之の胸が自分の放出した精液で濡れていることに気づいた崇は、なんとも言いようのない感情にジワッと涙をにじませる。


　後ろだけでイかされてしまったことに男としてのプライドが傷ついたこともあるが、それ以上に自分の体がどうにかなってしまったみたいで不安だった。


「どうだ？」


「うっ…えぅっ」


　優しい手つきで頭を撫なでられた崇は、たまらずメソメソと泣き出してしまう。


「そんなに泣くほど気持ちよかったか？」


　気持ちよくイッてしまった崇がそんな不安に陥おちいっているとは思わない尚之は、子供みたいに泣き出した崇に驚おどろいて見当違いなことを聞く。


「俺おれッ…も…変だよぉ」


　崇はブンブン首を横に振って尚之の言葉を否定すると、ヘニョッと情けない顔をして不安を訴えた。


「変じゃないさ。男は誰だれだってココで感じるようにできてるんだから」


　崇の表情からなにを不安に思ってるのか敏びん感かんに感じとった尚之は、クスッと笑いを漏らしながら教えてやる。


「だって…」


「ほとんどの男はそれを経験することはないかもしれないけどな。気持ちよくなれるってわかってるなら、試さない手はないだろ？」


　それでも納得いかなさそうな顔をしている崇の頰ほおを伝う涙を拭ぬぐってやりながら、尚之はそんなふうに問いかけた。


「ひっく…ぅ…」


　自分だけが変ではないという尚之の言葉と優しい指先にホッとした崇は、今度は安あん堵どから涙を溢あふれさせた。


　一度ゆるんだ涙るい腺せんは、どこか壊こわれてしまったかのように崇に涙を流させる。


「泣くな。俺が悪かった。崇がそんなにイヤがることをするつもりじゃなかったんだ」


　泣きやまない崇に困こん惑わくした尚之は、シャツの袖そでで涙を拭ってやりながら謝罪の言葉を口にした。


　たしかに尚之は自分の気持ちを知っていながらヒドイ言葉を口にした崇にカッとなったが、多少の意地悪はしても基本的には気持ちいいことをしてやったつもりだった。


　尚之がそのつもりでも、崇が男同士に拭いきれない嫌けん悪お感があるというなら、体は快楽に反応しても精神的には泣くほどイヤだったかもしれない。


　そんなふうに思ったら尚之の胸がズキッと痛んだ。


「ちが…ふ…ッ」


　けれど崇は尚之の危き惧ぐとはまったく関係ないことで泣くほど苦しんでいた。


　尚之に指を突っ込まれて中を擦こすられてるときは楽になったような気がしていたのだが、刺し激げきが止やんだ途端再びジンジンと熱を持って疼うずきだしたのだ。


「お尻しり…ジンジンして、変なんだよぉ…」


「ん？」


　情けなく眉まゆをハの字に下げて訴うつたえてくる崇に、尚之は不思議そうに首を傾げた。


「さっきより熱くて、なんか…も…」


　早くこの熱をなんとかして欲しくて、崇は喘あえぐような吐と息いきを漏もらしながら腰をモジモジと動かす。


　少なくとも尚之に中を弄られてるときは、このツライ疼きより快感の方が勝っていたのだ。


「もっとして欲しいのか？」


　ようやく崇がなにを求めているのか理解した尚之は、確認するようにそう聞いた。


「尚之が悪いんじゃんかッ！　俺…こんなのワケわかんないよぉ…」


　欲しいも欲しくないも、崇はそれしかこの苦痛から逃のがれる術すべを知らない。


「本当に崇は可愛いな…」


　尚之は嫌悪どころか自分を求めて崇が泣いているとわかって、たまらない愛いとおしさがこみあげてくる。


　火照った頰を両手で包み込むように撫でながら、尚之は吸いつくように崇と唇くちびるをあわせた。


「んっ…ぅ…」


　貪むさぼるようにキスをされて、崇は頭がクラクラした。


　体を直接弄られる快感とは違う痺れが崇の胸を疼かせる。


「尚之ぃ…」


　熱に浮うかされたように自分の名前を呼ぶ崇の体を抱だき上げると、洗せん濯たく物ものが散らばった床ゆかにドサッと押おし倒たおした。


　さらに崇の足を左右に大きく開いて、膝ひざが胸につくほど折り曲げる。


「あっ…ちょっ…、ヤダ…このカッコ！」


　尻が浮き上がって尚之の方に差し出すような格好に、崇は涙目で尚之を見ながらやめて欲しいと訴えた。


「すまない。そんなに可愛い顔で泣かれたら、俺ももう限界だ」


　しかし尚之は謝罪の言葉を口にして、器用に片手で自身のズボンの前を広げると、中から既すでに大きくなっているモノをとりだして崇の入り口にあてがう。


「なっ…？」


　自分のイチモツとは比べ物にならないくらい大きい尚之の分身に、崇は驚いて大きく目を見開いた。


　他人の性器をこんなに間近で見るのもはじめてなのに、そんなモノを後ろの穴に突っ込まれそうになってるなんて信じられない。


「いいか、力抜くんだぞ？」


　尚之はいきなりの展開にパニクッている崇に一声かけると、充じゆう分ぶん潤うるおって柔やわらかくなっているソコにグッと先せん端たんをめり込ませた。


「えっ？　ヤッ…あ―――ッ！」


　先端の部分を強引に埋うめ込まれた崇は、狭せまい部分をムリヤリ引き裂さかれるような痛みに大声で悲鳴を上げる。


「いったぁい！　やぁッ…あぅっ！」


　いくら指で慣らされていたとはいえ、比べ物にならないくらい大きな尚之のソレは容易に崇の中に入っていかない。


　崇は痛みから背をのけぞらせてジタバタと暴れた。


「あっ…やんっ…！」


　それでも尚之は痛みから逃れようとする崇の腰こしを押さえつけて、少しずつズッズッと中に侵しん入にゆうしていく。


「く…ッ」


　崇の中を熱く疼かせている歯は磨みがき粉は、侵入してきた尚之の先端の粘ねん膜まくにも影えい響きようを与あたえた。


　尚之は少し顔をしかめたが、崇の内ない壁へきのしめつけと一いつ緒しよに感じるソレはむしろクセになりそうな刺激だった。


「うっ…あぁ…」


　尻を鷲わし摑づかみにされて尚之の腰に引きつけられた崇は、うめき声を上げてキュッと後孔をしめつけた。


　痛みで意識は朦もう朧ろうとしているのに、尻の穴に感じる痺れるような刺激と異物感はやけにハッキリ感じる。


「ほら、入ったぞ…」


　根本まで崇の中に埋め込んだ尚之は、その感かん触しよくを確かめるように崇の入り口のまわりを指でツゥッと撫でた。


「あ……」


　思わずソコに目をやった崇は、自分の体とは思えないほど不自然に広がっている穴に絶句する。


　友之のソレを見てしまった時より驚きよう愕がくは大きいが、不思議と嫌悪感や拒きよ絶ぜつ感は消えていた。


　相手が尚之だからなのか、それとも別の理由があるのかはわからないが、尚之のモノを受け入れているのだと思うとなぜか感動すら覚える。


「痛いか？」


「わ…かんな…」


　心配そうな顔をした尚之に問いかけられて、崇は舌っ足らずな口調で答えた。


　もう痛いのか熱いのか判断できないし、ジンジンと痺れるような感覚はいっそ快感のような気もする。


「ゆっくり、動くからな…」


　尚之は崇の後孔が自分の大きさに馴な染じむのを待ってから、ゆっくりと腰を使いはじめた。


「ふぁっ…あぁっ…」


　ゆっくりとした抽ちゆう挿そうを繰くり返されると、自分の内壁が尚之のモノに吸いつくように蠢うごめいてるのがよくわかった。


　意識してやっているワケではないのに、まるで尚之を求めているみたいだと思う。


　さらに尚之が徐じよ々じよに腰の動きを小刻みなものに変えて奥おくの方を突つくようにすると、崇の体を電流が走ったような快感が突き抜ぬける。


「あんっ！　あぁっ！」


　崇は体の奥を突かれる度に、悲鳴のような声をあげて喘いだ。


「崇…崇…」


　尚之も崇の名前を呼びながら、夢中になって腰を動かした。


　さらに腹に当たっている崇の性器に指を絡からめて、前と後ろを同時に刺激してやる。


「ぁ…ん！　はぁ…ッ」


　すると崇はビクンッと体をふるわせて快感をよがった。


　中を突かれながら性器を擦られると、快感も二乗になったように感じられた。大きな波に飲み込まれるように、崇は再び絶頂に向かって追い上げられていく。


「崇…好きだ…」


　尚之はありったけの想おもいを込めて崇に口付けながら囁ささやいた。


「あっ…尚之ぃ…」


　崇はそんな尚之に応こたえるようにギュッとしがみついてくる。


　その行こう為いには特別な意味はなくて、単に快楽を追いかけるのに夢中になっているだけかもしれない。それでも尚之は崇の意思を無視して強引に奪うばってしまった分、崇を気持ちよくしてやりたかった。


「んぁ…ん！　ヤッ…も…」


　前と後ろの弱いところを同時に責められて、崇は息も絶え絶えになりながら喘いだ。


「イきそうか？」


「イクッ…ダメッ！　あんっ！」


　尚之の問いかけにコクコクと頷うなずくと、さらなる快感をねだるように尚之の腰に足を絡めてくる。


「あぁ…俺も…」


　自身も限界が近づいていた尚之は、崇の腰をガシッと摑むとラストスパートをかけるように大きく二、三度抜き差しをした。


「あぁ―――――――ッ！」


　一番奥まで貫つらぬかれるような強い刺し激げきに、崇は絶ぜつ叫きようとともにドクドクと射精してしまった。


　それとほぼ同時に尚之も崇の中に熱い飛沫しぶきをぶちまける。体の中に熱いモノがそそぎ込まれる感触に、崇はブルッと身み震ぶるいをした。


「崇…」


　放出を終えた尚之は崇の中から萎なえた自身を引き抜くと、グッタリしている崇の体を抱きしめて、まだ呼吸の整っていない唇くちびるに愛いとおしさを込めてキスをする。


　尚之に抱きしめられながら、崇は頭の片かた隅すみでこれで自分も立派なホモになってしまったなと考えていた。


　かなり強引にセックスに持ち込まれてしまったというのに、尚之に嫌けん悪おを感じるどころか優しいキスが心地いいと思ってるのがいい証しよう拠こだ。


　いまだに尻しりはジンジンと疼うずいてるし、そこから尚之の放出したモノがドロッと溢あふれてくる感覚は気持ち悪かったが、不思議と心は温かくて幸せな気分だった。


　むしろ最後の一線を越こえてしまった今、自分がなにに拘こだわって尚之を恋れん愛あい対象でないと決めつけていたのかわからないくらいだ。


　自分の気持ちに気づいた崇は、照れくさくなってギュッと尚之にしがみついた。


「体、大だい丈じよう夫ぶか…？」


「まだケツがジンジンしてるし痛い…」


　心配そうに聞く尚之に、崇は少し甘あまえたような口調で訴うつたえる。


「ちゃんと洗い流した方がいいな。ホラ、立てるか？」


　歯磨き粉の影響を考えると念入りに後始末をした方がいいと考えた尚之は、すぐ横の風ふ呂ろ場ばに連れていこうと崇の体を抱き上げた。


「ん…」


　尚之に寄りかかるようにして立ち上がった崇は、先ほどあがったばかりの風呂に再び連行されてしまった。











　風呂場に連行された崇は、再び尚之に尻の穴に指を突っ込まれて、中でグチュグチュになっている歯磨き粉と精液を丹たん念ねんに搔かきだすように洗われてしまった。


　痛いだしみるだとさんざん泣きわめく崇をなんとか宥なだめ賺すかしながら、尚之はようやく後こう孔こうのぬめりをすべて払ふつ拭しよくした。


　ようやくキレイになった崇の体を後ろから抱だきかかえるようにして、尚之は少しぬるくなった湯船の中に体を沈しずめる。


「あ…つぅ…」


　尻に湯が触ふれる感触に、崇はキュッと身を縮めた。


「しみるか？」


「しみるっつーか、メチャクチャ痛い…」


　心配そうに聞く尚之に、崇は顔をしかめながら答える。


　今までさんざん崇を苦しめていたジンジンという痺れが払拭されると、今度はそれがズキズキという激痛に変わった。


　どっちがツライかと聞かれたら、感覚がクリアになった分今の方がツライような気もする。


「すまなかったな…、つい、カッとなって…」


　痛みを訴える崇に、尚之は申し訳なさそうに謝った。


　カッとなったからってムリヤリ崇を抱いていいことにはならない。


「謝るなよ、俺が尚之を怒おこらせるようなこと言ったのが原因だろ？」


　自己嫌悪に陥おちいる尚之に、崇は尚之だけが悪いんじゃないというように首を振ふった。


　父や友之のことを侮ぶ蔑べつしたり、尚之の気持ちを踏ふみにじるようなことを言った自分の方がむしろ悪かったと思う。


　それに尚之が強引にコトに及およんでくれたおかげで、崇は自分の中のわだかまりがなくなってスッキリしたのだ。


　体の痛みにさえ目をつぶれば、尚之には感謝したいくらいだった。


「だからといってムリヤリ崇を抱いていいことにはならない…」


　崇がそんな脳天気なことを考えているとは思わない尚之は、半ば強引に崇の体を手に入れたことをひどく後こう悔かいしていた。


　崇にはキッパリ振られているのに、ムリヤリ体だけを手に入れるなんてレイプと同じだ。


「あのさ、マジでムリヤリやられたと思ってたら、こんなふうにおとなしく一いつ緒しよに風呂なんか入んないって」


　思い詰つめる尚之とは裏腹に、崇自身はそれほどムリヤリされたとは思っていない。


　たしかにちょっと強引だったかもしれないが、それはきっかけに過ぎないというか、崇は尚之との行為がイヤではなかった。


「てかさ、今はイテーけど、その、ケッコー気持ちいかったし…」


　自分の気持ちをどう説明していいかわからない崇は、指でお湯を弄もてあそびながら正直な感想を述べる。


「崇…」


「エッチなんて、しちゃえば男同士でもどってことないのな。これなら俺、尚之とつきあってもいいぜ」


　振り返って見ると尚之が深刻そうな顔をしているので、崇は照れを隠かくすように努めて明るく言ってやった。


　頭で考えていたときはできないとか思っていたけれど、実じつ践せんしてしまった今は大したことないというか、なにかが吹ふっ切れたカンジがする。


「…本気で言ってるのか？」


　しかしあまりにもアッケラカンとしている崇に、尚之は信じられないというような顔をした。


「え？　なんで？」


　てっきり喜んでくれると思ったのに訝いぶかしげな表情をされてしまった崇は、不思議そうに聞き返す。


「体だけの問題なのか？」


「体だけって、人聞き悪いなぁ。そのことで俺、スッゲー悩なやんだんだからな」


　照れ隠しの言葉が尚之に誤解を与あたえたとも知らず、崇はムッとしたように言い返した。


　尚之には大した問題じゃないかもしれないが、知識も経験もほとんどなかった崇にとってそれは大問題だったのだ。


「俺は、崇の体だけが欲しいワケじゃない…」


　まさかそんなことがネックになって崇が尚之の告白を断ったとは思っていない尚之は、好きともなんとも言われてないのにつきあってもいいなんて、体だけの関係みたいでとても受け入れられるモノではなかった。


「なんだよ、それ？」


　もちろん体だけの関係を求めているわけではない崇は、尚之がなにを言いたいのかわからなくて首を傾かしげる。


「崇にはわからないかもしれないな…」


　体だけの関係なんてムナシイと思っている尚之は、やりきれない気持ちでつぶやくとザバッと浴よく槽そうからあがってしまった。


「ワカンネー」


　一人残された崇は、尚之がいなくなって広くなった湯船に肩かたまで沈みながら納得いかなさそうに眉まゆをひそめた。











　次の日の朝、想像以上に体のダメージの大きかった崇は、ベッドから起きあがることもできない状態に陥っていた。


「オハヨー、尚之。崇くんは？　まだ寝ねてる？」


　崇の状態を見届けて階下におりてきた尚之に、なにも知らない友之がさわやかに声をかけてくる。


「いや、体調が悪いみたいだから、寝かせといた方がいいと思って…」


　もちろん本当のことなど話せるはずもない尚之は少しバツが悪そうに答えた。


「風か邪ぜかな？」


「ん……」


　心配そうに聞いてくる兄に、尚之は曖あい昧まいな返事をする。


　昨日の出来事は、友之と恭平の情事が原因の発ほつ端たんだったというのに、なにも知らないノンキな兄がちょっぴり恨うらめしい。


「なんだ、めずらしいな。アイツは健康だけが取り柄えなのに」


　めったに風邪もひかなければ学校を休んだこともない崇が寝込んでいると聞いて、食後のコーヒーを飲んでいた恭平も驚おどろいたような声をだした。


「熱があるならアイスノン用意するけど…」


「必要ないと思う」


　気を利かせる兄に尚之は慌あわててそう言った。


　崇は風邪をひいているわけではないし、高熱があるわけでもない。必要なのは軟なん膏こうや鎮ちん痛つう剤ざいだが、原因を詮せん索さくされたくはないので尚之はあえてなにも言わなかった。


「そう？」


　友之も仕事があるし休んで看病することはできないが、せめてそれくらいの用意はしておいてやった方がいいのではないかと思案する。


「一日寝てればよくなるだろ。それより兄貴、俺にもコーヒーいれてくれ」


　尚之は心配する必要はないというように言って、友之の気を逸そらそうと席に座りながらコーヒーを頼たのんだ。


「うん」


　友之は実際に崇の様子を見た尚之の言葉に安心したように頷うなずいて、コーヒーメーカーから尚之のカップにコーヒーを注いでやった。


「はい」


「あぁ、ありがとう」


　尚之はカップを受け取ると、ブラックのまま口をつけた。


　ほろ苦いコーヒーの薫かおりが口の中に広がる。榎本家で暮らすようになって、尚之はコーヒーの味を覚えた。


　それまではコーヒーといえば缶かんかインスタントがほとんどだったが、榎本家ではコーヒー党の恭平が毎朝美味おいしいコーヒーをいれてくれる。


　そうやっていつの間にか榎本家での生活に馴な染じんでいる自分に尚之は気づいた。


　自分だけでなく兄も本当の家族のように崇のことを心配してるし、今の生活は兄弟二人で暮らしていたときよりずっと豊かで温かく感じる。


「なぁ、兄貴…」


　そんなふうに思いながらも、尚之はためらいがちに重たい口を開いた。


「なに？」


　幸せそうな兄の笑顔が尚之を後押おしする。


「前に借りてた部屋、また借りられないか？」


「え？」


　唐とう突とつな尚之の言葉に、友之は目を見開いて絶句した。


「いや、別にワンルームのアパートでもいいんだ。できればこの家を出て一人暮らしをしたいと思ってる」


　ひどく驚いたような顔をする兄から目を逸らすようにうつむいて、尚之は自分が決心したことを告げる。


「どうして？　今までそんなこと言ったことなかったのに…」


　尚之は友之と恭平の交際も、榎本家で暮らしたいとの提案にも反対しなかったし、実際引ひっ越こしてきてからも崇とケンカしながらも仲良くやっているように見えた。


　それが今更この家を出ていきたいなんて、その理由が友之にはわからなかった。


　本当は嫌いやだったのに友之のことを思って今まで我が慢まんしてくれていたとしたら、自分は兄として失格だろう。


「俺と友之のことが認められないのか？」


　動どう揺ようしている友之の代わりに、恭平がかたい表情で尋たずねた。


「違ちがいます。むしろ恭平さんには兄貴のことをよろしくお願いしますって頼みたいくらいなんで…」


　自分の申し出が二人にあらぬ誤解を与えてしまったことに気づいた尚之は、慌ててそれを否定する。


　尚之はこれまで友之を不安にさせるようなワガママを口にしたことがなかった。


　でも今の兄には恭平がいる。自分が兄を支えてやらなくても大だい丈じよう夫ぶだという安心感があるからこそ、友之を困らせるようなワガママを言うことができたのだ。


「ならどうして？」


　どうしてかと聞かれても、それは恭平や兄にはとても話せることではなかった。


　崇と一いつ緒しよに暮らせることに浮うかれて、ウブな崇に手を出してしまったことへの後こう悔かい。そんなはじまりでは崇の心を自分の方に振ふり向かせることはできない。


　昨日の崇の言葉にそれをイヤというほど思い知った。


「それは俺自身の問題です。生活費は自分でアルバイトをして稼かせぎますから、誰にも迷めい惑わくかけません」


　尚之は少しかたい表情で恭平に自立を宣言する。


「そう言われてもなぁ。君は高校生で未成年だし、特別な事情がない限り一人暮らしをする必要もないだろ？」


　もちろん恭平だってきちんとした理由の説明もなく、尚之の自立に賛成できるはずもなかった。


　甘あまったれの息むす子こと同い年なのに随ずい分ぶんしっかりしてるなぁと感心はするが、もうちょっと可愛かわいげがあってもいいような気もする。


「けど、どうしてもそうしたいんです」


「あのね、尚之。家を借りるにはそれなりのお金もいるし、保証人だって必要なんだよ？　きちんと理由を説明してくれないと、僕ぼくだって協力できないからね」


　頑かたくなな尚之を説得するように友之は優しい口調で、でもキッパリと言った。


　頭ごなしに反対をしているわけではない。けれど理由も話せないような自立を兄として認めるわけにはいかない。


「どうしても話さなくちゃダメか？」


　どう考えても自分のワガママだとわかっている尚之は、少し頼たよりない声でそう聞いた。


「話せないような理由があるの？」


　見たこともないような弟の苦しそうな表情に、友之は心配そうに尋ねる。


　尚之がこんな表情を見せるなんて、なにか特別な理由があるような気がした。もしそうならちゃんと話して欲しいし、場合によっては力になってやりたい。


「いや、わかった…」


　しかしこれ以上友之に負担をかけたくないと思った尚之は、話を打ち切るように小さく首を振った。


「尚之？」


「ごちそうさま。行ってきます…」


　兄の自分を呼ぶ声に、無理して作った笑顔で答えながら尚之は椅い子すから立ち上がってキッチンを出ていってしまう。


「どうしよう…」


　自分より大おお柄がらな弟の頼りない後ろ姿に、言い知れぬ不安を感じた友之は縋すがるような目で恭平を見た。


「どうもこうも、しばらくは様子を見守るしかないだろ」


　恭平は不安そうな顔をする友之の背中をあやすようにポンポンと叩たたいてやりながら、原因がわからないウチからあまり騒さわぎすぎない方がいいとの見解を示す。


「ウン…」


「尚之は今までトモに負担をかけないようにってイイコ過ぎたんじゃないのか？　多少羽目はずしても心配ないって」


　なおもシューンと落ち込んでいる友之に、恭平はかなり気楽な考え方を述べた。


　基本的に榎本家の人間は楽天的で物事を悪い方に考えない。


「もー、恭平さんってけっこうノンキだよね」


　そんな恭平に友之は脱だつ力りよくしながらも、なんだか頼もしさを感じる。


　たしかに言われてみれば尚之は少し無口で無愛想なところはあるが、両親をいっぺんに失ったというのにグレもせず、ワガママひとつ言わないイイコに育ってくれた。


　反はん抗こう期きとはまた違うかもしれないが、少しくらい問題を起こしてもいいのかもしれない。


　尚之と崇の間になにがあったのか知らない友之がそんなふうに考えてる頃ころ、当事者のくせにとことんノンキな崇は、尚之がなにを考えているのかも知らずに疲ひ労ろう回復のため惰だ眠みんを貪むさぼっているのであった。











　事態は思ったより深刻なのか、自立宣言があった朝以来、尚之が榎本家に帰ってくることはなかった。


　一応毎日友達の家に泊とまるとの電話連れん絡らくはあるが、完全にプチ家出状態が続いている。


　もちろん崇もあの晩以来尚之と顔を合わせていない。


　エッチをするだけしといて、ワケのわからない言葉を残し逃にげだした尚之に、崇は相当頭にきていた。


　あれは崇にとって記念すべきはじめてのエッチだったのだ。


　やり方は強引だったけど全然イヤじゃなかったし、これだったら尚之とつきあってもいいかななんて崇は思ったのに、肝かん心じんの尚之が理由も言わずに崇の前からいなくなってしまったのだからたまらない。


　すっごく頭にきてるのに、それ以上に寂さびしいなんて感じてる自分がアホみたいだった。


　エッチのあと一緒にお風ふ呂ろに入ったとき、尚之はなにやらひとり思い詰つめていた。


　理由を聞いても「崇にはわからない」と一いつ蹴しゆうされてしまったが、話してくれなきゃわかるもんもわからないのに、なにも言わずに逃げてしまった尚之はズルイと思う。


　そんな崇とのいざこざを知らない友之が、自分と恭平の関係が尚之をグレさせてしまったのではないかと心配してるのが気の毒だった。


　崇には兄弟がいないから、お互たがい助け合って一緒に暮らしてきた小沢兄弟の関係を少し羨うらやましいと思う。


　友之は榎本家に引っ越してきて以来、ほとんど毎日仕事を定時で切り上げて家に帰ってくると、テキパキと夕飯の支度をしてくれる。


　その料理はどれも繊せん細さいで美味おいしくて、父の大おお雑ざつ把ぱな男の料理ばかり食べて育ってきた崇には感動モノだった。


　料理だけじゃなくてよく気がつくし優しいし、こんないい兄ちゃんを心配させる尚之は大バカヤローだと思う。


「友之さんってさぁ、料理上じよう手ずだよねー」


　父の趣しゆ味みなのか、白いレースのついたエプロン姿で料理する友之の後ろ姿に、キッチンのテーブルに肘ひじをついてグテッと座った崇は声をかけた。


「そうかな？」


　友之はクスッと笑いながら首を傾かしげて、鍋なべの中に炒いためた牛肉をサッと入れた。


「だって父ちゃんより手際もいいし、なに作ってもオイシーもん」


「自分で作るようになってから長いからね。料理は僕の担当で、他ほかの家事は尚之がマメにこなしてくれてたから」


　崇の誉ほめ言葉をくすぐったい気持ちで聞きながら、友之はそんなふうに説明する。


「ふーん、ウチも父ちゃんがソコソコはやってたけど、仕事忙いそがしいときとかは外食も多かったもんなぁ」


　キャリアだったら父も負けていない気がするが、やっぱり友之のように器用ではない。


　尚之と違って自分がほとんど家の手伝いをしてなかったことを棚たなに上げて、崇は感心したように言った。


「だって、外食ってお金がかかるから…」


　本人に自覚はないが、食事にお金をかけないように自分なりに工夫してレパートリーを増やした結果が、今の友之の料理の腕うで前まえにつながっているのだ。


「はい、コレ味見」


「ウマイ」


　崇は差し出された煮に込こみ料理をパクッと食べて、目を輝かがやかせると素直な感想を口にする。


「よかった」


　友之は崇の反応にニコッと笑うと、もう少し煮込もうとコンロを弱火にした。


　恭平が帰ってくる頃にはもっと味が染み込んで食べ頃になっているだろう。


「ねー、友之さんくらいキレイで家事も得意だったら、父ちゃんみたいな親おや父じじゃなくっても嫁よめにもらいたいって人は引く手あまただったんじゃないの？」


　さらにつけ合わせのサラダを用意しはじめた友之を見て、崇は真しん剣けんな顔をして聞いた。


「あはは、嫁って僕は男だよ？」


　トンチンカンなことを言う崇に、友之はおかしそうに笑いながら首を振ふった。


　友之は自分がキレイだなんて思ったこともないし、引く手あまたどころか嫁にもらいたいなんて物好きがいるわけないと思っている。


「でも、男にも女にもモテただろ？」


「全然！」


　嫁云うん々ぬんはともかく確実にモテたはずだと思って聞いた崇の言葉を、友之はソッコーで否定した。


「ウソだー」


　あまりにキッパリ否定する友之がウソをついているとは思えないが、どうにも納得いかない崇は口を尖とがらせて反論する。


「ホントに。僕なんかのこと好きだって言ってくれるのは恭平さんくらいだよ」


　もともと奥おく手てで鈍どん感かんだった上に高校を卒業してすぐに両親に先立たれた友之は、尚之をちゃんと育てることに懸けん命めいで恋れん愛あいにはまったく疎うとかった。


　要するにモテないというより、好意を寄せられてても気づかないと言った方が正しいのだ。


　全然自分の魅み力りよくに気づいていない友之に、崇は呆あきれ半分で絶句してしまう。


　こんな友之をオトすことができた父はかなり幸運だったに違いない。四十男にはもったいない恋人だ。


「あ、ゴメン。気分害したかな？」


　黙だまりこくってしまった崇に、友之は慌あわててそう聞いた。


　いくら同居を認めてくれたとはいえ、自分の父親が男の友之を好きだなんて話は何度も聞かされたくないだろう。


「え？　ウウン。俺おれ、父ちゃんが友之さんのこと好きになったの、なんかわかる気がする」


　勘かん違ちがいをしている友之に、崇は自分が思っていることを素直に告げた。


「むしろ父ちゃんに友之さんはもったいないくらいだもん」


「崇くん…」


　肩かたをすくめておどけたように言う崇に、友之はジーンと感動する。


　はじめて会ったとき、崇は決して恭平と友之の交際に賛成しているふうではなかった。料理上手な友之に餌え付づけされたという説もあるが、考えてみれば崇もはじめから小沢兄弟の顔はとてもキレイだと思っていた。


　恭平と崇は親子なだけに、好みのタイプは似ているようだ。


　二人が顔を見合わせて笑っていると、突とつ然ぜんリビングに電話の音が鳴り響ひびいた。


「あ、小沢フォンだ…」


　コール音を聞いた崇はそう呟つぶやいた。


　友之たちが引ひっ越こしてきてから、この家には二つの電話回線を引いている。


　恭平にも友之にも社会的な立場があるので、まさか同じ電話番号を使用するわけにはいかない。


　本人達にしてみれば苦肉の策だが、もちろん榎本家の電話にかかってきた電話に友之や尚之が出ることはないし、その反対もまたしかりだった。


「はい、小沢です」


　必然的に友之が電話に出る。


　尚之が出ていって以来、夕飯前の時間になると必ずかかってくる電話なのだが、友之は今日こそ尚之を説得する気満々だった。


『尚之だけど、今日も友達の家に泊とまるから…』


　案の定尚之の声がして、素っ気なく用件だけ言うと電話を切ろうとする。


「ちょ、まって！　友達って誰だれなの？」


　その雰ふん囲い気きを感じ取った友之は、慌ててもっと詳くわしいことを聞き出そうと問いかける。


『クラスメイトだよ。心配しなくていいから』


「心配するよ！　名前と連れん絡らく先さきくらい…って、もしもしっ!?」


　友之の意気込みも虚むなしく、尚之は一方的に電話を切ってしまった。


「切れちゃった…」


　ツーツーッという音が虚しく響いている受話器を戻もどして、友之はフゥッとため息をついた。


　せめて携けい帯たい電話を使用していればこちらから電話をかけて事情を聞くこともできるのだが、お金がかかるし特に必要ないと尚之は考えているらしい。


「尚之？」


　ガクッと肩を落とす友之に、崇はためらいがちに尋たずねた。


「ウン。これでもう一週間か…。どうしちゃったんだろう、今までこんなことなかったのに」


　一応連絡は入るのだし無断外がい泊はくではないが、これまで尚之が友達の家を泊まり歩くことなんかなかっただけに心配だ。


　一人暮らしを許可してやらなかったことに対するレジスタンスなのか、それとも本当にこの家に帰ってきたくないのか友之には判断がつかなかった。


「僕、あの子に甘あまえすぎてたのかもしれない…」


　弟の気持ちがわからない自分が情けなくなった友之は、ポツリとそう漏もらした。


「え？」


「尚之は僕の幸せを考えて恭平さんのことに反対しなかったけど、本当はイヤだったのかもしれないなって…」


　首を傾かしげる崇に、友之は自じ嘲ちよう気味に呟く。


　はじめは否定的だった崇が今では自分たちのことを認めてくれて、はじめから理解を示していたかに思われた尚之の方が出ていってしまうなんて、なんとも皮肉な展開だった。


「そ、それはないと思うよ？」


　たしかに友之の言うことは遠からずだが、今回の件に関してはまったく関係ない理由で尚之は家を出ていったのだ。


　自分だけが理由を知っている気まずさから、崇は友之に対して罪悪感を持ってしまう。


「でも、僕のせいで尚之が非行に走ったりしたら…」


　非行って、一昔前の不良じゃないんだからとツッコんでやりたいが、ものすごく自責の念を感じている友之にとてもそんなことは言えなかった。


「そんなに心配ならさぁ、俺が尚之に理由聞いてやろうか？」


　落ち込む友之に崇はそう提案する。


　今回の件に関しては、自分にも責任があるような気がしてほっておけない。


「でも…」


「尚之がちゃんと学校にきてればの話だけど、進学科の教室に乗り込んでいけば絶対会えるじゃん？」


　家に帰ってこなくても学校に来ているのなら、崇が尚之に接せつ触しよくする方法はいくらでもある。


　理由はわかっているけれど、それをどう友之たちに説明するつもりなのか、崇も直接会って聞いておきたかった。


「いいの？」


　願ってもない申し出だが、崇に負担をかけてしまうのも友之は申し訳なく思う。


「任しといてよ！　俺もアイツには聞きたいことがあるし」


　そんな友之に、崇は心配する必要はないというようにドンと胸を叩たたいた。


「え？」


「ううん、コッチの話」


　思わず口を滑すべらせた崇はニコニコ笑って、不思議そうに首を傾げる友之をごまかした。











　次の日の昼休み、さっそく崇は進学科の尚之の教室を訪ねた。


　普通科の崇にとって進学科はなんとなく敷しき居いが高いイメージがあったが、実際教室を覗のぞいてみると普通科と大差なく見える。


「オイ、尚之！」


　覚かく悟ごを決めた崇はズカズカと教室の中に入っていって、尚之を大声で呼んだ。


「崇…」


　一週間ぶりに見る崇の姿に、尚之は驚おどろいたような声を出した。


　なんのために崇が自分を訪ねてきたのかよくわからない。


　しかも接点のない進学科でも可愛かわいいと有名な崇は、教室中の注目を集めている。


　崇はそれをコンプレックスから、普通科の人間がなんでこんな所にいるんだというイヤな視線に感じて顔をしかめた。


「話がある。顔かせよ」


　話の内容が内容だし、とりあえず教室を出ていこうと考えた崇は、そう言って顎あごをしゃくると教室の外に尚之を連れだした。


　無言でついてくる尚之を屋上に続く階段の踊おどり場に誘ゆう導どうする。


　幸いそこには人気もなく、崇はクルッと尚之の方を振り返るとキュッと口を結んで尚之を睨にらんだ。


「なんだ、話って」


　尚之は崇から視線を逸そらして、早く用件を済ませろとばかりに言った。


　素っ気ない尚之の態度に崇の胸はチリチリと焦こげつくようなカンジがする。


「なんだじゃねーよ。友之さん、メッチャ心配してるぞ？」


　それでもなんとか気を取り直した崇は、まずは友之がどれだけ尚之のことを心配してるか教えてやる。


「どうしてだ？　俺はちゃんと毎日電話もしてるし、学校もバイトも一切休んでない。心配する必要はないと兄貴に伝えておいてくれ」


　すると尚之は解せないというような表情で反論すると、自分の要求を崇に伝えてその場から立ち去ろうとした。


「待てよ！　なにバックレてんだよ！　俺がそれだけの用事でわざわざ顔だしたと思ってんのか？」


　肝かん心じんの話をしないウチに逃にげ出そうとする尚之の腕うでを摑つかんで、崇はイライラしたような口調で怒ど鳴なった。


「エ、エッチまでしたクセに、なんにもなかったような顔しやがって…」


　凍こおりついたように冷たい表情を崩くずさない尚之に、崇はなんだか泣きそうになる。


「一度寝ねたくらいで、責任をとれとでも言うつもりなのか？」


　そんな崇に追い打ちをかけるように、尚之はフッと鼻で笑うと辛しん辣らつな言葉を口にした。


「なっ!?　ふざけんなっ！」


　尚之の言葉に崇はカァーッと赤くなる。


　自分は女の子ではないのだし、尚之に責任をとってもらおうなんて考えたこともなかった。


「俺はただ、次の日起きたらお前はいないし、家にも帰ってこなくなっちまうし、どうしたんだろうって不安っていうか心配になって…」


　そう言いながら崇は泣きそうになっていた。


　自分のことを好きだといってきたのは尚之の方なのに、こんなにつれなくされて、まるで崇の方が尚之に片思いしてるみたいだと思う。


「崇は平気なのか？」


　次第に言葉に詰つまる崇に、尚之は苦く渋じゆうの表情を浮うかべて聞いた。


　半ベソをかいている崇は本当に可愛くて、このまま押おし倒して犯おかしてしまいたいくらいだった。けれどそれではこれまでと全然進歩がない。


「なにがっ？」


「あれだけ強引に自分のことを抱だいた男と、なにもなかったみたいに平気で暮らせるのか？」


　尚之は自分の衝しよう動どうをグッと堪こらえると、なにを聞かれているのかまったくわかっていない鈍どん感かんな崇に再び問いかけた。


「だから、それは…、俺だってイヤじゃなかったし、別にいいって言ったじゃんか」


　すると崇は恥はずかしそうに答えた。けれどそんな答えでは尚之が納得できない。


　そこにどんな感情が伴ともなっているかが最も重要であって、イヤじゃないからいいでは話にならないのだ。


「どうしてだ？　崇は俺のことが好きなのか？」


「そ、そんなのわかんねーよ…」


　ハッキリとした答えを求められて、崇は思わず口ごもってしまう。


　尚之に迫せまられるのはイヤじゃないし、むしろドキドキするのは好きだからなのかもしれないが、流されてばかりできちんとその感情と向き合ったことがなかった。


「好きでもない相手に抱かれるのがイヤじゃないなんて、単にはじめて覚えた快楽が忘れられないだけじゃないのか？」


　ハッキリ答えられない崇に、尚之は少し冷めた口調で問いかける。


　たしかにそれも一理あるかもしれないなと崇は思う。


　なにしろ崇は尚之しか知らないし、恋れん愛あい感情を意識する前にキスをされたりしてしまったのだから、尚之のことを唯ゆい一いつの性的対象として見ていても不思議はない。


　その証しよう拠こに最近ひとりエッチをするときには、いつも尚之のことを思いだしてしまう。


「だったらどうだってんだよ？　尚之こそ、このままじゃヤリ逃げじゃんか！　そっちのがよっぽどズルイよ！」


　ますます混乱してきた崇は、ヤケクソ気味に開き直ると尚之を責めた。


　強引な自分を棚たなに上げてその気になった崇を突つき放すなんて、尚之の行動はすごく矛む盾じゆんしている。


「どう思ってくれてもかまわない。とにかく俺は、このままなし崩しに崇とやってく気はないから」


　さらに頑かたくなになった尚之は、崇にキッパリとそう宣言した。


「わかった…、俺だってナンパして経験値増やして、お前に教え込まれた快感なんてすぐに忘れてやるからな！」


　メチャクチャな対たい抗こう意識を燃やした崇は、はじめて覚えた快楽が忘れられないというのなら忘れられるくらいの経験をしてやろうと意気込んだ。


「オイ、違ちがうだろ？」


　どうにも間違った方向に突っ走っていきそうな崇に、尚之は困ったように首を振ふる。


「ウルサイ！　尚之なんかもう家に帰ってくんな！」


　しかし今さら尚之の言葉に聞く耳を持たない崇は、そう言ってアッカンベーをするとその場から走り去ってしまった。











「和彦！」


　自分の教室に戻もどってきた崇は、ブリックパックの牛乳を飲んでいる和彦にガバッと抱きついた。


「あ？」


　牛乳が零こぼれてはたまらないというようにヒョイッと手を挙げた和彦は、必死の形相をしている崇を不思議そうに眺ながめる。


　しかも次にこの奥おく手てな親友から発せられた言葉がさらに和彦を驚かせた。


「今日の放課後、一いつ緒しよにナンパしに行こうぜ！」


「はぁ？　ナンパってお前が？」


　和彦は思わずらしくない素すっ頓とん狂きような声で聞き返す。


　女の子とつきあった経験すらない崇は、およそナンパとは無む縁えんの世界で生きていたはずだ。


　最近は同居人の男に迫られてすっかりその気になっていたくせに、どういう心境の変化があったのかと首を傾かしげずにはいられない。


「そーだよ。俺もナンパしまくって、エッチの達人になるんだから！」


　不可解な顔をする和彦に、崇は拳こぶしを握にぎりしめて宣言した。


「お前、男に目覚めたんじゃなかったのか？」


　しかし逐ちく一いち崇から尚之とのいきさつを聞いていた和彦は、いきなり方向転てん換かんを図ろうとする崇に素そ朴ぼくな疑問をぶつける。


　たしかにはじめて尚之と一線を越こえてしまった直後は、これで自分もホモになってしまったんだと妙みような感かん慨がいを覚えたが、尚之に冷たくあしらわれた今となってはそれもどうでもよくなってしまった。


「それよりエッチの達人になるって決めた」


「女嫌ぎらいのクセに？」


　鼻息荒あらくアホなことを言っている崇に、和彦はそれ以前の問題を突きつける。


　家に女のニオイがするのがイヤだと言ったり、女を紹しよう介かいしてやるといっても拒きよ絶ぜつしていた崇が、好んでナンパをするとは思えない。


「ワカンネーじゃん。単に女の良さを知らないだけかもしれないだろ？」


　痛いところを突かれた崇は、ムキになって言い返した。


　たしかに崇は女性が苦手だが、そこには母親に捨てられたというトラウマが大きく影えい響きようしている。


　要するに崇のトラウマを払ふつ拭しよくできるくらい素す晴ばらしい女性に巡めぐり会えればいいのだ。


「お前は男の良さに目覚めたんじゃねーのか？」


　妙に意地になっている崇に、和彦は素直になれというように言った。


「そんなのどっちでもいいんだよ。なんなら男ナンパしに行くか？」


　すると崇はムッとしたように口を尖とがらせて和彦の勘かん違いを正す。


　女の子をナンパするのが目的ではなく、ナンパして経験値を稼かせぐことが目的なのだ。相手が男でも崇的にはなんの問題もない。


「うーん、それはカンベン」


　しかし男をナンパする趣しゆ味みなどない和彦は、肩をすくめて苦笑いをした。


「てかさ、なんで経験値を増やす必要があるワケ？」


　そもそもどうしてそこまで崇が躍やつ起きになっているのかわからない和彦は、素朴な疑問を口にする。


「尚之に言われたんだ。俺おれが尚之のことがイヤじゃないのは、はじめて覚えた快感が忘れられないからだって…」


　崇はそれを言われたときのことを思いだして、思いっきり顔をしかめながら説明する。


「それで経験値を増やしてそうじゃないって証明したいのか？」


「違う！　経験値を増やして尚之のことなんか忘れてやるの！」


　崇は勘違いをする和彦の言葉を大声で否定すると、最大の目的を述べた。


　尚之に教え込まれた快楽しか知らないから、こんなにも尚之が気になってしまうのだ。忘れるためにはひたすら経験を積むしかない。


「小沢のこと、忘れられないくらい好きなのか…」


　ヤケクソ気味に叫んだ崇を慰なぐさめるように、和彦はヨシヨシと頭を撫なでてやる。


「はぁ!?　なに言ってんだよ！　俺が尚之のこと好きなんじゃなくて、尚之が俺のこと好きなんだぞ？」


　さらなる勘違いをする和彦に、崇は間違えるなというように訂てい正せいした。


「だったらなんでお前が小沢のこと忘れなくちゃならないんだ？」


　しかし崇の話を聞いていると、崇の方がむしろ尚之に強いこだわりを持っているように聞こえる。


「……ん？」


　和彦の疑問に崇は頭の中がこんがらがってしまった。


　はじめに崇のことを好きだと言ってきたのは尚之の方だったし、キスもエッチも強引な尚之に流されるようにしてしまったのも間違いない。


　それなのに尚之が自分の目の前からいなくなって、だったら尚之のことなんか忘れてやろうと思ったのだ。


　けれどどうして自分が尚之のことを忘れられないのかはよくわからない。


「もっぺん頭の中、整理した方がいいんじゃねーの？」


　しきりに首を傾げている崇に、和彦はフゥッとため息をつきながら提案する。


「少なくとも、お前はエッチしてもいいくらいには小沢のこと好きなんだよな？」


「わかんない…。尚之とエッチすんのはイヤじゃなかったけど、それって尚之のことが好きだからなのか？」


　和彦の問いかけにますます頭が混乱してきた崇は、なんとか自分の感情を探ろうと和彦にそう聞いた。


「俺に聞くなよ」


　他人にわかりっこないことを聞いてくる崇の頭を和彦は呆あきれたように小突く。


「うーん…」


「ま、いっか。ナンパが成功するかどうかで自分の気持ちが確認できるかもしれないしな」


　さらに考え込む崇に、和彦は考えてもわからないなら行動に起こしてしまえとばかりに言った。


「オウ！」


　悩なやむのが得意でない崇も和彦の考えに賛成するように元気よく相づちを打った。











　放課後になっていったん家に帰って私服に着き替がえた崇は、和彦の友達が週イチでＤＪをやっているという渋谷のクラブに出向いて女の子を引っかけることにした。


　いつも和彦と一緒に遊ぶときは、ファミレスかファーストフードショップでダラダラしているか、カラオケやボーリングに行くくらいで、この手の店に出入りすることはない。


　もちろん和彦は彼女や崇以外の友達と頻ひん繁ぱんに遊びに来ているようだが、薄うす暗ぐらい照明も音の洪こう水ずいもたばこのよどんだ空気にも馴な染じめない崇は、すぐにこの場から逃にげ出したくなってしまった。


「お前っていつもこんなウルサイトコに出入りしてんの？」


　肘ひじを置くのにちょうどいい高さにある小さな丸いテーブルにもたれながら、崇はグッタリしたような声で和彦に聞く。


「ウルサイって、そういう店だっての。それよりほら、あそこの二人組なんてケッコー可愛かわいくねぇ？」


　辟へき易えきしている崇には気づかず、むしろナンパの血が騒さわいでイキイキとしている和彦は、金きん髪ぱつに同じようなメイクで露ろ出しゆつ度の高い服を着た派は手でな二人組を指さした。


「えー、ケバイじゃん。もっとフツーっぽい子がいいよ」


　店の中にいる子はどいつもこいつも派手でイマドキのギャルっぽくて、崇が最も苦手にしているタイプといえる。


「バカ、ああいうタイプの方がナンパに乗ってきやすいんだよ」


　しかし和彦の経験上、おとなしめの格好をしている子はほとんどナンパにはひっかからないので、狙ねらうなら派手で遊んでそうな女の子に限ると思っている。


「なんかヤダなぁ」


「贅ぜい沢たく言ってんなよ。仮にフツーっぽい子をナンパして成功したとしても、簡単にヤらせてくれると思うか？　経験値増やしたいんだろ？」


　ポツリと呟つぶやいた崇に、和彦は目的のためなら多少の好みは我が慢まんしろというように言い聞かせた。


　けれど崇はいくら経験値を増やすためとはいえ、あの手の女の子とどうこうなろうとは思えなかった。とたんに自分のしていることが虚むなしくなる。


「ゴメン、やっぱ俺パス」


　崇は和彦に一声かけると、店をあとにしようと入り口に向かって歩きはじめた。


「オイ、ナンパはどうすんだよ？」


　結局なんのアクションも起こさずに帰ろうとする崇を、和彦は慌あわてて追いかける。


「崇ぃ、一度も声かけずにやめるなんて根性ないんじゃねーの？」


　店を出て大通りに面した歩道でようやく崇に追いついた和彦は、呆れたようにそう言った。


　自分からナンパをしたいと言ってきたくせに、声をかける勇気がないとかじゃなくて、すっかり気力が萎なえてしまっているようだ。


「でもさぁ、ああいう女の子って俺苦手なんだモン」


　和彦に責められた崇は、ゴニョゴニョと言い訳のような言葉を口にする。


　崇だって我ながら情けないと思っているのだ。


「いっそマジで男ナンパしてみるか？」


　ショボーンと落ち込んでいる崇に、和彦は妙みような使命感に駆かられて提案した。


　あまり自覚がないみたいだが、崇の女嫌いはかなり重じゆう症しようのようだ。


「え？」


　突とつ然ぜんの提案に崇は驚おどろいたような顔をする。


「ゲイが集まるハッテン場とか聞いたことあるだろ？　そういうとこ行ってみるか？」


　和彦も詳くわしくは知らないが、同じ性せい癖へきを持った者同士が集まる場所が存在すると聞いたことがある。


　女がダメでも男の尚之とエッチができたということは、他ほかの男ともできる可能性があるかもしれない。


　和彦は愛の路頭に迷っている親友になにか手助けをしてやりたかった。


　二人が歩道で真しん剣けんにおかしな話をしていると、赤い派手なスポーツカーが横付けされた。


「よ、こんなトコでなにやってんの？」


　中からスーツを着た茶パツのサラリーマンが出てきて、ニコヤカに笑って崇に声をかける。


「ゲッ」


　いかにも馴なれ馴れしい男の声に驚いた和彦は、こんな道ばたで男にナンパされたという異常事態に思わず嫌いやそうな声を出してしまった。


　その手の話をしていたからといって、いくらなんでもタイミングがよすぎる。


「修さんこそ、どうしたの？」


　固まっている和彦をよそに、崇は偶ぐう然ぜん会った知り合いに嬉うれしそうに聞き返した。


「俺は仕事。外回りが終わってこのまま直帰するところ。彼は？　友達？」


　修は崇の質問に答えてやりながら、いかにも派手でモテそうなルックスの和彦を値ね踏ぶみするようにジロジロと見た。


　崇の知り合いとわかって、ナンパとかいう早とちりをした自分に和彦は苦笑いをしたが、やはり修の視線に尋常じゃないモノを感じて居心地が悪くなる。


「ウン、クラスメイト。それより修さんさぁ、ハッテン場って知ってる？」


「オイ、なに聞いてんだよっ」


　いきなり修にとんでもないことを聞く崇を、和彦は慌てて制止した。


　いくら知り合いとはいえ、そんなこと軽々しく他人に聞くモノではない。


「大だい丈じよう夫ぶ。修さんはゲイだから」


　すると崇は問題ないというように片目をつぶって説明した。


　和彦はやっぱりそうかと頷うなずくのと同時に、どうして崇がゲイのサラリーマンと知り合いなのかという疑問が頭に浮うかぶ。


「なに、興味あるの？」


「ナンパしに行こうと思って」


　修に不思議そうな顔をして聞かれた崇は、ハッキリ目的をナンパだと言い切った。


「崇いつからゲイに目覚めたんだ？」


　ゲイ云うん々ぬん以前に崇はまだまだ子供で、性的なことにあまり興味がないもんだとばかり修は思っていた。


「そういうわけじゃないけど、経験値増やしたいからさぁ」


　修の問いに崇は困ったような口調で答える。


　崇は自分がゲイなのかまだよくわからなかった。けれど苦手意識のある女の子よりまだなんとかなりそうな気がする。


「なんで？」


「うーん、話すと長くなるんだけど…」


　さらに理由を聞かれて、崇は人差し指を唇くちびるに当ててなにから話せばいいのか考え込んでしまった。


「だったらウチくるか？　話も聞いてやるし、場合によっちゃ協力してやるぜ？」


　そんな崇を修は頼たよりになる兄貴分といった顔で誘さそう。


「マジで？」


　思ってもなかった申し出に、崇はパッと目を輝かがやかせた。


　修は話をしやすいし、なによりいろんなことを知ってそうな気がする。


「あぁ。その手の本とかもいっぱいあるし、イロイロ教えてやるよ」


「行くー！」


　頼たのもしい修の言葉に、崇はニコニコと笑って返事をした。


　傍はたでその様子を見ていた和彦は、あまりにも無防備な崇に警けい戒かい心を持つように忠告すべきか迷ってしまう。


「そっちの彼は？」


　話がまとまったところで、修はいかにも下心のありそうな目で和彦を誘ってきた。


「俺は遠えん慮りよしときます…」


　身の危険を感じてゾッとした和彦は、小さく首をプルプルと振ふって修の誘いを断る。


　クラスの連中が崇を可愛がってるのとはまったく別次元というか、本物のニオイを感じてしまった。


「ふーん、残念だな。じゃ、崇車乗れよ」


　和彦の本能に脈がないと思ったのか修はあっさりと納得して、助手席のドアを開けてやると崇を中に促うながした。


「ウン。そんじゃ和彦、今日はサンキューな」


　そんな二人の駆け引きにはまったく気づくことなく、崇は無防備に車に乗り込むと、窓を開けて和彦に礼を述べた。


「あぁ」


　崇の身を案じつつも、本人が納得しているのだからお節介だろうと思った和彦は小さく相づちを打つにとどめる。


「バイバーイ」


　エンジンをかけて走り去っていく車の窓から身を乗り出した崇は、屈くつ託たくなく笑いながら和彦に手を振ってよこした。


「大丈夫か、崇のヤツ…」


　和彦は走り去っていく車を見ながら心配そうに呟つぶやいたが、経験値を増やしたいというのは崇の望みだったし、まったく知らない男をナンパしてコトに至るより、知り合いの男の方が安全かもしれないと思い直すことにした。


　遊んでそうな男だったけれど、経験値を増やすのが目的ならそういう男の方が後あと腐くされがなくてかえっていいかもしれない。


「オイ」


　和彦がそんなふうに納得していると、背後から肩かたをグイッと摑つかまれた。


　誰だれだと思って振り返ると、そこには意外な人物がものすごい形相で立っていた。


「小沢!?　なんでここにいるんだ？」


　偶然にしては出来過ぎている状じよう況きように、和彦は驚いたように問いかける。


「修さん、ドコに崇を連れてったんだ？」


　しかし尚之は和彦の問いに答える余よ裕ゆうもなく、崇の行方ゆくえを尋たずねた。


　それもそのはず、昼休みに崇が言っていたことが気になった尚之は、放課後ずっと崇と和彦の後をつけていたのだ。


「なに、お前もあの人と知り合いなん？」


　修の名前を知っている尚之に、和彦は意外そうに聞いた。


「そんなことはどうでもいい、早く二人の行き先を教えてくれ！」


　肝かん心じんの答えを言わない和彦に、尚之は少しイライラしたような口調で詰つめ寄る。


「オイオイ、それが人にものを頼むときの態度かよ」


　完全に冷静さを失っている尚之に、和彦は意地悪い口調で文句を言った。


　クールな学年一の優等生の取り乱した姿なんてなかなか拝めるモノではない。


「すまない。俺も余裕がないんだ」


　自分の失態に気づいた尚之は、冷静さを装って和彦に謝罪する。


「小沢は崇のことが好きなんだよな？」


　そんな尚之に感心した和彦は、尚之をからかうのをやめて真剣にそれを聞いた。


「あぁ」


　すると尚之はためらうことなくハッキリ頷いた。


　美しい顔立ちとクールな表情からは想像もつかないくらい強い意思の瞳ひとみに、和彦は思わずドキッとする。


　こんなのに真剣に迫せまられたら、ウブな崇はひとたまりもないだろう。


「だったらピンチかもな。さっきの人、自分ちに崇を連れ込んでイロイロ教えちゃうみたいだぜ？」


　崇がどこまで覚かく悟ごしているのかはわからないが、少なくとも尚之にとって望まない展開になりそうなことを和彦は教えてやる。


「イ、イロイロってなんだ!?」


　とたんに尚之は思いっきり動どう揺ようしたような声を出した。


「なにって俺が知るかよ。お前が崇にしたようなことと同じじゃねーの？　崇も経験値増やしたいとか言ってたしな」


　和彦は肩をすくめると、そんなふうに答えた。


　少なくともエッチに関係があることだろうし、本人に自覚はなくとも崇の貞てい操そうはピンチに違ちがいないと和彦は思っている。


「そんな…」


　修の手の早さを知っている尚之は、最悪の展開を想像して絶句した。


「なんかとっちらかってるみたいだけど、崇は自分の気持ちもよくわかんないくらいガキなんだからさぁ、お前がうまくコントロールしてやれよな」


　絶句したまま青ざめている尚之に、和彦は崇の親友として助言してやる。


　クラスの連中から崇の身を守ってきてやった和彦の独断と偏へん見けんでいうと、ルックスも抜ばつ群ぐんだし崇を真しん剣けんに想おもっている尚之になら、可愛かわいい崇を任せてやってもいいような気がする。


　しかしお互たがい素直じゃないというか、きちんと気持ちを確かめないから今回のようなことになるのだ。


　和彦の目から見たら崇は完全に尚之に夢中になっているように見えた。


　ただ自分でもよくわかっていないニブチンな崇を強引に振り向かせるくらいでないと、崇の恋こい人びとにはなれないだろう。


「どういう意味だ？」


「小沢って頭いいんだろ？　そんくらい自分で考えやがれ」


　首を傾かしげる尚之に、和彦は肩をすくめてケッと吐はき捨てた。


「とりあえず今は、早く二人を追いかけた方がいいんでないの？」


　シブーイ顔を作る尚之に、和彦は修の車が走り去っていった方向を指さしながら、さしあたってやるべきことを提案する。


「そうしたいのはやまやまだが、俺も修さんの家がどこなのか知らないんだ…」


　すると尚之はますます渋しぶい表情を作りながら、追いかけるにもどこをどう追いかけたらいいのかわからないというトホホな事実を告げた。


　それがわからなければどうにも手の打ちようがない。


「オイオイ、大だい丈じよう夫ぶかよ…」


　絶体絶命の大ピンチに肩を落としている尚之に、和彦は天を仰あおいで呟いた。











　その頃ころ、自分が尚之にそれほどの心配をかけているとは考えてもいない崇は、修の家に向かう車中でノンキにこれまでの尚之とのいきさつを修に話して聞かせていた。


「へぇ、尚之が崇にねぇ。まさかそういう展開になってるとは思わなかったな」


　ウブな崇にいつの間にか尚之が手を出していたと知った修は、感心したような声を出す。


「だろぉ？　俺もまさか尚之がホモだなんて思ってなかったもん」


　崇は自分も驚おどろいたというように頷うなずくと、胸にかかっているシートベルトを手でもてあそびながらため息混じりにそう言った。


　小沢家は兄弟揃そろってホモで、榎本家も父だけでなく自分もそうかもしれないなんて、ホモって遺伝するのかもなんてアホなことも考えてしまう。


「そっか、崇は知らなかったのか」


「修さんは知ってたの？」


　意外な修の言葉に、崇は大きく目を見開いて聞いた。


「まぁ、尚之にこの道を教えてやったのはこの俺だからな」


　すると修はさらなる驚きよう愕がくの事実を教えてやる。


「ウソォ!?」


「ホントホント」


　驚いたような声を出す崇に、修はニヤッと笑って相づちを打った。


　尚之がまだ中学生で、今よりずっと小こ柄がらで可愛かった頃、修は自分の性せい癖へきに悩なやんでいた尚之の相談に乗ってやりながら、ちょっとしたイタズラをしてしまったという過去がある。


　それ以来かなり尚之には警けい戒かい心をもたれてしまっているが、修にはとってもオイシー思い出だった。


「じゃあさ、俺にはもっとスゴイこと教えてよ！」


　二人の間にそんないきさつがあるとは想像もつかない崇は、我ながらナイスアイデアと言わんばかりに目を輝かがやかせて修にそれを頼たのんだ。


「いいよー」


　自ら望んでオオカミの懐ふところに飛び込んできたウサギちゃんに修は内心ほくそ笑む。


　尚之にしたことよりもっとスゴイことだなんて、無知な崇にどんなことを仕込んでやろうかと考えるだけで楽しかった。


「やった！　これで俺も尚之にバカにされなくてすむぜ！」


　修がなにを企たくらんでいるのか知らない崇は、単純に尚之を見返してやれることを喜んでいる。


「よし、着いたぞ」


　自宅マンションの地下駐ちゆう車しや場じように車をとめた修は、崇に車から降りるように促うながした。


「わー、けっこうイイトコ住んでんだね」


　想像よりずっと高級そうなマンションに住んでいる修に、崇は感心したような声を出す。


　洒落しやれたコンクリートの外観も、広くてキレイなエレベーターも、二十代の独身サラリーマンのイメージとマッチしない。


「あぁ、恋人と一いつ緒しよに住んでるからな」


　修はやってきたエレベーターに崇と一緒に乗り込みながら、自分が恋人と同どう棲せいしてることを教えてやった。


「そーなの？」


「男二人の稼かせぎがありゃこんくらいのトコには住めるさ」


　首を傾げる崇に、修は片目をつぶってそう言った。


　六階でエレベーターを降りた修のあとについてエントランスを歩いていくと、突つき当たりに吉沢・小こ山やまとローマ字で二つの名字が書かれた表札の玄げん関かんがあった。


「ただいまー。入れよ」


　鍵かぎを開けた修は部屋の奥おくに向かって声をかけてから、崇を部屋の中に招き入れる。


「おじゃましまーす」


　崇は一応一声かけてから靴くつを脱ぬいだ。


「おかえり修。なに、誰だれソイツ？」


　修の声を聞きつけて奥のリビングから小柄で童顔な男がでてきた。


「ただいま惣そう一いち。コイツは会社の先せん輩ぱいの息むす子こさん。な、崇」


　不ふ審しんそうに崇を見ている惣一にチュッとただいまのキスをしてから、修は崇のことをそんなふうに紹しよう介かいした。


「ウン、ハイ…」


　崇は目の前で見せられた修と惣一のキスにドキドキしながらコクンと頷く。


　一度覗のぞいてしまったことはあるが、父と友之は崇や尚之に遠えん慮りよがあるのか家でこんな自然なカンジでキスをしたりしない。


「これ、俺の恋人の惣一」


　修は堂々と惣一を恋人だと紹介する。


　惣一という男は修と一緒にこのマンションを借りているくらいだから、ある程度収入のある社会人だとは思うが、まだ学生といっても通じてしまいそうなくらい子供っぽく見えた。


　クリッとして大きなタレ目が印象的で、柔やわらかそうな茶色の髪かみも熟れたサクランボのような唇くちびるもすごく愛らしい。どうやら修はとてもメンクイのようだ。


「はじめまして」


　修に紹介された惣一は意外なほど人ひと懐なつっこい笑顔で崇を見た。


「あ、はじめまして…」


「そんなにキンチョーすんなよ、可愛かわいいなぁ」


　恐縮したように頭を下げた崇に、惣一はクスッと笑いながら言ってやる。


　可愛い男に可愛いと言われてしまった崇は、ますます緊きん張ちようして視線を泳がせた。


　崇もクラスの連中には可愛がられているが、見た目生意気で子供っぽいところが魅み力りよくの崇に比べて、惣一はルックスだけ見ると非の打ち所がないくらい可愛らしい。


「今日は崇にお勉強会を開いてやるんだよ」


　修はそんな崇を安心させるようにくしゃくしゃと頭を撫なでてやりながら、崇を連れてきた目的を惣一に告げた。


「お勉強会？」


「いろいろエッチなコトとか教えて欲しいんだよなー？」


　惣一が首を傾げると、修は冗じよう談だんめかした口調で崇に相づちを求める。


「そっな、俺…」


　初対面の相手に恥はずかしいことを知られてしまった崇は、カァッと赤くなってうつむいた。


「なんだ、そっちの勉強か。修が教えられるのはそんくらいだもんな」


　しかし見かけによらず案外フランクな惣一は、屈くつ託たくなく笑いながら修をからかうように言った。


「どーせ俺は頭ワリーよ」


　修はわざと渋しぶい表情を作って、ネクタイを外しながら惣一に鞄かばんを手て渡わたす。


「んじゃとりあえず俺は風ふ呂ろ入ってくっから、お前は崇の相手しててやってくれよ。くれぐれも崇に手を出すんじゃないぞ」


　さらに着ていたスーツの上着も脱ぎながら、修はそう言いつけてバスルームの方に歩いていく。


「オッケー、来いよ」


　修がバスルームに消えると、惣一はアゴをしゃくって崇をリビングに招き入れた。


　初対面の男と二人きりになった崇はかなり不安を覚えたが、ニコニコと人懐っこい笑顔に背中を押おされてリビングのソファに座る。


「崇って高校生？」


　自分も斜ななめ横の一人掛がけソファに座った惣一は、好奇心で目を輝かせながらそう聞いた。


「そーです」


「そりゃ一番エッチに興味ある年頃だよなぁ」


　コクンと頷く崇に納得したように言いながら、惣一は頭の後ろで手を組んだ。


　自分も崇くらいの年頃の時は性のことでいろいろ悩んだり、新しいコトを覚えるのが楽しくて仕方なかった。


「そんなんじゃないですよっ！」


　勝手に高校時代の自分と崇を重ね合わせている惣一に、崇は焦あせったように首を振ふる。


「俺はただ、いけ好かないと思ってたヤツに告白されて、エッチなこともされて、全然イヤじゃないっていうか気持ちよくて…」


「その相手のこと好きになっちゃったってコト？」


　なんとか自分のコトをわかってもらおうと複雑な胸の内を語りだした崇に、惣一は可愛らしく小首を傾げながら聞いた。


「わかんないんです。だから、ソイツ以外でもその気になるのかどうか試してみたくて…」


　惣一の問いに崇はうつむき加減で経験を増やしたいと思っている本当の理由を話す。


「それに、経験がほとんどないってバカにされたから」


「なるほどねぇ。それで他ほかのヤツともエッチしようって思ったワケか」


　恥ずかしそうに話す崇に、惣一は納得したように頷うなずきながら呟つぶやいた。


　崇の悩みは二十代半ばの惣一にしてみたら、思春期特有の本当に可愛らしいモノで自分がなんとかしてやりたいと思ってしまう。


「……なんならその気になるか試してみる？」


　崇の力になってやろうと心に決めた惣一は、しばらく考え込んだあげくとんでもない提案をしてくる。


「試すってなにを…？」


　よくない雰ふん囲い気きを感じ取った崇は、オソルオソル惣一に尋たずねた。


「だから、俺が相手でもその気になるのかだよ」


　察しの悪い崇に惣一はあっさり答えると、崇が座っている二人掛けのソファに移動してピタッと体をよせる。


「惣一さんには修さんがいるじゃん！」


「修だって納得してんだろ？」


　ギョッとしたように反論する崇に惣一は不思議そうに首を傾かしげると、崇の股こ間かんをズボンの上から触さわって反応を確かめるように遠慮なく揉もんだ。


「ちょっ、触んないでくれよぉ」


　直接的な刺し激げきに慌あわてた崇は、ジタバタと暴れてソファから落ちながらもなんとか惣一の手から逃のがれた。


　体格の違ちがう尚之にされたときと違って、小柄な惣一が相手ならムリヤリという展開にはならない。


「なに騒さわいでるんだ？」


　そこにタイミングよくというか悪くというか、風呂からあがってきた修が上半身裸はだかのままタオルで頭を拭ふきながらリビングに入ってきた。


「修さん！　よかったぁ！」


　恋こい人びとのいる前で惣一が自分に悪さをすることもないだろうと思った崇は、心底ホッとしたような声をだす。


「ちょうどよかった。コイツ、修が一いつ緒しよじゃないとヤダなんて言うからさー」


　しかし惣一は崇の言い分を変に誤解して肩かたをすくめながら修にそう言った。


「ウソだよ！　そんなこと言ってないってば！」


　崇は慌ててその言葉を否定する。惣一の言い方ではまるで自分が修とソウイウコトをしたいと言ってると誤解されかねない。


「俺おれやっぱ帰る！　こんな経験いらないよ！」


　身の危険を感じた崇はスクッと立ち上がってリビングを出ていこうとした。


「タカシー、お前自分の方から経験したいって頼たのんできたこと忘れてないか？」


　けれどすっかりその気になってる修に腕うでを摑つかまれて引き留められてしまう。


「なんで？　二人とも恋人いるのになんで俺にこんなコトするんだよ!?」


　恋人とは唯ゆい一いつ無二の存在だと思っている崇は、納得がいかないというように涙なみだ目めで修に訴うつたえた。


「たまにはこういうのも刺激的でいいよな？」


「ウン、崇って可愛いしな。俺気に入っちゃった」


　修に問いかけられた惣一は、ニッコリ笑って問題ないというように答える。


「ウソ…」


　あっさり言い切られてしまった崇は反論の言葉をなくして呆ぼう然ぜんとした。


「抵てい抗こうされると面めん倒どうだから、後ろ手に縛しばっちゃえよ」


　惣一は先ほどの崇の抵抗を思いだして、腕を摑んでいる修にそんな恐おそろしい提案をする。


　可愛い顔をしてサラッと恐ろしいことを言う惣一に崇はゾッとした。


「いいよ」


　しかも修は軽い調子で返事をすると、頭を拭いていたタオルを使って崇の両腕を背中でクロスさせるように縛りあげてしまった。


「イタッ、ヤメろよぉ！」


　腕の自由を奪うばわれた崇は顔をゆがめて苦痛を訴える。


「痛がってる表情もそそるな。キスしちゃお」


　惣一は修に捕つかまえられている崇のところまでやってくると、楽しそうにチュッと軽くキスをした。


「くっ…ヤ……ッ」


　さらにペロッと舐なめて唇を開くように促うながされたが、崇は必死で唇を固く結んで深いキスを拒こばんだ。


「崇ぃ、男ナンパしてエッチするつもりだったんだろ？　なんで今さら嫌いやがるんだよ？」


　チェリーならともかく、自分から経験値を増やしたいと頼んできたくせに、今さら往生際悪く抵抗する崇に修は不思議そうに聞く。


「尚之以外でもその気になるのか試してみたかっただけだもん！　修さんは俺が嫌がれば無理強いしないって…」


　崇のそれは、単に尚之への対抗心からきているといっても過言ではなかった。それがまさかこんなふうに二人掛かりで、しかも縛られてコトを強制させられてしまうなんて想像もしていなかった。


「考えが甘あまいんだよ。ココはひとつ、男の怖こわさを教えといてやった方がいいんでないの？」


　なおも抵抗を続ける崇に、惣一は冗じよう談だんめかして提案する。


「そうだな」


　修は思いっきり頷くと、崇をソファに押し倒たおしてスボンのベルトに手をかけた。


「わっ！　ダメだよ！」


　崇はブンブンと首を横に振ったが、後ろ手に縛られているのでロクな抵抗もできない。


「大だい丈じよう夫ぶだって、別にヒドイコトしようってんじゃないからさ」


　泣きそうな顔をしている崇の顔をヒョイッとのぞき込んで、惣一は安心させるように甘い口調で言った。


「そうそう、気持ちよくしてやるだけだから」


　修も惣一の言葉に相づちを打ちながら、崇のズボンに手をかけてパンツと一緒にスルリと脱ぬがせてしまう。


　下半身を裸に剝むかれた崇は羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくで二人からフイッと目を逸そらした。


「どーする？　とりあえず一回イかせてその気にさせるか？」


　修はまったく反応を示していない崇の分身に手をのばすと、フニャフニャのソレを弄もてあそびながら惣一に聞いた。


「いいよ。そんじゃ俺が舐めてやろっか？」


　修の言葉に惣一はニッコリ頷くと、自ら口での奉ほう仕しを申し出る。


「ヤダッヤダァッ！」


　崇はなんとかそれだけはカンベンしてもらおうと、膝ひざを丸めて惣一から股間を隠かくした。


「なんで？　惣一はフェラ上手うまいぞ？」


「そういう問題じゃない！」


　遠えん慮りよするなというように言われて、崇は思わずガーッと怒ど鳴なり返す。


「もー、暴れるなって！　修、足押さえといてくれよ」


　なおもジタバタと暴れる崇に、惣一はイライラしたような口調で修に指示を出した。


「わかったよ。ほら崇、コッチきな」


　修はソファに座って崇を後ろから抱だきかかえると、膝の後ろに手を入れてパカッと開いて子供におしっこをさせるような格好で両足を大きく開いてしまった。


「ヤ……」


　思いっきり惣一に向かって股間を開くようなポーズに、崇は顔を真まっ赤かにしてうつむく。


「エッチなカッコだな」


「ヤダってばぁ！」


　さらに露あらわになった性器をマジマジと見つめながら羞恥を煽あおるようなことを言われて、崇は泣きそうになりながらブンブン首を振った。


「ヤダなんて、可愛かわいいことも言えるんじゃん。あ、こっちも可愛いな」


　縮こまっている分身を揶や揄ゆされた崇は、とうとうボロボロと泣き出してしまう。


「泣くなよ崇。俺も惣一もお前のこと可愛がってやりたいだけなんだからさ」


　修はそんな崇を慰なぐさめるように優しい口調で言いながら頭を撫なでた。


「うっ…ひっく…」


　優しくはしてくれてもやめてくれる気は更さら々さらなさそうな二人に、崇はあきらめにも似た感情に支配される。


「気持ちよくしてやるから泣きやんでくれよな」


　惣一は嗚お咽えつを漏もらしている崇の股間に顔を埋うめると、縮こまって震ふるえているナニを指で摘つまんでネットリと舌を這はわせた。


「あっ…やぁ…」


　熱い舌の感かん触しよくに、崇はビクッと体を硬こう直ちよくさせる。


　しかし萎い縮しゆくしているソレを舐められても快感が走ることはなかった。


「おっかしーな、なかなか元気になんねーよ」


　なかなか立ち上がらないソレに業を煮にやした惣一は不満そうな声を出す。


　せっかく自じ慢まんのテクを駆く使しして奉仕してやっているというのに、気持ちよくなってもらえないんじゃ意味がない。


「インポじゃないよな？」


　自分のテクに絶対の自信を持っている惣一は、納得いかないというように聞いてくる。


「うっ…も、ヤメ…」


　そんな惣一と目があった崇は必死で懇こん願がんするような視線を向けた。


「そんなにやめて欲しい？」


　不思議そうに聞いてくる惣一に、崇は何度も大きく頷く。


「だったら、俺のしゃぶってくれる？」


　惣一はしばらく何事か思案してから、そんな交こう換かん条件を出してきた。


「え……？」


「俺をイかせることができたら許してやるよ」


　言われた意味がわからなくて泣き濡ぬれた目をパチクリさせている崇に、惣一はわかりやすく説明してやる。


「デ、キな…」


　けれど尚之にさえそれをしたことがない崇は、情けない顔をして首を横に振ふる。


「あー？　なんでだよ？」


　せっかくの譲じよう歩ほ案を拒きよ否ひする崇に、惣一は気にいらなさそうな声で聞いた。


「しっ…たこと、ないも…」


「へー、尚之にも？」


　泣きながら経験がないことを白状する崇に、修も予想外だというように尋たずねる。


　崇はなんとか許してもらおうと、縋すがるような気持ちで頷うなずいた。


「だったらなおさらしてもらわなくっちゃな」


　しかしそれは逆効果だったようで、惣一はますますその気になってしまう。


「ヤダ…」


　他ほかに逃のがれる術すべはないとわかっていても崇はどうしてもそれを了りよう承しようできない。


　惣一にするくらいだったら尚之にしてやった方が全然マシなのに、なにがどう間ま違ちがってこんな状じよう況きように陥おちいってしまったのか、崇は後こう悔かいしてもしきれなかった。


　尚之にされるのならキスもエッチもイヤじゃなかったし、むしろ心地よくてドキドキしたけど、それがすごく特別だということに崇はようやく気づいたのだ。


　こんなのっぴきならない状況になって気づいても遅おそいかもしれないが、どうしても尚之以外の男に口での奉仕なんてしたくない。


「お勉強にきたんだろ？　フェラのひとつくらい覚えて帰れよ」


　そんな崇の心中など知る由もない修は、言い聞かせるような口調で惣一への奉仕を促うながす。


「ほら、口開けな」


　それでも首を横に振る崇に、惣一は自身のズボンのファスナーを下ろして中からイチモツをとりだした。


「う～ッ」


　口元にあてがわれたソレを舐めるように促されても、崇は唸うなりながら首を左右に振って固く唇くちびるを閉ざす。


「強情だなぁ」


　修は半分呆あきれたように呟つぶやくと、崇の小さいけど形のいい鼻をキュッとつまんだ。


「んっ…ぐぅ…ッ」


　口を閉じている上に鼻までつままれてしまっては、当然呼吸ができなくなってしまう。


　ようするに崇が苦しくなって口を開いたところで、惣一がナニを突つっ込めばいいのだ。いくら惣一のモノを銜くわえるのがイヤでも、崇にだって息を止めている時間には限界があった。


「観念しろよ」


　苦しそうな表情を浮うかべる崇に修は甘あまったるい声で囁ささやいた。


　だんだん朦もう朧ろうとしてきた頭の中で、崇は無意識に尚之の顔を思い浮かべる。今だったら素直になれるのに、想おもいを伝えることもできないまま他の男に奉仕させられてしまうのが悔くやしかった。


　限界を感じた崇が観念して口を開こうとしたとき、ピンポーンというインターフォンの音がリビングに鳴り響ひびく。


「どうする？」


「出るよ」


　惣一に問いかけられた修はいったん崇の体を解放してやると、インターフォンに向かって歩いていった。


「はぁッ…うっ…ゲホッ！　ウェホッ！」


　間かん一いつ髪ぱつのところで呼吸が自由になった崇は、咽むせこむように息を吸い込んだ。


「ハイ」


『宅急便です』


　修がインターフォンの受話器をあげると、用件を告げる低い男の声がする。


「わかりました。宅急便だってよ。声出せないように、崇の口塞ふさいどいてくれ」


　訪問者に返事をして受話器を置いた修は、惣一にそんな指示を出すと前あきのシャツを羽織って玄げん関かんの方に歩いていった。


「オッケー」


　惣一は軽い調子で返事をすると、人差し指を唇に当ててシーッとやってから崇の口を小さな掌てのひらで塞いだ。


「ん～っ！　むぅ～ッ！」


「オイ、おとなしくしてろって！」


　それでも来訪者に助けを求めて大声を出そうとする崇を惣一は慌あわててたしなめる。


　いったんはピンチを逃れたが、ここで助けてもらうことができなければまた同じコトの繰くり返しだ。崇はなんとか惣一の手から逃れようと、拘こう束そくされた体で必死にもがいた。


　リビングで惣一が崇を押おさえるのに苦労しているとも知らず、楽しみを中断させられた修はさっさと用件を済ませてしまおうと、だらしなく前をはだけたまま玄関のドアロックを外した。


「ハイ、ご苦労様で…尚之!?」


　しかし何気なくドアを開けた修が見たのは、そこに来るはずがない人物だった。


「崇が中にいるんだろ？」


　尚之は挨あい拶さつをすることもなく素す早ばやく修を押しのけて玄関の中に身を入れると、驚おどろきに目を見開いた修に恐おそろしいほど低い声で問いかける。


　尚之は修の自宅を知らないはずだし、ましてや崇を連れ込んでイタズラをしているのがどこでバレたのか皆かい目もく見当もつかなかった。


「落ち着けよ、小沢」


　勇み立つ尚之をたしなめるように声をかけた和彦に、修はコトの成り行きを悟さとる。


「君はさっきの…」


　尚之の後ろで心配そうな顔をしている人物は、先ほど崇と一いつ緒しよにいたクラスメイトの少年だった。


　ようするに友人の危機を察した和彦経由で、尚之にも情報が伝わったのだろう。


「どぉも」


　渋しぶい表情をしている修にどういう反応をしていいのかわからない和彦は、とりあえずペコッと頭を下げた。


「修さん、崇を返してくれないか？」


　バツの悪そうな顔をしている修に、尚之は逸はやる気持ちを押し殺してそう言った。


　上半身裸はだかで玄関に出てきた修に、鈍どん感かんで無防備な崇が既すでに手込めにされてしまっているのではないかと思うと気が気ではない。


　和彦から崇が向かったのは修の家だと聞いた尚之は、修の自宅を知っている兄に電話をして、なにが起こっているのか説明を求められても黙だまってるかわりに、自分がちゃんと家に帰るという交換条件で修の自宅を聞きだしたのだ。


「なんの話だ？　崇は自分から俺についてきたんだぜ？」


　焦あせりの色を浮かべる尚之に、修は肩かたをすくめて主張する。


　正々堂々と名前を名乗ったらドアを開けてやらなかったかもしれないが、宅急便を装うような手を使われたことも、まんまと引っかかってしまったのもおもしろくなくて、修は簡単に崇を返してやらないことにした。


「それは……」


　崇がこの家にいることは確実だが、合意のうえでコトに及およんでいると言われてしまっては、いくら尚之でも邪じや魔まをすることはできない。


「イッテ―――ッ！」


　修の言い分に尚之が言葉に詰つまっていると、奥おくのリビングの方から崇のモノではない男の悲鳴が聞こえてきた。


「!?」


　明らかに尋じん常じようではない奥の様子に、尚之は居ても立ってもいられず修を振り切って家の中にあがりこんだ。


「あ、オイ、待てよっ！」


　和彦も慌てて尚之の後を追ってリビングに向かった。


　玄関に残された修は額を押さえてため息をついた。せっかく楽しんでいたのに、これ以上崇へのイタズラができなくなってしまったのは口くち惜おしい。


「なにすんだよ！」


　リビングでは口を押さえていた手を崇に思いっきり嚙かみつかれた惣一が、ヒステリックに叫さけびながらクッキリ歯形がついてしまった指を押さえて地じ団だん駄だを踏んでいた。


「崇!!」


　そこに大声で崇の名前を呼びながら、尚之と和彦がリビングに入ってきた。


「尚之！　和彦ぉ！」


　絶体絶命のピンチに現れた頼たのもしい二人に、崇は助けを求めるように名前を叫んだ。


　まさか来訪者が自分の味方だとは思っていなかっただけに、嬉うれしくて嬉しくて涙なみだがダァーッと溢あふれる。


「アチャー」


　クラスの連中にはとても見せられないような、縛しばられて下半身を剝むきだしたままソファに転がされている崇を見て、和彦は思わず手で顔を覆おおった。


　尚之に至ってはあまりのショックに言葉が出ないほどだ。


「誰だれだオマエら！」


　突とつ然ぜん乱入してきた二人に、苦痛に顔を歪ゆがめている惣一はイライラしたように怒ど鳴なる。


「お前こそ、俺の崇になにやってるんだっ!?」


　修だけではなく見ず知らずの男の存在に怒いかりが沸ふつ点てんに達した尚之は、思わずそんなふうに怒鳴り返した。


　いつも冷静で激げつ昂こうするコトなんてほとんどない尚之の怒鳴り声に、崇は驚いて目を見開く。


　しかも「俺の崇」なんてセリフがごく自然にでてくるから、崇はこんな状じよう況きようにもかかわらず胸をトキメかせてしまった。


「えっ？」


「惣一、ゲームオーバーだ。崇を放してやれ」


　自分たちのイタズラが失敗に終わったことを理解できずにいる惣一に、リビングに戻もどってきた修が肩をすくめながら告げる。


「ドウイウコト？」


　状況が飲み込めていない惣一は、頭に大きなクエスチョンマークを浮かべながら呟つぶやいた。


「崇…」


　急いで崇の元に駆かけ寄った尚之は、崇の腕うでを拘束しているタオルを解いてやる。


　和彦は二人に遠えん慮りよして、遠巻きにその様子を眺ながめるにとどまった。崇だって友達に間近で恥はずかしい姿を見られたくないだろうし、尚之も和彦には見せたくないだろう。


「ふぇっ…う～」


　ようやく自由になった崇は、安あん堵どから尚之にしがみついて泣き出した。縛られていた腕がヒリヒリ痛い。


「こわ…かったよー」


「もう大だい丈じよう夫ぶだ…」


　ヒシッと自分にしがみついてくる崇の頭を撫なでてやりながら、尚之は安心させるように言い聞かせる。


　崇はコクコクと頷うなずいて、尚之の胸に顔を埋うめた。


　どうして尚之たちが自分を助けに来てくれたのかという謎なぞより、今はとにかく修と惣一の魔の手から逃のがれられたことが嬉しい。


「言っとくけど、まだなんもしてないぜ？」


　大おお袈げ裟さに抱だき合う尚之と崇に、修は呆あきれたように言い捨てた。


「ウソだ！」


　まったく罪の意識のなさそうな修の言葉に、崇は泣きながら文句を言う。


　修からすればただちょっと縛ったくらいで自分はなんにもいい思いをしてない。それでも崇はこれ以上ないというくらいの恐きよう怖ふと羞しゆう恥ちを味わったのだ。


「オイオイ崇、お前の方からイロイロ教えてくれって頼んできたんだろ？　なんで俺が責められなくちゃなんないんだよ？」


　その辺は価値観の差というヤツだが、修はキッパリと自分の正当性を主張する。


「だって…」


「修さんの常識でモノを言わないでくれ」


　反論の言葉をなくした崇に助け船を出すように、尚之はキッと修を睨にらんで言い放った。


　軽い気持ちでホイホイ修についていった崇にも問題はあるが、修のやり方はいかんせん質たちが悪すぎる。


「悪いけど崇は連れて帰るから。金輪際崇にちょっとでも手を出したら俺が承知しない…」


　本当は一発くらい殴なぐってやりたい気持ちを必死で押さえながら、尚之は修を牽けん制せいするようにそう宣言した。


「スゲ、格好いい」


　真しん剣けんな眼まな差ざしで修を睨みつける美形の尚之はさながら崇のナイトのようで、惣一は思わず乙おと女めのような感想を漏らす。


「わかったよ。でも尚之がちゃんと躾しつけておかないから崇がこんな目に遭あうんだぜ？」


　修は尚之の言葉に相づちを打ちながらも、自ら危険の中に飛び込んできた崇に忠告をしてやる。


「それは、これから言い聞かせる」


　修の言うことはもっともで、尚之は大きく頷いてため息をついた。


　そして床ゆかに散らかっている服を拾うと、まだ文句を言いたそうに泣いている崇に着せてやってから、和彦と共に修の家をあとにした。


「あー、行っちゃった…」


　三人が帰っていく後ろ姿を、惣一はつまらなそうに指を銜くわえて見ていた。


　せっかく面おも白しろい遊びができそうだったのに、すっかりオアズケを喰くらった気分だ。


「そんな残念がるなよ。俺が相手してやるから」


　口を尖とがらせている惣一を慰なぐさめるように、修は苦笑いしながらポンと胸を叩たたいた。欲求不満なのは惣一だけではない。


「サービスしろよ？」


　とたんに浮ふ上じようした惣一は、修にギュッと抱きついてチュッと唇くちびるをあわせた。











　和彦と別れて家に帰ってきた崇は、尚之の部屋に連れ込まれて修にノコノコついていったことをさんざん咎とがめられた。


　危機一いつ髪ぱつのところを助けてくれたときには本当に格好良く思えたのだが、クドクドと説教をする尚之にいいかげん辟へき易えきしてしまう。


　せっかく素直になろうと思っていたのに、これでは助けにきてくれた礼を言うことも謝ることもできやしない。


「言い訳があるなら聞いてやるぞ？」


　ふてくされたように口を尖らせている崇に、尚之は厳しい表情で問いかけた。


「なんで俺が尚之に言い訳しなくちゃなんないんだよ」


　イケナイとは思いつつ、崇はプイッと横を向いて可愛かわいげのないことを言ってしまう。


「あのまま修さんたちにヤられてた方がよかったのか？」


　さっきまでめそめそ泣いていたくせに、まったく反省の色が見えない崇に尚之は眉まゆをひそめて嫌いや味みっぽく聞いた。


「だって、お前が悪いんじゃんか！」


　どう考えてもそうじゃないことはわかっているくせにわざとらしく言う尚之に、崇はムッとしながら責任を尚之に擦なすりつける。


「尚之がはじめての味が忘れられないだけなんて言うから、俺は…そうじゃないって、いっぱいしなくちゃって！」


　元はといえば、つきあってもいいと言った崇を冷たくあしらった尚之が悪いのだ。


　尚之にあんなことを言われなかったら、崇だってナンパをしようとも修にイロイロ教えてもらおうとも思わなかった。


「崇は誰だれとでもああいうことができるのか？」


　経験を増やすために、ナンパというお手軽な方法を選んだこと自体が間違っていると言わんばかりに、尚之は崇に軽けい蔑べつの眼差しを向ける。


「尚之とじゃなきゃイヤだったもん！」


　崇は尚之の辛しん辣らつな視線に泣きそうになりながらブルブルと首を振ふった。


　誰とでもどころか、女の子をナンパしようとしてもその気になれなかったし、修たちに手込めにされそうになったときも崇には嫌けん悪おしかなかった。


　必死で抵てい抗こうしながらようやく尚之だけが自分にとって特別な存在だと気づいたのだ。


「どうして？　別に俺のことを好きなわけじゃないんだろ？」


　そんないきさつを知らない尚之は、おかしなことを言う崇に眉をひそめる。


　尚之のことが好きだというなら別だが、理由もわからないまま自分だけが特別だと言われても単純に喜ぶことはできない。


「わかんないよ、でも他ほかのヤツはヤダって…」


　率直に聞かれた崇は、なんと言っていいのかわからず小さな声で曖あい昧まいに答えた。


　尚之は特別な存在だし、真剣な眼差しに見つめられるとすごくドキドキする。けどそれが尚之を好きということになるのか崇にはよくわからなかった。


「本当にわからないのか？　俺は崇の気持ちが知りたいんだ…」


　わからないということに逃にげて、自分の気持ちと正面から向き合おうとしない崇を、尚之はまっすぐ見つめて答えを促うながす。


　崇が自分のことを好きだという確証があるわけではない。


　けれどこのまま中ちゆう途と半はん端ぱに期待しながら一いつ緒しよに暮らすより、どんな答えでも崇の本音を聞き出したかった。


「崇のことが好きだから、崇にも俺のことを好きになってもらいたい。体だけじゃなくて、心も全部欲しいんだ」


　情熱的に想おもいを告げる尚之に、崇の胸が甘あまく痺しびれる。


　ふだんはクールな印象がある尚之のこんな一面は、崇の感情をもかき乱す。


「ぜ…んぶ？」


「あぁ、俺は心も体も全部崇に夢中だからな」


　ドキドキしながら小首を傾かしげる崇に大きく頷くと、尚之はさらに熱っぽく囁ささやいた。


「尚之…」


　その熱は崇にも伝染して、顔がポオッと赤くなってしまう。


　尚之に強く真剣に想われているということがすごく嬉うれしくて、くすぐったいような幸せな気分になる。


「なんか俺、メチャクチャ嬉しいみたい…」


　崇は自分が感じたことを、素直に言葉にして尚之に伝えた。


「どうして？」


「んと、尚之に好きって言ってもらったから」


　さらにその理由を尋たずねられて、崇は照れくさそうに答える。


「俺おれに好かれてるとどうして嬉しいんだ？」


　けれど尚之はそれだけでは納得してやらず、もっと明白な答えを要求した。


　嫌きらいじゃない相手に好きだと言われて嬉しいのは当たり前で、尚之の想いに応こたえていることにはならない。


「…なんかドキドキして、キューンてなる」


　難しいことを聞かれた崇は、少し考えてから胸に手を当ててそんなふうに説明した。


「だからそれはどうしてだ？」


　あまりにも抽ちゆう象しよう的てきな説明に、尚之は困ったように笑いながらさらに決定的な言葉を引き出そうとする。


　ドキドキはともかく、キューンというのは恋こい独特の甘い胸の痛み以外に考えられない。


「え？」


「まだわからないのか？」


　首を傾げる鈍どん感かんな崇に、尚之はわざとシブーイ表情を作ってその言葉を促した。


「俺も、尚之のことが好きだから…？」


　崇はまだハッキリとわからないのか、語ご尾びに疑問符ふをつけて尚之に確認する。


　その感情を認めてしまえば、切ない胸のドキドキも、尚之にだけキスやそれ以上のことをされてもイヤじゃないのも全すべてに納得がいく。


「俺に聞くなよ、崇の気持ちだろ？」


　自信なさそうに言う崇に助け船を出さず、尚之は崇自身が考えて辿たどり着いた結論を望んだ。


「わかんないよ、だって、こんな気持ちはじめてだもん…」


　上気した頰ほおを両手で挟はさみながら、崇は緊きん張ちようを解ほぐすようにフゥッと深いため息をついた。


　崇は今までこんなふうに誰かのことを好きになったことがない。


　はじめての感情に戸と惑まどって、胸が張り裂さけてしまいそうだった。


「ヤバイくらいドキドキする」


　すっごくドキドキして落ち着かないのに、全然イヤなカンジがしない。


　恋ってきっとこういうモンなんだろうなと素直に思うことができた。


「好きだよ、崇」


　崇がひとつの結論に辿り着いたとき、絶ぜつ妙みようのタイミングで尚之が自分の頰に手を添そえている崇に手を重ねると、至近距きよ離りで瞳ひとみを見つめながら甘く囁いた。


「ウン。俺も……スキ…」


　ドキドキが絶頂に達した崇はコクンと頷いて、小さな声でとうとうその言葉を口にする。


　そのとたん、胸だけでなく指先まで甘く痺れるような衝しよう撃げきが崇を襲おそった。パァッと明るい道が開けたように、尚之への想いがクリアになる。


「好きだ、好き！　わかった！」


　自覚したばかりの想いを確認するように、崇は目を輝かがやかせて元気よく告げた。


　切なく疼うずいていた感情が弾はじけて、ワクワクするような嬉しくて楽しい気持ちに変わる。


「ん？　わかってよかったな」


　今までウダウダしていたのがウソのようにストレートに感情をぶつけてくる崇に、尚之は逆に驚おどろいたように頷いた。


「なんかスッキリしたー」


　一度自覚してしまえば、どうして今までこんな簡単なことがわからなかったんだろうっていうくらい、崇にとってごく自然なことのように思えた。


　晴れ晴れとした顔をしている崇に尚之はちょっと面食らったが、ようやく崇に好きだと言ってもらえて嬉しくないはずがない。


　片思いだったときは、キスやそれ以上のことをしているときも、どこかに罪悪感があって虚むなしさを感じてたりもした。けれどこれからは正々堂々と求めることができるし、想いを共有することもできる。


「崇…」


　万感の思いを胸に崇の名前を囁いた尚之は、崇の両りよう肩かたに手を置くとゆっくり唇くちびるを近づけていった。崇もソッと目を閉じて尚之の唇の感かん触しよくを待つ。


「ん…」


　軽く触ふれあわせただけのキスだったが、気持ちの通じ合ったキスは今までにしたどのキスよりも甘く感じた。


　小さくため息をついた崇は、甘えるように尚之の胸に顔を埋うめる。


「俺、お前にキスされるのはじめからイヤじゃなかった…。それってはじめっから尚之のこと好きだったのかなぁ？」


　尚之の広い胸の暖かさを感じながら、崇はやっぱりよくわからないというように呟つぶやいた。


　もしそうだったら、ずいぶん時間を無む駄だにしたような気がする。


「さぁな。それよりお前って呼び方はなんとかしてくれ」


　けれど尚之には、崇の気持ちが手に入った今となっては、過ぎたことよりもこれからの二人の関係が大事だった。


「なんでそんなにイヤなんだ？」


　初対面のトキからやけにそのことにこだわっている尚之に、崇は不思議そうに聞く。


　崇にとってそれはごく当たり前に使う言葉で、癇かんに障さわることがないどころか気にとめたことすらなかった。


「崇にはそんな可愛かわいげのない呼び方して欲しくない」


「それだけ？」


　アホなことを大マジな顔をして言う尚之に、崇はますます首を傾げる。


「あぁ」


　他に特別な理由があるわけでもない尚之は大きく頷いた。


　尚之だって崇以外の人間にお前呼ばわりされても別になんとも思わない。そういう意味でも尚之にとって崇は特別な存在なのだ。


「じゃさ、もしまたお前とか言ったらキスしちゃう？」


　崇は顔を上げて尚之の表情をうかがいながら、冗じよう談だんめかしてそう聞いた。


「なんだ、して欲しいのか？」


　すると尚之は、クスッと笑って再び崇の唇を奪うばってやる。


　崇もそういうつもりで聞いたわけではなかったが、尚之に与あたえられるキスにはなんの異論もない。


　先ほどの触れるだけのキスと違って、今度は柔やわらかい崇の唇をついばむように何度も吸いついた。


　喘あえぐように薄うすく唇をあけた崇の口内に、尚之はスルリと舌を侵しん入にゆうさせる。


「んっ…ぅ」


　舌の裏をなぞられた崇は、ゾクッという感覚に驚いて尚之にギュッとしがみついた。


　さらに舌を絡からめたり甘く吸われたりすると、脳ミソが痺れたようにポーッとしてしまう。


「でも、崇がイヤがらないんじゃ意味ないな」


　さんざん崇の唇を貪むさぼってから唇を離はなした尚之は、目を潤うるませてウットリしている崇にクスッと笑いながらそう言った。


　からかわれていることはわかったけれど、崇は反論もせずに尚之の首に腕うでを回してギュッと抱だきついた。尚之のキスで胸がいっぱいで、憎にくまれ口を叩たたく余裕もない。


　しおらしい態度は崇らしくないが、それはそれですごく可愛いし愛いとおしい。


「で、改めてさっきの言い訳を聞いてやるぞ？」


　そんな崇の頭をヨシヨシと撫なでてやりながら、尚之は思いだしたように問いかけた。


「なにが？」


「自分からイロイロ教えて欲しいって言ったんだろ？　修さんとしてもいいと思ったのか？」


　とぼけているわけではなくすっかり済んだことだと思っている崇に、尚之はそこだけはハッキリさせておきたくて聞いた。


「チガッ…」


　話を蒸し返された崇は、ブルブルと首を横に振ふって否定する。


　尚之のことを好きだと自覚していなかったとはいえ、浮うわ気きを咎とがめられているみたいで居たたまれない。


「しかももう一人いたよな？」


　裸はだかで縛しばられていた崇の傍かたわらにいた小こ柄がらで童顔な男を思いだして、尚之は顔を歪ゆがめた。


「あの人は、修さんと一いつ緒しよに住んでる恋こい人びととかって…」


　なんの警けい戒かい心も持たず修についていったのは自分でも悪かったと思ってるけど、まさか惣一と二人がかりでエッチなことをされそうになるとは思ってなかったし、そのことで責められてはたまらない。


「ホントだよ、俺はすごく嫌いやだったのに縛られたり、舐なめられたり…」


　尚之にジトーッと睨にらまれて焦あせった崇は言わなくていいことまで思わず喋しやべってしまう。


　けどもしあのとき尚之と和彦が乱入してきてくれなかったら、もっとヒドイコトをされていたかもしれないのだ。そう考えると背筋がゾッとした。


「もし、縛られたり別の男がいなかったら、修さんと経験してもいいと思ってた？」


　口ごもる崇に、尚之は咎めるような口調でそう聞いた。


「縛られなくてもイヤだったよ！」


　まだ勘かん違ちがいをしている尚之に、崇は少し強い口調で否定する。


　たしかに経験値を増やしてやろうと思っていたのは事実だが、それは尚之以外の相手でもその気になるのか試してみたいという気持ちもあったのだ。


　いざそういうシチュエーションに陥おちいったとき、ようやく尚之以外の相手には嫌けん悪おしか感じないことがわかった。


「経験値増やさないとお前にバカにされると思ったから…あっ！」


　尚之にそのことを説明してやろうと思ったとき、崇は修が言っていたある重要な言葉を思いだした。


「そういえば、尚之も修さんにイロイロ教えてもらったんだろ？」


　修の家に向かう途と中ちゆうの車の中で尚之の過去を聞いて、崇は自分も修にもっとスゴイコトを教えてもらいたいと思ったのだ。


「そんなこと言ってたのか!?」


　崇の言葉を聞いた尚之は、思わずギョッとしたような顔をする。


「なんだよ、人のこと言えないじゃんか！」


「バカ、状じよう況きようが違う。俺はまだロクな知識もなかったガキの頃、修さんに性的なイタズラをされたんだよ」


　勝ち誇ほこったように言う崇に、尚之はイヤそうな顔をして思い出したくない過去を述べた。


　尚之がまだ中学生だった頃ころ、自分がゲイであるということに悩なやんでいたときに同じ性せい癖へきを持った修に出会って、わけがわからないままイロイロ教え込まれてしまったのだ。


　そんな過去から尚之は愛情のない体だけの関係をひどく虚むなしいと思うようになった。


「イタズラ？」


　思いがけない尚之の過去を聞いた崇は、驚いたように目をパチクリした。


「だから前に、修さんは手が早いから気をつけろって言っただろ？」


　尚之はフゥッとため息をつきながら、どうして自分が崇に注意を促うながしたのか教えてやる。


「あ……」


　かすかに記き憶おくが残っているが、そんな忠告はすっかり忘れていた。


　というより、そのとき尚之にされたキスの方が断然インパクトが強かったのだから、忘れていても仕方がないと言えるだろう。


「修さんたちにどこまでされた？」


　修はまだなにもしてないと言ってたが、どうしても気になる尚之は少し固い表情で崇にそう聞いた。


「どこって、縛られてアレ舐なめられただけだよ…」


　なんとも答えにくいことを聞かれた崇は、小さな声で正直に白状する。


「だけ？」


「惣一さんのも舐めろって言われたけど、ソレはどうしてもイヤだったからしなかったし…」


　崇はコクンと頷うなずいて、自分が必死で修に抵てい抗こうしたことを訴うつたえた。


「もし俺が舐めて欲しいって言ったらどうだ？」


　うつむいてしまった崇に、尚之はためすように聞いてみる。


「え？」


「やっぱりできないか」


　目を見開いて動どう揺ようの色を浮うかべる崇に、尚之は苦笑しながら肩かたをすくめた。


　尚之は別にソレを崇に強要したいわけではない。崇がせっかく尚之のコトを好きになってくれたのだから、ゆっくり時間をかけてその気になってくれるのを待つつもりだった。


「な、尚之がして欲しいんだったら…」


　けれど崇は覚かく悟ごを決めたように拳こぶしを握にぎって了りよう承しようの返事をする。


　はじめ尚之に好きだと告白されたとき、崇は自分がソレをすることに抵抗があって、告白されたこと自体はイヤじゃなかったのに断ったのだ。


　それくらい崇にとっては鬼き門もんとも言える行こう為いだけれど、好きならきっとできるはずだし乗り越こえたいと思った。


「いいのか？」


　尚之は思いがけない返事に、期待で胸を膨ふくらませながら聞き返す。


「ウン。でも上手うまくできないかも…」


　崇は小さくコクンと頷いて、言い訳のような言葉を口にする。


「それはかまわないさ。崇には俺がイチから教えてやるから」


　モチロンこの際上じよう手ず下へ手たは関係なかった。尚之は崇がソレをしてくれるというだけですごく嬉うれしいし、むしろなにも知らない崇を自分の手で仕込んでやれると思うとワクワクする。


「タメなのに、なんかそれもシャクだよな」


「他ほかで覚えられたらイヤだぞ？」


　口を尖とがらせて悔くやしそうにしている崇に、尚之は笑いながら変な意味ではないと教えてやる。


　崇としても他のヤツにしてやるつもりはないので、やり方は尚之に聞くしかなかった。


「えっと、俺が脱ぬがせた方がいい？」


「あぁ」


　さっそく実じつ践せんに移そうと聞いてくる崇に、尚之は目を細めて頷いた。


　期待と少しの緊きん張ちよう感。手探りでやり方を模も索さくする崇が愛おしくてたまらない。


「うー、キンチョーする」


　崇はベッドに腰こし掛かけた尚之の足の間に体を入れてズボンに手をかけると、うなり声をあげながら尚之の制服のベルトを外した。


　なんとかボタンも外し終えたが、手が震えてファスナーが上手くおろせない。


　苦戦しながらもなんとかファスナーをおろして、思いきって尚之のパンツの中に手を突つっ込むと、少しだけ固くなっている性器を中からとりだした。


　手て触ざわりは自分のモノとそう変わらないし、多少グロテスクでも尚之の分身だと思えば我が慢まんできそうだった。


「よし、じゃあ舐めるぞ？」


　崇は自分自身に気合いを入れるようにそう宣言してから、オズオズと舌を尚之の分身に近づけていく。


「んっ…」


　まず先せん端たんの部分をペロッと舐めてみたが、なにかの味がするわけでもなく思ったよりも全然抵抗がなかった。


　そのことに安あん堵どした崇は何度もその周辺をペロペロと舐める。


　崇の舌に反応して、尚之のモノに浮き出た血管がビクッと動いた。


「わ……」


　崇は少し驚おどろいたような声を出したが、自分の愛あい撫ぶに尚之が感じてくれているのがちょっと嬉しいような気もする。


「舐めるだけじゃなくて、銜くわえてみてくれないか？」


　先端の部分だけを一生懸けん命めいペロペロ舐めている崇に、尚之はそんなふうに指示を出した。


「ウ…ン…」


　崇は尚之に言われるがままに、大きく口を開けて先端の部分を飲み込んだ。


　しかし大きすぎるソレは先端の部分を口に含ふくむのがやっとだし、苦しくてモゴモゴしてしまってほとんど愛撫にならない。


「んっ…うぅ…」


　えずきそうになった崇は目に涙なみだをためながら苦しそうな息を鼻から漏もらす。


「崇って…ヘタクソかもしれないな…」


　まったく要領を得ない崇に、尚之は呆あきれたように呟つぶやいた。


「なっ！　はじめてだからしょーがないじゃん！」


　ハッキリ言われてしまった崇は、尚之のモノから口を離はなすとムッとしたような口調で文句を言った。せっかく一生懸命やってるのに、そんな言い方をされたら立つ瀬せがない。


「いくらはじめてっていっても、自分だったらどうされると気持ちいいとか考えてすれば、もうちょっと上手くできるんじゃないか？」


　しかし尚之はそういう問題じゃないというように首を振ふった。


　ただ舐めるのと、相手を気持ちよくさせてやろうとして舐めるのではワケが違う。要するに崇には想像力が欠けているのだ。


「うー」


　たしかにそれはそうかもしれないが、崇にはそこまで考えている余よ裕ゆうがなかった。


「わからないなら俺もしてやろう」


　そう言うと尚之は難しい顔をする崇の腕うでを引っぱってベッドの上にあげて、ズボンとパンツを手早く脱がせると、自分は仰あお向むけに寝ねっ転がって顔を跨またがらせるように崇を上に乗せる。


「え？　わぁっ！」


　いわゆるシックスナインの形になって、尚之の体の上にうつぶせに寝そべった崇は、尻しりの割れ目も性器も全て晒さらす格好にとてつもない羞しゆう恥ちを覚える。


「俺のマネをすればいいから」


　崇の動揺はおかまいなしに、尚之は目の前にぶら下がっている崇の分身に手をのばすと、緩ゆるく上下に扱しごいてやった。


「んっ…あっ！」


　不安定な体勢で襲おそってきた快感に、崇は思わず尚之の腰にギュッとしがみついた。


「ほら、ココ気持ちいいだろ？」


　尚之はそう言いながら舌を尖らせて崇の先端のくぼみに這はわせる。


「あっ…イイッ！」


　敏びん感かんな部分を集中的に弄いじられて、崇は無意識の内に尚之の顔の上で腰を振りながら喘あえいだ。


「喘いでないで、崇もしっかり舐めてくれよ」


「んっ…はぁ…」


　本来の目的を思いだした崇は、快感に負けそうになる体を必死で奮い立たせながら目の前に屹きつ立りつしている尚之の分身を握って、尚之がしてくれたのと同じように舌を動かしてみた。


「そう、気持ちいいぞ」


　ゾクッと腰を痺しびれさせる快感に、尚之は手放しで崇を誉ほめてやる。そうすることでどこが尚之の性感帯なのか崇に教えているのだ。


「先端を口に含んだら、舌で転がすようにしたり…」


　さらに尚之はそう言うと、見本を示すように崇のソレを口に含んで舌で円を描えがくように刺し激げきを与あたえる。


「あぁっ…ふぅっ」


　裏筋のあたりを舌でチロチロと舐められると、崇のソレはカタく立ち上がり先端から先走りを滲にじませた。


　下半身が熱くなって快感に意識が集中してしまう。


「唾だ液えきを絡からませて、ヌルヌルすると気持ちいいよな？」


　尚之はひっきりなしにポタポタと溢あふれてくる先走りと唾液を混ぜるように舌を絡ませた。


　もどかしいような絶ぜつ妙みようなタッチで刺激されて、崇のソレはヒクヒクと痙けい攣れんして快感を訴うつたえる。


「き…もち…いッ！　あんっ！」


　崇は尚之の腹の上で身を捩よじって快感に喘ぐ。


「コラ、よがってるだけで疎おろそかになってるぞ？」


　尚之への奉ほう仕しを忘れて与えられる快感に夢中になっている崇に、尚之は戒いましめるように愛撫を促うながした。


「だって、スゲー感じるんだもん」


　しかし崇はフルフルと首を振って、とてもじゃないが奉仕に集中できないことを訴える。


　崇はよく言えば敏感で、悪く言えば非常に快感に弱い体をしていた。


「仕方がないな。もっと気持ちよくしてやるから、崇は俺をコッチでイかせてくれよ」


　尚之は苦笑いをしながらそう言って、崇のクレバスに沿ってツゥッと指を這わせた。


　その中心にある小さい穴を指先で揉もみほぐすように刺激すると、崇の腰が期待するようにビクッと動いた。


「ウンッ…もっとぉ」


　入り口をくすぐるような指ゆび遣づかいにもどかしさを感じた崇は、パサパサと髪かみを振り乱しながらさらなる刺激を求める。


「じゃあ指、舐めてくれ」


　尚之はムクッと起きあがるとすっかり口こう淫いんをやめてしまった崇の体を膝ひざの上に抱だき寄せて、口元に指を持っていくと舐めるように指示を出した。


「んっ…ぅ…」


　一いつ瞬しゆんためらうような仕草をみせた崇だったが、その指が自分の体内に侵しん入にゆうすることを考えて興奮したように、おずおずと舌を絡ませてきた。


　自分の指より太くて骨張った逞たくましい指に、崇は恍こう惚こつとしたように丹たん念ねんに舌を這わせる。


「もっと濡ぬらした方がいいんじゃないのか？」


　尚之は指の間を舐められるくすぐったさに身をすくめながら、ただ舐めるだけではなく滑すべりをよくするためにも、たっぷり唾液を絡ませるように指示を出す。


「ふぅ…あ…」


　ぴちゃぴちゃと音をたてながら一本ずつ指を舐め続ける崇に焦じれたように、尚之は三本の指をムリヤリ崇の口内におしこんだ。


「んっ…むぅ…ッ」


　口の中を犯おかされた崇は苦しそうに目をつぶって尚之の指を吐はき出そうとした。


　しかし尚之はそれを許してやらず、口の中にたまってしまった唾液を絡め取るように崇の口内を蹂じゆう躙りんする。


　手の平の方まで滴したたるくらい唾液を絡ませてから指を抜ぬいた尚之は、その指を今度は崇の下の口の方に持っていった。


「よし、力抜いてろよ…」


　左手で崇の左足の膝の裏に手を入れて大きく開いて弄りやすくすると、後こう孔こうにあてがった指をまずは一本だけ侵入させていく。


「あぁっ…あっ！」


　ズズッとゆっくり中に埋うめ込まれてくる指の感かん触しよくに、崇は喘ぐような声を上げながらブルッと身み震ぶるいをした。


　痛みはないが、たまらない異物感と圧あつ迫ぱく感が崇を襲う。


「んっ…あぁ……」


　けれどなぜか満たされているような不思議な感覚に、崇はホッとしたように尚之にもたれかかった。


　目元を潤うるませている崇に頰ほおを擦すりあわせながら、尚之は根本まで侵入させた指を中で大きく円を描くように動かした。


「あっ…はっあ…ン！」


　中を広げるような指の動きに、崇は翻ほん弄ろうされたように声を上げて身を捩る。


「俺の指が中で動いてるの、わかるか…？」


　わかりやすい反応を示す崇に、尚之は崇の耳元で囁ささやくようにそう言った。


「やぁっ…らしーコト、言うなよぉ…ッ」


　崇はその囁きにすらビクッと反応して、カァッと赤くなりながら必死で文句を言う。


　けれど意識すればするほど、尚之の指の動きがリアルに感じられた。


「ヤラシーのは崇だろ？　こんなにキュウキュウ締しめつけて…」


　尚之はからかうようにそう言って、侵入させているのとは別の指で窄すぼまっている入り口をツンツンとつつく。


「あうっ…やぁッ…！」


　さらに耳の裏をペロッと舐められて、腰こしが疼うずくような快感に崇はモジモジしながら喘いだ。


　ほっとかれたままの分身は、腹につくほど反そり返って愛あい撫ぶを求めて涙を流している。


「ココが好きなんだよな？」


　尚之はそう言いながら、中に入れた指で崇の前ぜん立りつ腺せんをグリグリと刺激した。


「ヤ…ダァッ！」


　そのとたんに激しい快感が体を走って、崇は思わず背をのけぞらせながらむせび泣く。


　中を弄られているだけなのに、分身の方まで快感が直結しているようだった。


「イヤなのか？」


　尚之は意地悪く問いかけながら、なおもその部分を集中的に擦こすってやる。


「イイッ…やぁ…あん！」


　崇は無意識に首をパサパサと左右に振ふって、堪こらえきれない快感を訴えた。


　乱れる崇に尚之は指を二本に増やして、さらなる刺激を与えてやる。


「あっ…はぁッ…あんっ！」


　二本の指で中をグチュグチュに搔かき回されると、あまりの快感に崇はワケがわからなくなってしまう。


　さらに尚之は左手を崇の股こ間かんに持っていくと、限界まで膨ふくらんでいるモノにそっと指を絡めた。


「あんっ！　あぁッ！」


　ちょっと扱しごかれただけなのに、崇のソレは今にも弾はじけそうなほど敏感になっている。


「も…あぁっ…！」


　崇はこみあげてくる射精感に泣きそうになりながら限界を訴えた。


「イキそうか…？」


　尚之に問いかけられた崇は、勢いよくコクコクと頷うなずいた。


「おっと、まだダメだ」


　しかし尚之は今にもイッてしまいそうな崇の根本をギュッと握にぎってしめつけると、強引に射精を阻そ止ししてしまう。


「な…んで？」


　崇は信じられないというように目を見開いて尚之を振り返った。


　絶頂を阻はばまれたソレは、熱を蓄たくわえたまま先せん端たんからポタポタと涙なみだをこぼしている。


「せっかくだから一いつ緒しよにイキたいだろ？」


　ヒドイ仕打ちに泣きだしてしまった崇を慰なぐさめるように頰を撫なでながら、尚之は優しい口調でそう聞いた。


「フゥッ…あっ」


　意地悪をされているのではないとわかった崇は、ホッとしたようにグシッと鼻をすすりながら頷いた。


　尚之は嬉うれしそうに崇の泣き濡れた目元にキスをしてやる。


　涙のあとを伝うように唇くちびるを頰の方に移動させて、そのままチュッと唇にも軽くキスをする。


「尚之ぃ…」


　自分の涙でちょっぴりしょっぱい口づけに、崇は甘あまえるように尚之を呼んだ。


　尚之はキスを与えながら残っていた崇の服も脱ぬがせてやると、自分自身も全すべて脱いで全ぜん裸らになる。


　改めて全裸で抱き合うと妙に恥はずかしいような気がして、崇はマトモに尚之の目が見れなかった。


　尚之は崇の首筋や浮うき出た鎖さ骨こつにも舌を這はわせて性感帯をさぐる。崇は面おも白しろいくらいあちこちでビクビクと反応してしまい、恥ずかしそうに体を竦めた。


　さらに尚之はあばらの浮き出た平らな胸に唇を這わせて、薄うすいピンク色をした小さな突とつ起きを舌の先でペロッと舐なめた。


「ひぅっ…」


　他の部分より皮ひ膚ふが薄く敏感な部分を舐められて、崇は思わず声を上げてしまう。


　すると尚之はポツンと立ち上がったソレを今度は唇で挟はさむように刺激した。


「あぅ…ッ！」


　ビリッという強い刺し激げきが走り、崇はビクンッと腰を揺ゆらしてしまう。


　崇の過か剰じような反応に気をよくした尚之は、舌で突起を押おしつぶすようにしたり甘く歯を立てたりして刺激を与える。


「やっ…胸、弄いじるなよぉ…」


　女でもないのに胸で感じてしまう自分が恥ずかしくて、崇は思わず尚之に抗こう議ぎした。


「どうして？　ココも性感帯だろ？」


　尚之は不思議そうに言いながら、今度はチュウッと少し強めに吸ってみる。


「やぁッ…あ…っ！」


　とたんに電気が走るような刺激に襲われて、崇は思わず甲かん高だかい声を上げてしまった。


　下半身を弄られるような直接的な刺激ではないが、快感に反応して股間も鈍にぶくジンジンと疼きはじめる。


「敏感だな…」


　面白いくらい反応を示す崇に、尚之はクスッと笑いながら今度は反対側の乳首に唇を移動させた。


「あっ…フゥッ…」


　そっちも同じように刺激を与えられると、崇は股間で疼いているモノがもどかしくて仕方なくなった。膝には尚之の固くなった性器が当たっている。


「早くぅ…」


　焦らされることに耐たえられなくなった崇は、膝で尚之のソレを刺激してさらなる快感をねだった。


「もう入れてもいいのか？」


　崇の要求に気づいた尚之は、顔をのぞき込んで確認するように問いかける。


「ン…」


　崇は少し逡しゆん巡じゆんしながらもコクンと小さく頷いた。


　痛みを伴ともなう挿そう入にゆうには少しだけ恐きよう怖ふを感じるけど、それと引きかえにしてもかまわないくらいの快感が得られることも崇は既すでに知っている。


「じゃあ、自分で四つん這いになって尻しりを突つきだして、大きく足を開いて入れやすい格好をするんだ」


　そんな崇に尚之はフッと笑うと、恥ずかしい要求を突きつけた。


「えっ？」


「ムリヤリしてるんじゃないんだから、崇の方から誘さそってくれないか？」


　驚おどろいたような顔をする崇に、尚之は優しい口調でその意図を説明する。


「だって、恥ずかしいじゃん…」


　尚之の言いたいことはわかるような気もするが、如何いかんせん羞しゆう恥ちを拭ぬぐえない崇は許しを求めるように訴うつたえた。


「恥ずかしい崇が見たい」


　しかし尚之はそれこそ本望だというように言いきる。


「あ、悪趣しゆ味みだぞ！」


　なにが悲しくてわざわざ痴ち態たいを晒さらさなくてはならないのか崇には理解できなかった。これでは尚之は崇を恥ずかしがらせて楽しんでいるみたいだ。


「どうして？　恥ずかしがってる崇はメチャクチャ可愛かわいいぞ？」


　楽しんでいるのには違ちがいないが、尚之は崇を辱はずかしめるのが目的ではなく、あくまでメチャクチャ可愛がってやりたいだけだった。


「そんな……」


　本気で変なことを言っている尚之に、崇は思わず絶句した。


　おもしろがっているとかではなく、尚之が心の底から本気でそう思っているというのは目を見ればわかった。


「ん？」


「わかったよ！」


　不思議そうに首を傾かしげている尚之に崇はヤケクソ気味に叫さけんだ。


　尚之が喜んでくれるのなら、崇だって応こたえてやりたいと思う。


「せーの！」


　崇は恥ずかしさを紛まぎらわすために勢いよく声をかけると、四つん這いになって尚之の方に尻を向けた。


　さすがに大きく足を開いて誘うような真ま似ねはできないが、それでも精せい一いつ杯ぱい羞恥を堪えて尚之の期待に応えようとしている。


「せーのって、色っぽくないなぁ」


　尚之は少し震ふるえている崇の尻を愛いとおしげに撫でながら、わざとらしくダメだしをした。


「いいから、早くしろよぉ」


　崇はベッドのシーツに顔を埋うめて、恥ずかしそうに文句を言う。


「フッ、ちっちゃい穴がヒクヒクしてる。ココに入れて欲しいのか？」


　見られていることを意識してか恥ずかしそうに収縮をくり返している入り口を揶や揄ゆして、尚之はそんなふうに問いかけた。


「尚之が入れたいんだろ!?」


　崇も負けじと言い返す。さっきからさんざん焦じらされているんだから、早くなんとかして欲しくてヒクついてても仕方がないはずだ。


「お互たがい様だな」


　尚之はクスッと笑って崇の尻たぶにチュッとキスをすると、膝ひざを左右に開かせて挿入しやすいような体勢を作った。


　双そう丘きゆうを摑つかんで思いっきり左右に広げると、勃ぼつ起きした分身の先端を入り口に押し当てる。


「それじゃあ、いくぞ…」


「ウン」


　熱い塊かたまりの感かん触しよくに、崇はドキドキしながら頷うなずいた。


　尚之は狭せまい穴をゆっくり押し開くように、徐じよ々じよに腰を進めていく。


「くっ…あ……ッ」


　いくら指で慣らされていたとはいえ、比べものにならないくらいの大きさと圧あつ迫ぱく感に、崇は苦しそうな声を漏もらした。


　バックから挿入される姿勢は、見えないだけに意識が感覚だけに集中する。


「力を抜ぬくんだ…」


　尚之はそう言いながら、前に手をまわして崇の股こ間かんで震えているモノに指を這はわせた。


「あはッ…あっ！」


　先せん端たんの敏びん感かんな部分を指で刺し激げきされると、再びやってくる絶頂の波に腰こしが砕くだけそうなほどの快感が下半身を襲おそった。


　尚之は崇が力を抜いた隙すきに、ズッと奥おくの方まで自身を挿入してしまう。


「うっあ―――ッ！」


　一いつし瞬ゆん鋭するどい痛みが走り、崇は悲鳴のような声をあげる。


「キツイか？」


　尚之はそんなふうに問いかけながら、慰なぐさめるように崇の分身を擦こすってやった。


「ン…はぁ…」


　崇は大きく息を吸って呼吸を整えながら、小さく首を振って大だい丈じよう夫ぶだと伝える。


　痛みよりむしろ圧迫感が大きくて苦しかったが、尚之のモノがはいってるんだと思うと感動的ですらあった。


「スゲッ…おっきぃ…」


　体の中を尚之で満たされたような錯さつ覚かくに、崇は譫うわ言ごとのように呟つぶやく。


「動いてもいいか？」


　尚之はそう問いかけながら、奥の方を突くように腰を揺ゆらしはじめる。


「んっ！　ひぅッ！」


　いきなりポイントを突かれて激しい快感に襲われた崇は、短い悲鳴をあげながらブルッと背筋をふるわせた。


「あっ…やぁっん！」


　さらに尚之が前を握にぎっている指を前後にスライドさせると、同時に二カ所から絶頂感を煽あおられてしまう。


　一度強引に堰せき止められている流れは、再び襲ってきた激しい波を堪こらえることができなかった。


「ヒグッ…あっ…イクゥッ！」


　崇は下半身がドロドロに溶とけてしまいそうな快感にむせび泣きながら限界を訴える。


「え？」


「あ―――っ！」


　突とつ然ぜんのことに尚之が驚いていると、崇は悲鳴をあげながらドクドクと放出をはじめてしまった。思いっきり締しまる後こう孔こうに、尚之は驚いて唇くちびるを嚙かみしめる。


「オイ、一緒にって言っただろ？」


　手の平についた放出されたばかりの白はく濁だくした温かい体液を眺ながめながら、尚之は崇を咎とがめるように文句を言った。


　なにせまだ挿そう入にゆうしたばかりでロクに動かしてすらないのに、崇は一人でさっさとイッてしまったのだ。


「でも、ずっと我が慢まんしてたんだもん…」


　崇はそんなふうに言いながら、快感と羞しゆう恥ちでグスグスと泣き出してしまった。


「まったく…」


　尚之は呆あきれたようにため息をつきながら、これだったら前戯の段階で一度イかせておけばよかったと後こう悔かいする。


「ちょっとツライかもしれないけど、俺おれがイクまでつきあってもらうからな」


　そして再び崇の腰を抱かかえ直して尻しりを高くあげさせると、容よう赦しやなく腰を使いはじめた。


「うっ…わぁっ！」


　中を擦られる痺しびれるような快感と、イッたばかりで責め苦さえを感じる分身に崇は翻ほん弄ろうされる。


　紙一重の快感と苦痛に喘あえぎながら、もうやめて欲しいのに、どこかでもっとワケがわからなくなるくらい突ついて欲しいと思っている自分に驚おどろいた。


「もっ…はぁ…ッ」


　崇はギュッとシーツを握りしめながら、尚之に与あたえられる感覚をとにかく追いかけた。


「コッチもまた元気になってきた…」


　苦しいはずなのにいつの間にか再び立ち上がっているソレを握られると、崇の快感は一気に加速する。


「んぁっ…あっ！」


　激しく抽ちゆう挿そうをくり返す尚之が腰を叩たたきつけるたびに、崇の肉とぶつかるパンパンッという音が響ひびく。


　その音にすら興奮して、怖こわいくらい貪どん欲よくになっている自分に崇は羞恥も忘れて喘ぎ続けた。


「崇も腰揺らせよ」


　尚之は我を忘れている崇の尻をペシペシと叩きながらそう言った。


「ヤッ…あっはぁッ…ン！」


　軽い痛みが刺激になって、崇は思わずギュウッと尚之のナニを締めつける。


　絞しぼるように窄すぼんだ後孔は尚之に得も言われぬ快感を与えた。


「締まるな…」


　尚之はペロッと口のまわりを舐なめながら、感心したように呟く。


　そしてラストスパートをかけるように、大きく腰を前後に動かして崇の最奥を突いた。


「いぁっ…あっ！…あぁっ！」


　熱い塊かたまりに翻弄された崇は、尚之の望みどおり自ら腰を振ふってよがりまくった。


「気持ちいいか？」


「イイッ…気持ち…い…ッ！」


　わかりきっていることを尋たずねる尚之に、それでもコクコクと頷うなずいて快感を訴うつたえる。


　今の崇は尚之と一緒になって快感を追いかけること以外なにも考えられなくなっていた。


「あぁっ…あぅっ…！」


　そろそろ限界が近づいてきた尚之は、奥まで挿入したモノを小刻みに動かして絶頂を追いかけた。


「今度こそ、一緒に…」


　再び限界まで膨ふくらんでピクピク痙けい攣れんしている崇のソレにも指を絡からめると、激しく擦って絶頂を促うながしてやる。


「んっ…イクッ…イッちゃうよぉ！」


　尚之のモノで擦られている中も、手で刺激を与えられているソコも熱くて気持ちよくて、崇はブルブルと震ふるえながら限界が近いことを訴えた。


　それは尚之の方も同じで、最後に二、三度大きく崇の尻に腰を叩きつける。


「くぅ…ッ！」


　尚之は歯を食いしばって息を詰つめると、崇の腰を自身の方にグイッと引きつけて最奥に熱い飛沫しぶきをぶちまけた。


「ヤッあぁ―――――――ッ！」


　鋭い刺激に崇も大声を上げながら絶頂を迎むかえる。


「崇…」


　放出を終えた尚之は崇の中から自身を引き抜くと、崇の体を仰あお向むけにひっくり返して嚙みつくようなキスをした。


　呼吸も整っていない内に激しいキスを求められた崇は、荒あらい呼吸をくり返しながら必死で尚之に応こたえた。


　苦しいけど、すごくいっぱい尚之に必要とされてるみたいで嬉うれしい。


「好きだ、崇…」


　キスの合間に囁ささやかれると、胸が熱くなって崇の目から自然に涙なみだがこぼれる。


「俺も、尚之のこと好きだ…」


　崇は何度もコクコク頷きながら、素直な気持ちを尚之に伝えた。


　いつからこんなに尚之のことを好きになってしまったのかはわからないが、尚之のキスははじめっからイヤじゃなかったしハッキリ言って好きだった。


　それだけで充じゆう分ぶんなのに、余計なことをいろいろ考えて素直に認められなかった自分を今はひどく後悔している。


「本当に崇は可愛かわいいな」


　グスグス泣きながら抱だきついてきた崇に尚之は甘あまい声で囁くと、ギュッと強く強く抱きしめた。











　後始末をするだけして眠ねむってしまった尚之と崇は、次の日同じ布団で朝を迎えた。


　先に目を覚ました尚之は、傍かたわらで眠る崇をみてくすぐったいような幸せな気分になる。


「崇、朝だぞ」


　幸せそうな顔をして眠る崇は本当に可愛くて、なんだか起こすのが可哀かわい想そうなような気もしたけれど、ほっとくわけにもいかず尚之は声をかけた。


「んー、ウン……」


　崇は目を閉じたまま生返事をして、またスヤスヤと寝息をたてはじめてしまう。


「起きないと遅ち刻こくするぞ？」


「……ン…」


　今度は肩かたを摑つかんでユサユサと揺ゆさぶってみたが、眉み間けんにしわを寄せるだけで起きる気配がない。


「仕方がないな…」


　寝起きの悪い崇に尚之は苦笑すると、そっと唇くちびるにキスをした。


　おとぎ話のお姫ひめ様さまならココで目を覚ますはずだが、崇はキスをされたことすら気づかずに眠りこけている。


　反応のない崇に、尚之は自分のしたことがすごく恥はずかしくなった。


「オイ、いい加減にしろよ」


　優しくしてもダメならと、尚之は崇から布団をはぐとベッドの下に突き落とした。


「イッテー！」


　突然衝しよう撃げきに襲おそわれた崇は、大声を上げて飛び起きた。


　さほど高さのないベッドとはいえ、睡すい眠みん中の無防備な体を落とされてしまってはたまらない。


「ようやく起きたか」


　ようやく眠りから覚めた崇に、尚之は呆れたように言った。


「なんて起こし方するんだよ！」


　腕うでを組んで怒おこったような顔をしている尚之と目があった崇は、謂いわれのない仕打ちにムッとして文句を言う。


　どうして自分がこんなヒドイ起こされ方をしなければならないのかまったくわからない。


「さっさと起きない崇が悪いんだろ？」


「ヒデーよ、俺達恋こい人びとになったんじゃなかったのか？」


　冷たく言い放つ尚之に、崇は口を尖とがらせてギャーギャー文句を言った。


　父だってもっと優しく起こしてくれるのに、とても両りよう想おもいになったばかりの恋人のすることとは思えない。


　可愛くないことを言う崇の唇を、尚之は素す早ばやくキスで塞ふさいだ。


　とたんに崇は目をパチクリさせておとなしくなる。


「オハヨウ」


　魔ま法ほうにかかったように黙だまりこくる崇に、尚之は改めて朝の挨あい拶さつをした。


「ウン、オハヨー」


　すると崇は少し照れくさそうに笑いながら挨拶を返してくる。


　キスひとつでご機き嫌げんが直る簡単な崇に苦笑しながら、尚之は崇の頭を撫なでてやった。扱あつかいやすくて非常にケッコウである。


「それじゃあ朝飯を食いに行くか」


　本当はこのまま押し倒たおしてコトに至りたいくらいだが、そんなことをしていたら遅刻してしまうのは目に見えている。


　基本的に尚之はそのあたりとても真ま面じ目めな性格をしていた。











「あれ？　尚之、帰ってきたの？」


　二人揃そろってキッチンにあらわれた尚之と崇を見て、友之は驚いたようにそう聞いた。


　部屋にこもりきりで姿を見せなかった尚之は、てっきり自分との約束を破って帰ってきていないモノだとばかり思っていたのだ。


「あぁ、心配かけて悪かったな…」


　尚之はすごくホッとした顔をしている兄を見て、心配をかけてしまったことを謝罪する。


「ううん、あの、よかった…」


　友之は尚之を叱しかったりせずに、コクコクと頷きながら優しく笑った。


　たくさん心配はしたけれど、尚之はどこも変わった様子はないし、無事でいてくれればそれでいいと思う。


「だから言っただろ？　そんなに心配する必要ないって」


「うん、恭平さんの言ったとおりだね」


　新聞を読んでいた顔を上げて口を挟はさんでくる恭平に、友之はニッコリ笑って頷いた。


「崇くん卵は？　目玉とスクランブルどっちがいい？」


　そして食しよく卓たくに着いた崇に卵の焼き方を尋たずねる。


「目玉ー、半熟で！」


　崇はパンをトースターにセットしながらそんなふうに注文する。


「わかった。尚之は両面焼くよね？」


　崇のリクエストを聞いたついでに、友之は弟の好みはわかっているけど、一応尚之にも確認する。


「あぁ」


　尚之は短く返事をすると、崇の横の席に座った。


「恭平さん…」


　そして少し緊きん張ちようしたような面もちで、斜ななめ向かいに座って新聞を読んでいる恭平に声をかけた。


「なんだ？」


　口数の多くない尚之に話しかけられるのは珍めずらしくて、恭平は不思議そうに首を傾かしげる。


「一応話しておいた方がいいと思って」


「もちろん、なんでも話せよ」


　伏ふし目がちで話す尚之が、家に帰ってこなかった理由を自分に話すつもりなのだと悟さとった恭平は、新聞をたたんで真しん剣けんに話を聞く体勢を整える。


　一いつ緒しよに暮らしはじめたからといって尚之の父や兄になれるとは思ってないが、尚之の方からそういうふうに接してきてくれるのは大だい歓かん迎げいだった。


　しかし、次に尚之の口から語られた言葉は恭平の想像とはあまりにもかけ離はなれていた。


「俺と崇、両想いの恋人同士だから」


　尚之はまっすぐ恭平の目を見ると、これ以上はないというくらい真剣な声で告げる。


「は？」


　すぐには尚之の言ってる意味が理解できなかった恭平は、眉まゆをひそめて首を傾げた。


「ちょ、なに言い出すんだよ！」


　突とつ然ぜんとんでもないことを言いだした尚之を崇は慌あわてて止めようとしたが、反対に肩を抱き寄せられて真まっ赤かになる。


「エッチもしたし、将来のことも真剣に考えてるから」


　さらに堂々と宣言する尚之に、恭平はあんぐりと口を開けて呆ぼう然ぜんとしてしまう。


「ホントなの!?」


　友之も卵を焼いてる途と中ちゆうのフライパンを持ったまま振ふり返って確認するように聞いた。


「あぁ」


「そうなんだ。ウン、おめでとう」


　コクンと頷いた尚之に、友之はニッコリ笑って祝福の言葉をかけてやる。


　兄として弟が幸せを見つけてくれたことが心から嬉うれしい。しかもその相手が自分の恋人でもある恭平の息むす子こだなんて、すごくロマンチックな偶ぐう然ぜんだと思った。


「こら、トモ！　おめでとうじゃないだろ!?」


　単純に喜んで二人を祝福する友之に、恭平は焦あせったように首を振った。


「どうして？」


　友之は不思議そうに首を傾げたが、どうもこうもあったもんじゃない。


「お前、人様の大事な一人息子に手ェだしやがって…！」


　男手ひとつで大切に育ててきた一人息子が男に手を出されてしまったとあっては、父親として黙っているわけにはいかなかった。


「アンタだって俺の兄貴に手ェだしただろ？」


　すごみをきかせる恭平に、尚之はお互たがい様だというようにシレッと反論する。


「俺たちは大人おとなだからいいんだよ！　崇はまだ高校生なんだぞ!?」


　生意気な口をきく尚之に、恭平は理由にならないような難なん癖くせをつけた。


「俺だってまだ高校生だ。アンタの方こそ、いい歳としして若い男に手ェ出して恥ずかしくないのかよ？」


　無む茶ちや苦く茶ちやなことをいう恭平に呆あきれた尚之は、恭平の一番イタイところを突ついてやる。


「お前こそまだガキのくせに！」


「オッさんの価値観で物を言わないでくれ」


　どんどん険悪になっていく二人をどうすることもできず、崇はオロオロしながら尚之の腕うでにしがみついた。


「尚之、恭平さんに失礼でしょ！」


　思わず暴言を吐はいた尚之を、友之はピシャッとたしなめる。


　頭ごなしに反対されてムカついているのはわかるが、だからといって年長者に失礼な態度をとってもいいことにはならない。


　さすがに兄の恋人に向かって言いすぎたと思った尚之は、口を噤つぐんでフゥッとため息をついた。


「崇！　コイツの言ってることは本当なのか？」


　気持ちのおさまらない恭平は、今度は崇の方に矛ほこ先さきを向けた。


　違ちがうと言って欲しいが、いかにも頼たよりきったような様子で尚之にしがみついている崇を見ていると、聞きたくない答えが返ってきそうで怖こわい。


「だ、だって、尚之のこと好きになっちゃったんだもん…」


　崇は恥ずかしそうな声で、でもハッキリと尚之のことが好きだと言った。


「崇…」


　完全に恋をしている表情をみせる崇に、恭平は呆然と呟つぶやいた。


「いいじゃない、恭平さん。崇くん幸せそうだよ？」


　友之は目玉焼きを食卓に運びながら、沈しずんだ様子の恭平を元気づけてやろうと明るい口調で言ってやる。


「トモォ……」


　友之の言葉にも素直に頷けそうになかったが、可愛かわいい息子が他人のモノになっても、自分には友之がいるんだと思い込むことにした。


「父ちゃん、俺幸せになるよ！」


　ションボリしている父に、崇は両手をギュッと握にぎってそう宣言する。


　自分が幸せになることが、父に納得してもらう最良の策のはずだ。


「俺もだ」


　尚之も満足げに頷くと、崇の頭を撫でてやりながら同意した。


「みんなで幸せになろうね」


　早くに両親を亡くして一家団だん欒らんに飢うえていた友之は、もし将来自分と尚之が恭平に養子縁えん組ぐみをするようなことがあったら、男ばかりの二世帯住宅が誕生するかもしれないということに気づいてとても楽しくなった。


　年のせいか頭のカタイ恭平は、なかなか順応することができずに一人でシブーイ表情をしていた。











　晴れて両りよう想おもいになった二人は、その日から仲良く一緒に登校するようになった。


　もちろん崇を慕したう連中は、堂々と同どう伴はん登校をする二人に心中穏おだやかではいられない。


「オハヨ、和彦」


　そんなまわりの目線にまったく気づかない鈍どん感かんな崇は、教室に入ると真っ先に親友の和彦に声をかけた。


「崇、おはよう。ご機き嫌げんだな」


　昨日あんなコトがあったばかりだというのに、ニコニコと幸せそうな崇を見て和彦は苦笑しながら挨あい拶さつを返す。


「わかる？　あぁ、そうだ。昨日はアリガトな、おかげで助かったよ～」


　崇はニヤッと笑って頷くと、思いだしたように礼を述べた。


「感謝しろよ、まったく」


　幸せそうな崇に和彦は尊大な口調で言いながら頷く。


　もし自分が協力してやらなかったら崇と尚之の関係は余計にこじれていたかもしれない。


「へへ…」


　コトの重大さがわかっているのかいないのか、崇は和彦に迷めい惑わくをかけてしまったことを誤ご魔ま化かすように笑った。


「そんで？　小沢と上手うまくいったのか？」


　崇の幸せそうな顔を見れば結果は聞くまでもなかったが、和彦は一応確認のためにそれを聞いてやる。


「ウン。俺さー、尚之のこと超ちよう好きだったみたい」


　崇は大きく頷くと、完全におノロケモードに入ってそう言った。


「ま、そうなると思ってたよ」


　遅おそかれ早かれこうなるような気がしていた和彦は、笑いながら頷いた。


　和彦は崇がホモだろうとバイだろうと全然かまわないし、幸せそうでなによりだと思う。


　クラスの他ほかの連中のように崇をどうこうしようという気がないだけで、和彦も所しよ詮せん崇に甘あまい人間の一人だった。


「タカちゃん！　小沢と同どう棲せいしてるってホント!?」


　そんな二人のところに、崇を慕うクラスメイトがすごい形相でやってきた。


「デタラメだよね？」


　自分たちがお互たがい抜ぬけ駆がけをしないように決めておとなしくしている間に、進学科のエリートに崇を持っていかれたとは信じたくないようだ。


「え？　うーん、好きなヤツと一緒に暮らしてれば同棲っていうのか？」


　崇は少し驚おどろいたような顔をしたが、浮うかれポンチになっているのであまり深く考えず本当のことを答えてしまう。


「バカッ！　なに言ってんだよ！」


　父親や尚之の兄のことをすっかり失念している崇に、和彦の方がギョッとしたように目を見開いた。


「そんな…ッ！」


「俺たちの崇が……」


　崇の口から語られた驚きよう愕がくの真実に肩かたを落としてその場から立ち去る者、進学科に出向いて崇を落とした男の顔を確かめる者と様々だったが、みんな一様に肩を落としている。


　和彦はそんな面々を気の毒そうに見送った。


「あ、マズッたかな…？」


　ようやく自分が失言をしたことに気づいた崇は、不安そうな目で和彦を見た。


「こうなったら開き直るしかねーだろ？　いいんじゃん、公認の仲で」


　和彦は肩をすくめてそれが一番だというように言ってやる。


　サラッとカミングアウトした崇にまわりがどんな反応を示すかわからないが、崇は他人から愛される得なキャラクターをしているので、表だって誹ひ謗ぼう中傷するような真ま似ねをする輩やからは出てこないんじゃないかと思う。


「そっか。ウン」


　ノンキな崇は和彦の言ったことを鵜う呑のみにして、公認の仲という言葉に照れくさそうな顔をした。


　かくしてその爆ばく弾だん発言は、尚之の知らない内に稲いな妻ずまのように学校中を駆け抜けていくのであった。




ＥＮＤ





強ごう引いんに気きづかせて





松まつ岡おか裕ゆう太た
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